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　ムハンマド・ブン・マフムード・トゥースィー著『被造物の驚異と万物の珍奇』
（11・完）

　守川　知子*　監訳
　ペルシア語百科全書研究会**　訳注

（p. 545） 第 10 部　動物の驚異について

［第 1章　野獣や大型の動物について］

［象について］
　象（fīl）はヒンドにいる巨大な動物であり、威厳があり、自尊心が強く、誇り高い。一見、王に
似たところがある。象の目には熟考や思案の色がうかがえる。ある者が「2本の足と 3本の手を持
つものは何か」と尋ねられて、「象だ」と答えた。つまり、象の鼻は手の代わりであり、それで掴
み、叩き、石を投げ、食べる。創造主は全能であられるため、人の手の働きを象の鼻にお与えに
なったのである。ヒンドの人々は、「象の額は毎年 1回だけ汗をかく。［その際］濃厚な汗が流れ落
ちるが、その匂いは麝香よりも芳しい」と言う。象は誇りと矜持を特徴としている。次のように言
われている。ある象使いが象に傷を負わせてしまった。彼はその象を木に結びつけて、眠り込ん
だ。象は木から枝を 1本むしり取り、投げつけて象使いを打ち据えると、自分のところに引き寄
せ、足で彼の胸の上を踏みつけて殺した。
　発情した象は身の毛もよだつ突撃を食らわす。象はライオンをも打ち負かす。身ごもると、7年
間子を腹の中に宿す。生まれたときには歯が生え揃っており、その歯は 100 年もつ。イラクでは雄
は死ぬが、雌は生き残る。象の糞を木にかけると、［その木は］実がならない。蜂蜜を自分の陰部
に塗り込んだ女が妊娠しないのと同じである。ヒンドの女は若さを保つために蜂蜜を用いる。
　象を飼うのは王たちである1）。カーディスィーヤ、ミフラーンの橋2）、〔クッス〕・アル＝ナー

*　  東京大学大学院人文社会系研究科准教授
**　本研究会については『イスラーム世界研究』第 2巻 2号（2009 年、198‒204 頁）の監訳者による「解題」を参照のこ
と。現在は、杉山雅樹、塩野崎信也、小倉智史、大津谷馨、角田哲朗、八木啓俊、石川喜堂ら、京都大学西南ア
ジア史学研究室の出身者と院生を中心に構成されている。

 本書『被造物の驚異と万物の珍奇』の訳注は今回で完結し、2009 年より 8年間続いたこの『イスラーム世界研究』
誌上での連載も今号をもって終わる。本書の訳注にあたっては、様々な方々にお世話になった。なかでも『イス
ラーム世界研究』の編集を担当していた仁子寿晴氏と、創刊時からの編集者の内海秀亮・岡本多平両氏には、い
つも細かく原稿をチェックしていただき、訳語のアドヴァイスも多々頂戴した。この場を借りて心より御礼申し
上げる。読書会を始めた当初に比べると、様々な分野での研究の進展により、訳注作業の精度は格段に高められ
た。一方で、解釈の誤りや長編ゆえの訳語の不統一も散見される。これらはひとえに監訳者の責である。12 世
紀後半の一知識人がペルシア語で著した『被造物の驚異』は、天体に始まり、地上の諸都市や河川、草木、遺跡、
人間、ジン、鳥、そして動物で終わるという、「神の被造物」をあまねく網羅した「百科全書」であり、ユーラシ
アと地中海からインド洋海域世界の「知」を集大成した書物である（本書については、守川知子「天上・地上の驚
異を編纂する――ペルシア語百科全書成立の一二世紀」山中由里子編『＜驚異＞の文化史――中東とヨーロッパ
を中心に』名古屋大学出版会、2015 年、76‒94 頁を参照されたい）。本訳注が当時の社会や文化や思想を解する一
助となることこそが、訳者一同の願いである。本書の典拠となった文献をはじめ他の「アジャーイブ（驚異）本」
との比較など、本訳注に関しては、今後も読者諸氏のご教示を賜りたい。（守川知子）

1）　象の項目については、おおむねジャーヒズの『動物誌』が典拠となっている。本段落の前半部については、特に、
Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 7, p. 99参照。

2）　635 年にアラブ・ムスリム軍とサーサーン朝軍が戦ったクーファ近郊の場所を指し、サーサーン朝軍の司令官ミ
フラーン・ブン・バーダーム（またはミフラーン・ブン・ミフリブンダード）が戦死した。この戦いは、その地名か
ら「アンヌハイラの戦い」または「アルブワイブの戦い」とも呼ばれる［バラーズリー『諸国征服史』（花田訳）、第
2巻 89‒93 頁］。
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ティフ（[Quss] al-Nāṭif）3）、ジャルーラー4）［での戦い］の日々や、ニハーヴァンド［の戦い］の日に
は、象が集結した。象の［肌の］色はいくつかあり、白や斑や黒い象がいる。だが、赤や〔焦げ茶
色〕（ašqar wa [adbas]）はいない5）。象はいかなる動物も恐れないが、猫は別である。ライオンはい
かなるものも恐れないが、雄鶏のことは恐れる。アラブ人たちはカーディスィーヤの戦いで馬が
象から逃げ出してしまったために戦闘不能に陥った。（p. 546）1匹の猫を抱きかかえた男が象の前
に猫を投げると、象は怖がって逃げ出し、他の象たちも逃げてしまった。［これが］不信仰者たち
（サーサーン朝軍）の敗北の要因である。
　象の舌は折れ曲がり、舌の先は喉［の奥］の方に伸びている。あらゆる動物はへその下に乳房が
あるが、人間と象のみ胸に乳房がある。
　ホスロウ・パルヴィーズは、ヌゥマーン・ブン・アル＝ムンズィル王を捕らえ、「私は偉大な者を
偉大なもので殺そう」と言った。［ホスロウが］象の足の下に王を投げやると、［王は象に踏まれて］
死んだ。ホスロウには 100 頭の象がいた。彼の時代には、雌象 1頭につき 1頭の子を産んだが、イ
ラクでは、ホスロウの時代を除き、象が生まれることはなかった。

＜逸話＞
　アブドゥッラー・ブン・アミール（ʻAbd Allāh b. ʻAmīr）6）は言う。「私はムアーウィヤのディーワー
ン（官庁）で、『厩舎には 1000 頭の象がおり、館は金と銀の煉瓦で建てられ、1000 人の王たちの
娘たちが仕え、香木に水を与える 2本の川を有する中国の王から、ムアーウィヤ・ブン・アビー・

スフヤーンに宛てて』と書かれた書簡を見つけた。」

　ホスロウには、ファフルバド（バールバド）（Fahlbad）7）という名の楽士がいた。彼は美しい声を
していた。［ホスロウには］ラブースト（RBWST）8）という名の別の歌い手もいた。このラブースト
はファフルバドを殺した。ホスロウはラブーストを象の足の下に引き倒した。ラブーストは言っ
た。「ファフルバドをラブーストが殺したら、ホスロウはラブーストを殺そうとしている。［今後］
王は楽士をいったいどこから連れてくるのだろう？」
　ホスロウは言った。「こいつを自由にしてやれ。奴の人生はまだ残っておろう。この瞬間でさえ、
こいつは私のことを心配しているのだから。」

　知れ。象は 2本の反り返った牙を持っており、それらは口もとから下へ伸びている。［そのこと
を］知らない者は、それを歯だと思うだろう。というのも、歯は牙の根元から生えているからであ

3）　634 年、クーファ近郊のクッス・アル＝ナーティフにおけるユーフラテス川に架かる橋を舞台としたアラブ軍と
サーサーン朝軍との戦いを指す［バラーズリー『諸国征服史』（花田訳）、第 2巻 86-89 頁］。本訳注（5）『イスラー
ム世界研究』第 5巻、2012 年、455 頁、注 492 も参照のこと。なお、テキストでは QYS al-nāṭifとなっているが、
サーデギー校訂本に従って訂正する。

4）　637 年に、サーサーン朝最後の王ヤズダゲルド 3世の敗走の際にアラブ軍によって征服されたイラクの町［本訳
注（5）、455 頁、注 493］。

5）　テキストでは ašqar wa adbarとなっているが、巻末の訂正表とサーデギー校訂本に従う。なお、『動物誌』で
は「イラクには毛がふさふさした象（awbar）も毛むくじゃらの象（ašʻar）もいない」となっている［Jāḥiẓ, Kitāb 
al-ḥayawān, vol. 7, p. 99］。

6）　テキストでの語り手の名は「アブドゥッラー」だが、ma写本および同様の逸話を伝える『動物誌』では「アブドゥ
ルマリク」である［al-Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 7, p. 113］。

7）　サーサーン朝のホスロウ 2世（パルヴィーズ）時代に活躍した楽士。本訳注（5）、407 頁、注 225 を参照のこと。
8）　この逸話の典拠である『動物誌』では、歌い手の名は ZYWŠTであり、他にもヨシュト（Yūšt）、サルジャス
（Sarjas）などの説がある［al-Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 7, p. 113; EIr: Bārbad］。
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る。牙は空洞である。象は牙を使って突くことはするが、噛みつくことはしない。象は［アラビア
語で］「反っ歯（afqam）」、すなわち［ペルシア語では］「おちょぼ口（kūčak dahān）」と呼ばれる。象
は口を閉じることができない。ハエに悩まされるが、それはハエが口の中に入ってくるからである。

　ホスロウには 150 頭の象がいた。1頭の象が発情し、誰もがその象から逃げた。（p. 547）［象は］
ホスロウの玉座に向かってきた。ある者が象の額を戦斧で打ち、ホスロウから象を遠ざけた。ホス
ロウは言った。「無事であった私が喜ばしく思うのは、私が見たそなたの勇敢さではなく、そなた
の判断力だ。というのも、判断力は好ましいものだからである。ところで、おまえより勇敢な者は
誰か？」
　［その者は］言った。「［私の身の］安全を約束してくださるなら言いましょう。」
　「言うがよい。」
　「バフラーム・チュービーン9）です」と彼は答えた。
　ホスロウは腹を立てた。なぜなら、バフラームはホスロウの敵であったからである。
　また、ホスロウほどに美しく立派な体格をしている者はいなかったと言われる。彼にはシャブ
ディーズという名の［優れた］馬がいた。彼にとってはシャブディーズこそが乗るにふさわしかっ
たが、そうでなければ、彼は象に乗っていたであろう。シャブディーズが蛇に咬まれたとき、彼は
象を選んだ。というのも、象は背中が広く、ゆったりと歩き、4本の足はどっしりとしており、歩
幅が広いからである。
　アブー・ジャァファル・アル＝マンスールには 40 頭の象がいたが、ホスロウには 400 頭以上の
象がいた。ホスロウは象を好んだ。その理由は次のとおりである。ある日ホスロウの面前に象が連
れてこられた。彼は、「不吉だ。外へ連れて行け」と言った。象は外に連れ出された。［だが改めて］
象を眺めると、象は［実に］誇り高く見えた。象には王のような威厳があると知った。ある日、彼
が外に出ると、象たちが隊列を組んでいた。一方には 1000 頭の象が、もう一方には 1000 人の乗り
手が［並んでいた］。象たちはみな［いっせいに］平伏し、服従の意を示した。ホスロウは象の礼儀
正しさに驚いた。ホスロウは言った。「象がファールスのものであればよかったのに。さもなけれ
ば、私がヒンドの人であったなら」と。象は彼のもとで大いに尊重された。

　夢に見る象は、王を示す。ある人が、ハッジャージュ・ブン・ユースフに「私は 1頭の象が首を
切り落とされる夢を見た」と言った。［ハッジャージュは］「あなたの夢が正しければ、ヒンドの王
が殺されるだろう」と答えた。数日後、ダーヒル・ブン・サッサ（Dāhir b. Ṣaṣṣa）10）が殺されたとい
う手紙が届いた。

　象は爪と鼻［が傷つくこと］を恐れる。カーディスィーヤの戦いで、ズフラ・ブン・〔ハウィーヤ〕
（Zuhra b. [Ḥawīya]）11）が象の鼻を傷つけると、象はへたり込んでしまった。象は水牛のように鼻を

9）　サーサーン朝のホルムズ 4世のもと、ビザンツや突厥との戦いで活躍した将軍。本訳注（5）、412 頁、注 252 を
参照のこと。

10）8 世紀初めにインダス川下流のスィンド地方を治めていた王（712 年没）。彼の王国は、ウマイヤ朝のイラク総督
ハッジャージュ・ブン・ユースフの命を受けた将軍ムハンマド・ブン・カースィムの遠征によって征服され、ダー
ヒルも戦いの中で殺害された［「ムハンマド・イブン・カースィム」『岩波イスラーム辞典』; EI²: Muḥammad b. 
al-Ḳāsim］。この間の経緯については、バラーズリーの『諸国征服史』（第 25 章「シンドの征服」）のほか、ムスリ
ム軍のスィンド征服を扱った『チャチュ・ナーマ』に詳しい。

11）ズフラ・ブン・ハウィーヤは、タミーム族の一支族サード族出身の教友。ハジャルの王の使節としてメディナの
ムハンマドのもとに入来し、改宗した［バラーズリー『諸国征服史』（花田訳）、第 2巻 98‒99 頁］。
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水面に出して、上手に泳ぐ。ラクダは泳ぐのが下手で傾いてしまう。
　象の美徳の 1つを挙げるとすれば、まさしく次のことであろう。アブラハは、カァバを破壊する
ために、象を伴ってカァバにやってきた12）。彼はマフムードという名の巨大な象を所有しており、
（p. 548）行く先々の城砦の扉をその牙でなぎ倒した。この象の肩高は 11 アラシュもあった。［ちな
みに］肩高が 11 アラシュもある象は、「巨象（zinda fīl）」と呼ばれる。カァバの入り口に着くと、象
使いたちは［カァバを］壊そうとこの象を駆り立てたが、象は拒んで従わなかった。ひとりのアラ
ブ人の男が、「マフムードよ、跪け」と言った。［ペルシア語では］「ひざまずけ」という意味であ
る。象は 2本の前脚を折り曲げ、カァバに向かって地面にひれ伏した。あらゆる方面から連れてこ
られた象が跪拝した。その後、アラブ人は「マフムードよ、正しい道を行け」と言った。［ペルシア
語では］「正しい道を行け」という意味である。アブラハの軍には石が降り注ぎ、軍を全滅させた。
象の崇高さに関しては、この話に尽きる。
　預言者――彼に平安あれ――は「象の年」と呼ばれる年に生まれた。アーイシャ――アッラーが
彼女に満足されんことを――は、「私は排泄された象の糞を見たことがある。人々がそれを見物し
ていた」と言っている。
　知れ。象はリンゴを好む。興奮しているときに象を捕獲することは難しい。ただし、子象は別で
ある。また、象は倒れてしまうと起き上がれないため、横になることができない。眠るときには何
かの支えを必要とする。象狩りをする場合、象が眠ったり糞をしたりする木のそばに行き、その
根元を掘り返し、土を払って空洞にする。夜に象がやって来て［木に］寄りかかろうとすると、そ
の中に落ちて死んでしまう。人々は象を埋めておき、1年後に骨を取り出す。［取り出された骨は］
「象牙（ʻāj）」と呼ばれる。
　一方、［象を］飼い慣らすために捕らえる場合は、海辺に穴を掘り、その穴に海から水を引き込
む。すると、象がその水たまりにやって来るので、海に逃げてしまわないように通り道を塞ぎ、
［総出で］象に襲いかかる。だが、赤い服を着た者が彼らを攻撃し、全員を追い払う。同じことを
数日間続けると、やがて象はこの赤い服を着た者に好意を抱き、敵たちを目にすると、赤い服を着
た者に［そのことを］知らせるようになる。彼は敵たちを追い払う。その後、彼は象の背に乗って
［穴から象を］外に出してやるのである。

＜逸話＞
　次のように言われている。ある集団が子象を 1頭殺し、その肉を食べた。［そのうちの］1人は
（p. 549）「禁じられた食材だと思うので、私は食べない」と言った。彼らはある山の上で宿営し、
眠りについた。母象が彼らの後をつけて来て、みなが眠っているのを確認すると全員を殺してし
まった。だが、［子象を食べず］肉の臭いがしなかった者だけは殺さなかった。
　ある商人は次のように言っている。「私は、茂みの中で 1頭の象が倒れているのを目にしました。
別の象たちがその象のもとにやって来ましたが、起き上がらせることができず、雄叫びを上げてい
ました。やがて、その象は死んでしまいました。私は『神に讃えあれ！倒れてしまったら起き上が
ることもできないような壮大な身体を持つものを創造されるとは』と言いました。」

12）アブラハがカァバで悪事を働こうとしたという話は、本書第 4部でも述べられている［本訳注（5）、367、453‒454
頁］。なお、この出来事のあった年は「象の年」と呼ばれ、ムハンマドが誕生した年とされる。
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　象の寿命は 400 年である13）。牙が長いほど、長く生きる。長さが 7アラシュに達する牙もあり、
その値段は 1000 ディーナールにもなる。さらに 1アラシュ長くなるごとに、その価格に 1000 ディー
ナールが上積みされる。11 アラシュに達すると「傑出した雄（faḥl）」となり、それ以上は伸びない。

＜ラクダ（ibil）について＞
　至高なるお方のお言葉に、「かれらは駱駝に就いて、如何に創られたかを考えてみないのか」［Q 

88:17］とある。［すなわちペルシア語では、神は］「おまえたちはラクダ（šutur）について、私がど
のようにそれを創造したかを考えてみないのか」とおっしゃった。ラクダは祝福された動物で、益
が多く、少食である。足ることを知っており、控えめで、力がある。首の長い動物は上手に走る
が、首が短いと走る姿は醜い。たとえば牛は首が短く、走ると醜いが、ラクダは［首が長いため美
しく］走ることで特徴づけられる。

　ホスロウ王はある日、1人のアラブ人をあざ笑ってやろうと呼び出した。［ホスロウが］「鳴き声
が最も大きい動物は何か」と尋ねると、［アラブ人は］「ラクダです」と答えた。ホスロウが「なぜ
ツルではないのか」と聞くと、アラブ人は「ラクダを空中に引き上げなさい。そうすればラクダの
鳴き声かツルの鳴き声か、どちらが大きいかがわかるでしょう」と言った。［ホスロウが］「どの
［動物の］肉が最も美味か」と尋ねると、アラブ人は「ラクダの肉です」と答えた。「なぜカモの肉で
はないのか」と聞くと、［アラブ人は］「ラクダの肉を焼きなさい。カモの肉は湯で煮なさい。そう
すればどちらがより美味かわかるでしょう」と言った。［ホスロウが］「動物の中で最も力があるも
の（p. 550）は何か」と尋ねると、［アラブ人は］「ラクダです」と答えた。「なぜ象ではないのか」と
聞くと、［アラブ人は］言った。「象を横たわらせ、その上に荷を置いてみなさい。象は一体どうやっ
て起き上がるというのでしょうか」と。ホスロウは大いに驚き、アラブ人にラクダと賜衣を与えた。

　知れ。ラクダの特性は次のとおりである。発情すると喉から赤いものが出てくる。それは「喉袋
（šiqšiqa）」と呼ばれ、［口の］左側に垂れ下がる。走っている牛は舌を左側に垂らす。すべての動物
は横になるとき、肝臓を慮って左側を下にする。また、逃げるときは左の方に逃げていく。ラクダ
を殺すと、睾丸や喉袋は消えてしまう。医者たちは、「［ラクダには］死ぬとなくなる器官が 2つあ
る。ラクダは肝が据わっておらず（bad zahra）［臆病ゆえに］、睾丸が腎臓に逃げ込んでしまうので
あろう」と言っている。また、ラクダは復讐心が強い。「こいつはラクダよりも［激しく］恨みを抱
いている」と言われる。ラクダは盛りがつくと見境がなくなるので、［ラクダがいる］場所にとどま
るべきではない。シュバート（Šubāṭ）月14）に［雄は］発情し、自らの母親の上に跨る。［雌は］12 ヶ
月で子を産む。ラクダはどれも下唇が割れている。いつも太陽の方に顔を向けようとする。犬がラ
クダの脾臓を食べると、死ぬか盲になる。病気のラクダにはカシの葉が効く。濁った水を飲むこと
を好み、清浄な水は必要に迫られたときだけ口にする。ラクダの寿命は 70 年である。4日間水を
飲まずとも［死ぬことはない］。満腹になると死んでしまう。
　また、ラクダにはダルシュ（DRŠ）15）のジンから生まれた品種があると言われている。そのため、

13）本書第 1部では、象の寿命を 700 年とする逸話が挙げられている［本訳注（2）『イスラーム世界研究』第 3巻 1号、
2009 年、420 頁］。

14）アラム語由来の月名。グレゴリウス暦では 2月に相当する。
15）ジャーヒズの『動物の書』に「ラクダにはジンとかけ合わせてつくられたものがいる」という記述があるものの、

DRŠというこの品種については言及されていない。後出の「フーシュ（ḥūš）」が誤って伝えられたのかもしれない
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預言者――彼に平安あれ――はラクダのいる場所で礼拝することを禁じた16）。この種のラクダは
イエメンにいる。

　アルゥミース・アブディー（ARʻMYṢ ʻBDY）はラクダの群れを所有していた。ある日 1頭の金色の
ラクダを見つけた。それはまるで紙（qirṭās）が燃えているかのようであった。そのラクダは群れに混
じり、1頭の雌ラクダに跨った。雌ラクダは星のように輝く 1頭の子を産んだ。数年が経ち、ある夜
その立派な雄ラクダ（faḥl）が鳴き声を上げているのを目にした。その雄ラクダの子種であるラクダた
ちは、みなその後をついていった。アルゥミースは言った。「ラクダたちの後をつけてみよう。その
結果は死ぬかラクダたちの状況を知りうるかのどちらかだ」と。彼は進み続け、やがてワバール17）

の地に至った。するとハーティフ18）が大声で叫んだ。「引き返せ。（p. 551）このラクダたちは我らの
雄ラクダから生まれたものだ。おまえは詩人になるか、道案内になるかを選べ」と。アルゥミース
は「案内人になろう」と答えた。彼は案内人となり、彼ほどに道を知っている者は誰もいなかった。

　シャッバ・ブン・イカール（Šabba b. ʻIqāl）は次のように言う19）。「私はイエメンからマッカに向
かっていたが、大巡礼（ḥajj）に間に合わないのではないかと不安に思っていた。［そのとき］ラク
ダに乗った 1人の人物に会った。彼は、『おまえはこのラクダに乗り続けられないのではなかろう
か。もし大丈夫ならば、1時間で連れて行ってやるのだが』と言った。やがて、『私の後ろに乗れ』
と言ったので、私は乗った。男がラクダを駆り立てると、ラクダは矢のように走り出した。ラクダ
の走りがあまりに速かったので、山も荒野も私の目に入らないほどであった。すぐに聖域の標識が
見えてきた。私は巡礼を済ませた後、『このラクダを私に売ってくれ』と言った。男は『このラクダ
はアルード（ʻArūḍ）地方20）よりもなお良いものだ。［巡礼の］時季に［なるや否や］、私はサヌアー
から一瞬で［ここに］来たのだ』と言った。私が『［このラクダは］どの血統（nasl）のものか』と尋ね
ると、男は、『ワバールのラクダの血統に連なる種21）だ』と答えた。」
　ジンの血統に連なる別の種は「フーシュ種（ḥūšī）」22）である。また、別の種は「イード種（ʻīdīya）」
や「アスジャド種（ʻasjadīya）」、「マフラ種（mahrīya）」や「オマーン種（ʻumānīya）」と呼ばれる23）。

［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 1, p. 152］。
16）このハディースは前注の『動物の書』の同じ頁（1巻、152 頁）で引用されている。
17）ナジュラーンとハドラマウトの間にあり、ジンの棲み処として知られた土地［本訳注（8）『イスラーム世界研究』
第 8巻、2015 年、315 頁、注 133］。

18）ハーティフは、夜につんざくような声で叫び、未来に関するメッセージを伝える不可視の存在である。本書で
は、大声で予言を伝えるジンの一種として言及されている［EI²: Hātif ;本訳注（9）『イスラーム世界研究』第 9巻、
2016 年、326 頁］。

19）同様の逸話が『諸情報の泉』に記録されている［Ibn Qutayba, ʻUyūn al-aḫbār, vol. 1, p. 252］。シャッバ・ブン・イ
カールという語り手の名前は、同書の人名表記に従った。

20）イブン・ファキーフなどによる地理書で言及される地域名。『諸都市辞典』では、メディナ、メッカ、イエメンを
指すも、前二者のみを指す場合もある［Ibn Faqīh, Muḫtaṣar kitāb al-buldān, p. 27; Yāqūt, Muʻjam al-buldān, vol. 4, 
p. 126］。

21）テキストでは BḪWYとなっているが、このままでは意味をなさず、ジャーヒズ等の著作にもラクダの品種とし
ては名称が挙がらないため、naḥwīと読む。ma写本や lā写本では「海の（baḥrī）」である。

22）超自然的な力を持つとされる野生種のラクダの一群に対するアラブ人の呼称［堀内勝『ラクダの文化誌――アラ
ブ家畜文化考』リブロポート、1986 年、6頁］。

23）「イード種」は後掲の「マフラ種」の改良種で、その中でも特に俊足で忍耐力のあるものを指す。名前の由来につ
いては、後掲のマフラの孫イーディーとする説やアード族とする説など諸説ある。「アスジャド種」はラフム朝の
ムンズィル 4世が育てたとされるラクダの一種で、「黄金」を意味する。かなり大きな体躯を持ち、王侯の乗用と
して用いられた。「マフラ種」はオマーンと南イエメンにまたがる地方原産のラクダを指し、この呼称はヒムヤ
ル王朝時代の族長マフラ・ブン・ハイダーンに由来する。乗用ラクダとして優れていることから、ムハンマドも
この種を欲しがり、バドルの戦いの後に戦利品を代価としてマフラ種のラクダを購入した［堀内『ラクダの文化
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　ハドラミー・フーティーン（Ḥaḍramī ḤWTYN）は言う24）。「私は 1頭の弱々しいラクダに乗った
アラブ人と出会った。一方、我々は良質のラクダを何頭も所有していたので、嘲って『［我々の］
ラクダを 1頭受け取れ。［代わりに］おまえのラクダを我々に渡せ』と言ったところ、彼は『嫌だ』
と言った。『ではラクダ 1頭と 100 ディーナールを受け取れ』と我々が言うと、彼は『嫌だ』と言っ
た。我々が『1000 ディーナールならどうだ』と尋ねても、『嫌だ』と彼は断った。［そこで］我々が
『そのラクダの走りぶりを見せてくれないか』と言うと、［アラブ人は］『よかろう』と答えた。やが
て、遠くに野生のロバが 1頭現れた。［アラブ人が］『私にあのロバを捕らえて欲しいか』と言うの
で、我々は『ああ』と答えた。［アラブ人が］ラクダにかけ声を送ると、ラクダは稲妻のように走り
出し、ロバを捕らえた。我々が彼に追いついた［頃には］、彼はロバの皮を剥いでいた。我々は［こ
れまでの］ふざけた会話を改めて、『我々のラクダ［すべて］と 1000 ディーナールでこのラクダを
売ってくれないか』と申し出たが、彼は『売るものか』と言って立ち去った。」

＜逸話＞
　スライマーン・ブン・アブドゥルマリク25）は、イエメンの役人に「ジンの血筋に属するイエメン
の貴種［のラクダ］を私のために購入せよ」と書き送った。（p. 552）バジーラ族（Bajīla）26）の者が、
立派なラクダを有していた。役人が「売ってくれ」と言うと、「売らない。おまえには、［このラク
ダを無理やり］奪い取るか、私が［このラクダに］乗って立ち去るのを黙って見ているかのどちら
かしかない。もしおまえが私を捕まえることができたなら、無償でラクダを譲ってやろう」と言っ
た。「いいだろう。だが、ラクダの足に枷をはめさせろ」と言うと、男は「よかろう」と答えた。ラ
クダの 2本の足に枷がはめられた。男はラクダに跨り、ラクダに向かってひと声あげた。ラクダ
はすさまじい跳躍をして、前のめりにつんのめったが、再び跳ね起きると走り去ってしまった27）。
どこへ行ったのか、誰にもわからなかった。その跳躍の跡には目印がつけられた。それを「キー
ラーン（KYLAN）」と言う。枷をはめられてもこのように走れるラクダはジンの系統に属するのだ
ろう、と誰しもが思った。

＜牛（ṯawr）について＞
　牛（gāw）は［神に］祝福された動物である。アラビア語では「サウル（ṯawr）」と呼ばれ、ヒンドの
言葉（hindī）では「スーミー（sūmī）」と呼ばれる。耕作するこの動物によってこの世界は支えられ
ている。
　イスラエルの民の男が殺された28）。創造主はムーサーに啓示を下し、「牛の体の一部でその死体
を叩きなさい。そうすれば生き返ろう」と言った。人々が 1頭の牛を殺し、その舌で死体を叩いた
ところ、彼は生き返った。そして、「某が私を殺したのだ」と言うと、［再び］死んだ。これは、他
の動物に優る牛の崇高さのひとつである。

誌』、21‒33 頁; Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 1, pp. 154–155, vol. 6, pp. 216–217］。
24）語り手の名前は写本によっていくつかの異同があり、特定は困難である。
25）ウマイヤ朝第 7代カリフ。本訳注（5）、478 頁も参照のこと。
26）テキストでは naḫīlaとなっているが、巻末の訂正表および『諸情報の泉』に従う。なお、バジーラは、イエメン
西部の部族名である［Ibn Qutayba, ʻUyūn al-aḫbār, vol. 1, p. 252］。

27）この箇所は、同様の逸話を伝える『諸情報の泉』を参考にして訳出した［Ibn Qutayba, ʻUyūn al-aḫbār, vol. 1, p. 
253］。

28）この話は『クルアーン』第 2章（雌牛章）72～73 節がもとになっている。



329

ムハンマド・ブン・マフムード・トゥースィー著『被造物の驚異と万物の珍奇』（11）

　牛は舌を切られると死ぬ。歯が届かないため、舌で地面の草をむしり取るからである。牛の命は
舌に宿る。ある帝王が 100 人の男を［別の］帝王の領土に派遣し、すべての牛の舌を切り落とさせ
た。牛はみな死んでしまった。耕作が途絶え、領土は荒れ果てた。［一方］農夫たちは、ロバ、羊、
ラバ、ラクダといった家畜に気を配らなければならないが、牛についてはその必要はない。という
のも、牛を襲おうとする野獣がいないため、安心していられるからである。
　私は、何人かの商人から次のように聞いた。1頭のライオンが隊商をつけ狙っていた。人々は困
惑し、「ライオンは腹が減っているのだ」と言い合った。彼らは 1頭の牛を外に出し、ある者に「牛
をライオンの通り道へ連れて行き、その場所に繋ぎ止めるように。そうすればライオンは牛を食
べ、立ち去るだろう」と言づけた。［その者が］牛をその場所に繋ぐと、ライオンは牛に向かって
いった。牛は角で（p. 553）ライオンを突き刺し、岩の側面に叩きつけた。さらに額をライオンに
押し当て［岩にはりつけ］た。その状態のまま翌日になり、隊商がその地にやって来た。［岩から］
牛が引き離されると、死んだライオンが崩れ落ちてきた。

＜逸話＞
　ムゥタスィムが水牛をライオンと戦わせた。牛は逃げ出し、ライオンはその後を追った。1頭の
雌牛が現れ、ライオンに向かっていった。そして、ライオンを倒し、角の下に押しやって地面に抑
えつけた。ライオンが死んでしまうと、雌牛は去っていった。

　知れ。牛には 28 本の歯がある。9ヶ月で出産する。［交尾のとき］雌が雄に従順になることはほ
とんどない。それは陰茎が強壮だからである。［交尾の後に雄が］雌の背から右側に降りると子は
雄になり、左側から降りると子は雌になる。雌の鳴き声は、雄よりも強い。牛の寿命は 20 年であ
る。種を蒔く際、牛の角の上にたまたま当たって落ちると、芽が出なくなる。牛の角を除き、どの
［動物の］角も中は空洞である。ライオンと象と牛との間には、常に対立が生じる。「水の馬（カバ）
（asp-i ābī）」とワニ、蛇と毒ヤモリ（sāmm-i abraṣ）、猫とネズミ、狼と羊には生来の対立がある。水
牛は蚊を避ける。象が猫を避けるのと同様である。
　私は、首を鎖に繋がれた 1頭のライオンが歩いているのを見た。たまたま［その通り道にいた］
子馬がライオンを目にした。子馬は驚いて、いななきながら棹立ちになった。そして転倒し、地面
を転げまわった。［その後］ライオンは［別の場所に］連れて行かれた。［一方］その近くには、雛を
孵したばかりの鳥がいた。母鳥はライオンを見ると、翼を広げて跳びかかり、嘴でライオンの顔を
突いた。ライオンは貧弱なその鳥に恐れをなし、鎖を引きずって逃げ出そうとした。ライオン使い
たちは、やっとのことでライオンを抑えこんだ。この話の意図するところは、子を持つ動物はより
勇敢で剛気になる、ということである。
　知れ。創造主は牛の心臓の中に、骨のような 1つの神経をお創りになった。牛は（p. 554）この
神経があるがゆえに、あれほどの力を持つのである。また、去勢された動物は子をなすことがで
きないが、去勢された牛は例外で、力があり余っているために雌を孕ませる。こぶのある動物は
強靭である。牛のこぶはうなじにある。ラクダのこぶは背中にあり、羊のこぶは尻にあり、カメ
（lāk-pušt）は全身がこぶである。
　ところで、ギリシアやヒンドの人々は聡明さや知性を持ち合わせているというのに、なぜ牛を崇
拝するのか、私にはわからない。ヒンドでは、牛を棒で叩いたものは打ち首に処せられる。また、
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「パシュータン（Pašūtan）29）という名の人物が現れ、世界中の王権を手に入れる。彼は角の長い牛に
跨っている。また、彼に付き添う人々はみなチーター（yūz）の毛皮をまとっている」とも言われる。
さらに、ある人が牛に跪拝したところ、牛はそれに恥じ入り、頭を伏せて、［二度と］頭を天に向
けなかった、とも言われている。
　伝承では、アーダムが地上に降りたとき、ジブリールは、耕作のためのつがいの牛を彼のもとに
連れてきた。［だが］牛はブドウの木を歯で根こそぎにしてしまった。アーダムは牛の口に拳骨を
振るった。牛の歯は欠け、歯で草をむしることができなくなり、舌を使うほかなくなった。そのた
め、牛は泣いた。その涙からは、エノコログサ（gāwars）が生えた30）。ジブリールはアーダムに言っ
た。「おまえはブドウの木のことを気に病んでいるのか？悲しむでない。また生えてこよう。それ
に毎年先端を切れば、より良いブドウが生えてくるぞ。」
　さて、次は牛の特性について述べていこう。

［牛の特性］
　牛の脳を砂糖の中ですり潰したものを憂鬱質の者に与えると、効果がある。牛の脳を体に塗る
と、野獣が寄りつかなくなる。牛の糞を屋内で焚くと、蚊が逃げ出す。それをイボに塗ると治る。
牛の鼻にバラ油を塗ると、牛は気が狂う。水銀を牛の耳に垂らすと、すぐさま死んでしまう。牛
の皮を腫れ物にあてると（p. 555）効果がある。牛の尿で頭を洗うと、フケがなくなる。気が狂っ
た牛をイチジクの木に繋ぐと、落ち着きを取り戻す。牛の足首を数回水で茹で、その骨をすり潰
し、熱湯で［溶いて］顔を洗うと、顔に艶が出る。王たちはこれを用いており、砥石ですり潰させ、
銀の小箱にしまって保管している。牛の睾丸を乾燥させてすり潰し、果汁に入れて飲むと、勃起
する。毎日 5ディラムサングのブドウ果汁に 1ディラムサング［の牛の睾丸の粉末］を入れて飲む
と、脾炎が鎮まる。赤牛の陰茎を乾燥させ、1ディラムサングを食事に入れて食べると、大トカゲ
（māhī-yi saqanqūr）［の肉］の代わりとなり［精力が増す］31）。牛の乳は劇薬やブドウ酒に入っている
毒を中和する。牛の糞を酢とともに頭に塗ると、頭痛が治まる。それをサソリによる傷口に塗ると
癒える。［毒がまわって］手足が冷え切ってしまっても、これを塗ると効き目がある。オリーブ油
で煮つめ、鏃に塗ると、傷口から［毒を］出すことができる。これを燻すと、［その煙を浴びた者
は］死を免れる。牛の尿は染みやライを取り除く。牛の蹄を焼いて粥や穀物にかけると、効果があ
る。果汁とともにこれを瘰癧（ḫanāzīr）32）に塗ると、瘰癧が分解され鎮まる。

［山の牛（鹿）］
　「山の牛（鹿）（gāw-i kūhī）」33）の角は毎年抜け落ちるが、畜牛（gāw-i ahlī）の角は抜け落ちない。
山の牛は角が抜け落ちると、洞窟に入り、出てこなくなる。［角という］武器がないことを知って
いるからである。角が生えてくると、太陽に当てて固くする。山の牛は蛇を食べる。［蛇の］毒の
熱が行きわたると、目から涙を流す。それは目のふちで固まり、良質の解毒剤となる。また、蛇を

29）フェルドゥスィーの『王の書』において、イスファンディヤールの不死の兄弟かつ相談役として名が挙がる［EIr: 
Esfandīār］。

30）ma写本に従った。牛（gāw）とエノコログサ（gāwars）を掛けているのであろう。
31）本訳注（5）、449 頁に既出。またこの後にも大トカゲについての記述があり、その肉には精力増進の効果がある

とされている。
32）瘰癧（るいれき）は、頸部のリンパ節に結核菌が入り、腫れあがる病。
33）「山の牛」は、デホダーのペルシア語辞典では、「鹿（gavazn）」もしくは「野生の牛（baqar al-waḥš）」とされる［LN : 

gāw-i kūhī］。また、現代の用法では、アフリカに生息するイランドやヘランド（ともにウシ科）を指す。
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食べた［山の］牛はカニ（saraṭān）を探しに行き、食べる。すると、［蛇の］毒が取り除かれる。カニ
は蛇の咬み傷に効果がある。子を産んだ雌牛は、［自身の］胎盤を食べる。それゆえ、［山の牛の］
皮は分娩時の病に（p. 556）効果がある。山の牛を殺すと、その喉には、歯でぶら下がった状態の
蛇の頭が見つかる。それは、蛇の歯が鉤状のため、［山の］牛の胃に達した蛇の体［の部分］は消
化されるが、［喉にひっかかった］頭は消化されず［に残る］からである。蛇を食べると［山の］牛
は喉が渇き、水の周囲をうろつくが、飲むことはできない。というのも、［水を］飲んでしまうと、
［蛇の］毒が血管中に行きわたり、死んでしまうからである。ダーウード――彼に平安あれ――の
『詩篇』には次のように記されている34）。「私の救世主への渇望は、蛇を食べて、渇きに苛まれた鹿
（ayyil）のようなものである。汝は知っていよう。鹿が水のまわりをうろついても、水を飲めば自
らの破滅に繋がることを知っているために、それを断念せざるを得ない様子を。」
　ザーバジュ35） の地方には［山の牛が］たくさんいる。山の牛は歌声を好む。耳を立てているとき
は聞いており、耳が垂れているときは聞いていない。蛇は［山の］牛を避ける。［山の］牛は水を吸
い上げ、口の中一杯に含み、蛇の巣穴に流し込む。蛇が出てくると、蛇を尾から食べる。
　一方、「牛羊（水牛）（gāw-mīš）」は決して眠らない。鼻の中に 1匹の虫がおり、その虫が水牛を眠
らせないのである。もし眠ると、溺れ死んでしまう。また、［水牛は］蚊によって死ぬ。

＜海の牛（al-ṯawr al-baḥrī）＞
　「水の牛（gāw-i ābī）」は巨大な動物で、不気味な姿をしている。生まれた当初は赤く、斑点があ
る。その後、斑点は消えるが、腹は白いままである。ザーバジュの地方にあるザンジバルには、
［体が］赤く、白い斑点があり、ガゼルのような尾を持つ［水の］牛がいる。水の牛の肉は酢のよう
に酸っぱい。城砦ほどに大きな牛であり、夜にはその 2つの鼻［の穴］から火が吹き出し、近づい
てくるものは何であれ燃やしてしまう。なぜなら、［水の牛は］力まかせに息を吐くが、その呼気
が強すぎるあまり、火が生じるからである。

＜逸話＞
　次のように言われている。かつてミフラージュ王36）がバルターイールの海37）に行った。毎晩、
彼は海岸で火が燃えているのを見た。このことを識者に尋ねた。［識者は次のように］答えた。「そ
れは水の牛である。夜に［海から］上がり、（p. 557）尾を自身の腿や地面に打ちつける。それによっ
て火が燃え上がる。その灯りで草を食べる。朝になると海に帰っていく」と。
　［水の牛は］常に人里から離れたところにいる。その背と膝には多くの毛が生えており、人々は
それで旗を作る。

＜馬（faras）について＞
　知れ。馬（asp）は高貴な動物であり、美しい体格をしている。章句として、「また（かれは）馬と

34）『動物誌』に同様の記述があるため、ここではその記述に従って、アラビア語を読み替えている［Jāḥiẓ, Kitāb 
al-ḥayawān, vol. 7, pp. 29–30］。

35）ザーバジュは、10 世紀から 15 世紀前半までマラッカ海峡に栄えた王国の名（本訳注（4）『イスラーム世界研究』
第 4巻 1‒2 号、2011 年、496 頁、注 82 参照）。なお、後出のザンジバルはアフリカ東岸の島および地域名であり、
ザーバジュのあるマラッカ海峡とはインド洋の東西に離れている。だが、古くはこれらは一体のものと考えられ
ていたため、「ザーバジュの地方にあるザンジバル」とその概念を反映した表現になっている。

36）ヒンドの王を指す一般名詞である。本訳注（4）、540 頁、注 298 参照。
37）バルターイールはヒンドにある山または島の名前として既出［本訳注（4）、520 頁; 本訳注（8）、312 頁］。
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ラバを（創られた）」［Q16: 8］というそのお方のお言葉にあるように。また、［馬は］完全な力を持っ
ている。
　スライマーン――彼に平安あれ――は馬を観閲していたために、午後の礼拝を忘れてしまっ
た38）。そのいきさつは次のとおりである。スライマーンは、どこそこの原野に「海の馬（aspān-i 

baḥrī）」がいることを知った。彼はジンたちにその馬を捕らえるよう命じたが、うまく行かなかっ
た。その後、馬たちが水飲み場としている泉があったので［ジンたちはそこへ行き］、酒をなみな
みと注ぎ込んだ。馬はそれを飲み、酔いつぶれた。ジンたちは［馬を捕らえると］騎乗してスライ
マーンのもとに連れていった。スライマーンは馬に夢中になった。こうして午後の礼拝を忘れたま
ま日が沈んでしまった。［スライマーンは］腹を立てて剣をとると、すべての［馬の］首を切り落と
した。「そしてかれは、足といわず首といわず、切り始めた」［Q38: 33］という至高なるお方のお言
葉にあるように。選ばれし者たるアリーは、「［スライマーンは馬の］首と脛に焼き印を押していた
が、［礼拝を忘れた］その償いとして［それらの馬を］寄進した」と言っている。また、馬たちは女
を乗せないことをスライマーンに約束させ、この条件のもと、海から出てきた、とも言われている。
［だが］女が騎乗したために、馬たちは翼を隠してしまった。預言者――アッラーが彼に祝福と平
安を授けられんことを――は、「アッラーが鞍の上の陰門を呪われますように」とおっしゃった 39）。
　馬の特性のひとつは、眼力が鋭いことである。鋭い眼力を特徴とするものは、馬、ワシ、ヤツ
ガシラ、猫である。馬は夜でも様々なものが見える。また、馬は母親や姉妹と交尾することはな
い。預言者――彼に平安あれ――は、「馬の前髪には恵みが結びついている」とおっしゃってい
る40）。魚に肺がないように、馬には脾臓がない。馬の汗は猛毒（p. 558）である。馬は狼の後を追
うと、［追いつけずに］萎えてしまう。動物の中でも馬、人間、雄鶏、クジャクは優雅にふるまう。
馬の蹄を妊婦の足下で燃やすと、死んだ赤ん坊が生まれてくる41）。［これは］経験によって証明さ
れている。馬の蹄を砥石で磨き、酒に入れて混ぜ、何度か陰部に塗りつけると、膀胱の中の石が
砕かれ、尿とともに排出される。「狂犬病（kalab）」と呼ばれる病気の馬は、耳が［額の］白斑（星）
（baraš）の方へ倒れ、死んでしまう。馬が甲虫を食べてしまった場合、水とオリーブ油を与えなく
てはならない。尿が出なくなった馬には、人間の尿を腹に塗り込むと尿が出る。馬の寿命は 45 年
である。どの動物の歯も老いると黒くなるが、馬の歯はより白くなる。馬には胆嚢と脾臓がない。
純血種の馬はハエが目にとまると、瞬きをしてハエを殺す。雌馬が死ぬと、他の雌馬たちが死んだ
馬の子に乳を与える。馬は上手に泳ぐ。ただし、去勢された馬（jabb）42）は泳ぎ方がわからず、溺れ
てしまう。馬は水面に映った自分の影に怯える。ライオンと敵対関係にある43）。北風が吹く頃に
なると、その方向に顔を向ける。老女が馬の肉に足を乗せると、自身の体内に熱病のような熱さを
感じる。馬は雄黄（zarnīḫ）の匂いで死んでしまう。また、馬は繊細な気質をしている。妊娠してい

38）この逸話は、『クルアーン』第 38 章 31～33 節がもとになっている。
39）このハディースは、『真正集』をはじめとする著名なスンナ派ハディース集の中には収録されていないが、11

世紀のハナフィー派法学者サラフスィーによる法学書 al-Mabsūṭの離婚の章で挙げられている［Šams al-Dīn 
al-Saraḫsī, Kitāb al-mabsūṭ, Dār al-Maʻrifa, Beirut, 1993, vol. 3, part 6, p. 89］。

40）このハディースはブハーリーの『真正集』にも収められている有名なものである［ブハーリー『ハディース』（牧野
訳）、中巻、42 頁］。

41）『高貴なる歓喜の書』では、「妊婦が出産に苦労している場合や、腹の子供が死んでしまって母体にも危険が及ぶ
場合」の対処法として描かれている。ほかにもこの段落の内容に関しては、おおむね同書からの引用が多く見ら
れる［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, pp. 70–74］。

42）本文では「斜視（čap）」となっているが、同様の記述を残す『高貴なる歓喜の書』に従い、jabbと読んだ［Šahmardān, 
Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 71］。

43）馬と敵対関係にある動物については、lā写本ではラクダ、『高貴なる歓喜の書』の前掲箇所ではラバとなっている。
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る雌はランプの悪臭を嗅ぐと死産する。馬はたくさん食べる。また、体内に熱を帯びているにもか
かわらず、胃は大麦を消化することができない。
　また、「水の馬（カバ）（asp-i ābī）」はナイルの川から現れ、その地域の人々に被害をもたらす。［水
の馬は］苗木を食べ、その後吐き出す。種はもう一度生えてくる。水の馬については、［のちに改
めて］語ろう。

＜天の馬（ペガスス座）（al-faras al-falakī）＞
　知れ。天文学者たちは次のように述べている。［天の］北極には、へそまでの馬の姿がある。
体の後ろ半分はない。それは 20 個の星からなる。アラブ人は、その一部を「最初の出口（farġ-i 

awwal）」や「前方［の出口］（al-muqaddam）」、「後方［の出口］（al-mu’aḫḫar）」、「狐の町（balda 

al-ṯaʻlab）」と呼んでいる44）。同様に、この極には頭と首からなる［別の］馬の姿がある。（p. 559）
それは 4個の星で構成される。アラブ人はそれを「馬の一部（こうま座）（qiṭʻa al-faras）」と呼ぶ。
　以上のことは、それらの星の配置はこうであると漠然と述べているにすぎない。さもなければ、
恒星天に馬の上半身があろうと、そこに何の意味があろうか。英知などありはしない。しかし、私
はそのようなやり方で星々を配置することを否定はしない。この後は、「水の馬」について述べよう。

＜海の馬（カバ）（al-faras al-baḥrī）45）＞
　「水の馬（カバ）（asp-i ābī）」とワニはナイルの海にいる。それぞれに縄張り（wilāyat）があり、一方
が他方の縄張りに入ることはない。水の馬の蹄は牛の蹄のように割れており、尾は豚の尾のように
短い46）。馬［と同じ］鳴き声をあげる。背丈は低く、硬い皮膚をしている。海から出るとき、顔は
水中につけたまま背中から上がる。水［の中］をじっと見ている。子供をくわえたまま育てること
もある。非常に多くの「海の馬（asp-i baḥrī）」が［ナイルの］岸に押し寄せるため、満潮時には波が
大きくうねる。ナイルの増水はこの馬の移動によるものと考えられている。なぜなら、その蹄の跡
がある場所よりも先で増水することはないからである。ナイルには多くのワニがいる。至高至大な
る創造主が海の馬をワニの敵とされなかったならば、人々は大いに苦しめられたであろう。［海の］
馬はワニをたくさん食べる。

　クルズムの海（紅海）には山のように巨大な海の馬（faras al-baḥr）がいる。船の波止場になってい
るほどで、その耳の中に船が入っていくと、船を連れ去る。その上半身は馬のようであり、下半身
は蛇のようである。
　また、ブスト地方にはジャルマク（Jarmaq）と呼ばれる場所がある47）。そこには大きな泉が 2つ
44）「最初（もしくは前方）の出口」は 26 番目の月宿の呼び名で、ペガスス座 α星、β星からなる。「後方の出口」は

27 番目の月宿で、ペガスス座 γ星、アンドロメダ座 α星を指す。これら 4つの星で、ペガススの大四辺形（アラ
ビア語では「桶（dalw）」と呼ばれる）を構成する。「狐の町」は、ペガスス座とうお座の間にある恒星のこと［An 
Eleventh-Century Egyptian Guide to the Universe, pp. 407–408; 山本・矢野訳「ビールーニー著『占星術教程の書』
（1）」『イスラーム世界研究』第 3巻 2号、2010 年、352、355 頁］。

45）本項目の「海の馬」と次項目の「水の馬」は、項目内でペルシア語表記が「海」「水」と大きく揺れている。本書に
おいてアラビア語・ペルシア語ともに「海の馬」とはカバを指すが、それはナイルが大河ゆえに「海」と呼ばれ
ていたことと関係するのであろう。ちなみにジャーヒズはナイルに生息するカバを「川（もしくは水）の馬（faras 
al-nahr/faras al-mā’）」と呼ぶ。現代のアラビア語では、「海の馬」はタツノオトシゴ、「川の馬」がカバを指す。現
代ペルシア語では、カバは「水の馬」と呼ばれる。

46）以下、ナイルの増水の記述まで『高貴なる歓喜の書』にほぼ同様の記述がある［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, 
p. 75］。

47）ブストはアフガニスタンのカンダハール西方のヘルマンド川流域に位置する町であり、ジャルマクもしくはペル
シア語のガルマ（Garma）は、イラン高原のキャビール砂漠に位置したオアシスであった［本訳注（5）、395 頁、注
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あり、1つは澄んだ水で海の馬が 1頭いる。〔もう 1つの泉には〕「海の人（ādam-i baḥrī）」がいる。

＜水の馬（faras al-mā’）＞
　次のように言われている。ニーシャープールとトゥースの間にはスー（Sū）という村がある。そこ
には（p. 560）「スーの川（Sū-rūd）」と呼ばれる泉があり、「海（水）の馬（asp-i baḥrī）」がいると言われ
ている。ガズナのマフムードとアムル・ブン・ライス（ʻAmr b. Layṯ）48）は、その深さを知ろうとし
たができなかった。その地のアミールは雌の馬を所有していたが、海の馬がその雌に発情し、ディ
ルハム銀貨ほどの斑点のある白黒の子が生まれた。子馬は大きくなると、その泉に帰っていった。

＜半馬人（faras-nās）＞
　次のように言われている。周海の沿岸に「半馬人」と呼ばれる［半人半獣の］動物がいる。体の
半分は人間のようであり、もう半分は馬のようである。彼は韻律のある悲しげな歌を歌うが、その
内容はわからない。ムースィーカール鳥の楽器（縦笛）49）は、その歌声を模したとも言われている。
船乗りや沿岸の人々はそこでブドウ酒を飲み、楽士たちは彼の旋律を学ぶ。この海（周海）の岸辺
はいつも好事家で賑わっている。彼を求めて［沿岸に］来て天幕を張って待っていると、やがて半
馬人が現れる。この半馬人は「闇の世界」の境域にも住んでいる。この話は珍しいものであり、私
は［そのままに］述べた。

＜ラバ（baġl）について＞
　ラバ（astar）は気質の悪い動物で、不妊ではないが子を産むことはない。出産すると、死んでし
まう。何度も交尾し交わる。ラバの父親はロバであり、母親は馬である。ラバの寿命は母方のおば
や父方のおじの寿命よりも長い。双方から様々な悪い性質を学び受ける。たとえば、元がキジバト
（warašān）に由来する「威嚇するハト（kabūtar-i rāʻibī）」には、ハトの帰巣本能もキジバトの［長い］
寿命も備わっておらず50）、同様に、去勢されたものは雄の段階にも雌の段階にも至らない。ザジュ
ル魚（zajr）とブンニー魚（bunnī）の間に生まれた〔コイ（šabbūṭ）〕も同様である51）。ラバはなよなよ
と歩き、馬のような俊敏さもロバのような重々しさもない。預言者――彼に平安あれ――は 1頭の
ラバを所有しており、それをムカウキス（Muqawqis）52）に贈った。

（p. 561）＜ラバの効用について＞

166; Le Strange, The Lands of the Eastern Caliphate, pp. 324–325］。
48）サッファール朝の創始者ヤァクーブ・ブン・ライスの兄弟で、ヤァクーブ死後に支配者の地位を引き継いだ（在

位 879‒902 年）。アッバース朝カリフに臣従を誓い、旧ターヒル朝領域を含む広大な地域の支配権を委ねられた。
900 年にマーワラーンナフル征服を目指して遠征を行ったが、サーマーン朝との戦いに敗れて捕虜となり、902
年にバグダードで処刑された［EI²: ʻAmr b. al-Layth］。

49）イスカンダルが「闇の世界」で出会ったムースィーカール鳥については、本訳注（8）、283 頁参照。この鳥の嘴に
は 7つの穴が開いており、様々な音色を奏でた。この鳥の嘴を模して、パンパイプや笙といった多管の縦笛系の
楽器が作られたとされる。

50）この一文の典拠はジャーヒズの『動物誌』であり、その脚注の説明によると、このハトは声に迫力があり、声で
威嚇する。また、シーア派ハディースでは、このハトはイマーム・フサインの殺害者らを呪詛することから、家
で飼うべきだとされる［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 1, p. 137; LN : rāʻibī］。

51）ザジュルはイラクの川に生息するとされた、チョウザメのような巨大な魚であり、ブンニーも同じくティグリス・
ユーフラテスに生息するコイ科の大きな魚である。この箇所は『動物誌』を参照のこと［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, 
vol. 1, p. 149］。

52）ムハンマドの時代にビザンツ帝国の代理としてエジプトを統治していた人物。ムハンマドが彼に宛てて送り、改
宗を促したとされる書簡が現存する［EI²: Muḳawḳis］。
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　雄のラバの心臓を茹でてすり潰したものを飲んだ女は妊娠しない。ラバの蹄を焼き、［焼いた蹄
の］5ディルハムをギンバイカとモッコウ（qusṭ）の油と混ぜ合わせたものを禿頭に塗ると、毛が生
えてくる53）。ラバの耳から血を 5滴抜き、雨水と混ぜたものを飲むと、消耗熱（tab-i diqq）を抑え
る。その後、大麦水（āb-i jaw）を飲む。ラバが転がり回ったところにあった石を食卓の下に置くと、
捨てられるまで誰もその料理を食べようとしない。恋に落ちた男が、ラバが転がり回った場所で同
じようにすると、その恋は冷める。女を妊娠させたくないと思うならば、実を結ばない木の薪でラ
バの心臓を焼き、去勢された者の小便をそれに振りかけ、少量をラバの皮でくるみ、紐で女に結わ
えると、女はまったく妊娠しなくなる54）。
　この程度のことを賢人たちの言葉から引用しておこう。

＜ロバ（ḥimār）について＞
　ロバ（ḫar）は多くの益がある動物である。常に荷運びに従事し、誰にも迷惑をかけない。慎み深
い人々は傲慢さを避けるべくロバに乗る。それゆえ、イーサー・ブン・マルヤム――彼に平安あれ
――はよくロバに乗り、キリスト教徒たちは今なおイーサーのロバの蹄を大切にしている。

［逸話］
　ウザイルはロバに乗っていた55）。降りるとロバを 1本の木につなぎ、少量のイチジクを椀の中
で絞った。そして、「創造主はこの死者たちをどのように生き返らせるのだろう」と言い、眠った。
至高なるアッラーは 100 年分の彼の命を取り上げた。100 年後、ウザイルは生き返った。彼は、ロ
バの骨がその場所に転がっているのに、イチジクの汁が未だ新鮮なのを目にして、「何と驚くべき
ことか！」と言った。1人の天使が現れ、「おまえがここにとどまって何年になるか［わかるか］」
と尋ねた。［ウザイルは］「朝の一刻だ」と答えた。天使は「100 年だ。創造主がおまえをどのよう
にして生き返らせたのかを考えてみよ。（p. 562）また、［神が］どのようにしてロバを生き返らせ
るかを見るがよい」と言った。それからロバの四肢をそれぞれの場所に置くと、［ロバは］生き返っ
た。ウザイルは「私はアッラーがあらゆる事物に対して権能を有することがわかった」と言った。
［すなわちペルシア語では］「創造主は全能であるとわかった」と。その後、彼は自分の家に向かっ
た。町に入ると、彼は誰ひとりとして知らず、また誰も彼を知らなかった。自分の家の戸口に、老
いて背の曲がった女がいるのを目にした。ウザイルが「あなたは誰か」と尋ねると、女は「私はウ
ザイルの娘だ」と答えた。「彼の息子たちはどこにいるのか」と尋ねると、女は「家の中に」と言い、
彼らを呼んだ。みな 100 歳の老人になっていた。彼らは「あなたは誰か」と尋ねた。「私はウザイル
だ」と彼は答えた。息子たちはウザイルを抱擁し、寝台に座らせた。30 歳の若者が［座り］、100 歳
の息子たちや娘たちが彼の側に立ち控えた。天使がやって来た。天使は、老人たちがウザイルの側
に立っているのをよしとせず、ウザイルを叱りつけ、彼らを座らせた。

＜逸話＞

53）本書の「樹木」の項で、ギンバイカの油には髪を黒く長くすることが記されている［本訳注（8）、550 頁］。
54）『高貴なる歓喜の書』によると、女性を避妊させる手段は次のとおり。「ラバの心臓と睾丸を入手し、鉄串に刺す。
そして実を結ばない木の薪であぶり、焼けたものを串から抜き、去勢した男の小便をふりかける。さらに心臓、
睾丸それぞれを少量のラバの皮でくるみ、それを肌身離さずつけていられるよう、女に大麻の縄で括りつける」
［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 74］。

55）ユダヤ教徒にとっての預言者ウザイル（エズラともされる）とロバの関係については、本訳注（10）『イスラーム世
界研究』第 10 巻、2017 年、299 頁、注 76、78 を参照のこと。
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　次のように言われている。ブフトゥナッサル56）がイスラエルの民を殺し、『トーラー』を焼いた
とき、ウザイルは逃げ出した。彼は眠りにつき、100 年後に生き返った。彼は町に向かおうとした
が、荒野で喉の渇きを覚えた。水の流れる泉が見え、そこには 1人の美しい姿をした女が立って
いた。ウザイルは女を見て、「シャイターンが生きている。私は喉が渇いているが、女の周囲には
絶対に行くまい」と言った。彼は 3日間渇きを我慢した。すると女がやって来て、ウザイルに言っ
た。「私は天使である。おまえを試していたのだ。あの泉の中に行き、水を飲みなさい」と。彼は
泉に近づき、水をひと口飲んだ。すると、『トーラー』をすべて暗誦できるようになっていた。［一
方、別の］者たちの伝えるところでは、流星が一筋天から降り、彼の喉に突き刺さった。彼は『トー
ラー』をすべて暗誦していた。
　ウザイルが自分の部族のもとに戻り、『トーラー』を暗誦すると、ユダヤ教徒たちは言った。
「『トーラー』が下されたムーサーですら暗誦することはできなかったというのに。もしやウザイル
は神の息子ではあるまいか」と。それ以来、ウザイルは神の息子として知られるようになった。
　［これらの逸話の］意図するところは、預言者たちが選ぶのはロバである、ということである。

　知れ。ロバは冷質であり、寒冷地の平原にはいない。（p. 563）また、雄のロバは 2歳半で発情す
るが、3歳の雄から［生まれた］子がより良い57）。夜にロバが嘶くと、犬は苦しんで呻く。もし男
が 1つだけ実を結んだコロシントウリの枝からその実を取って開き、果肉をロバの 4本の足にすり
込み、誰かがそのロバに乗り、駆ると、ロバが歩むにつれて便意をもよおす。子供が大泣きしてい
るときにロバの乳を飲ませると静かになる。
　野生の雄のロバ（ノロバ）（ḫar-gūr）は雄の子ロバが群れに入るのを決して許さず、歯で子の睾丸
を噛みちぎる。このため、野生のロバは大半が去勢されている。野生の雌ロバは地面の硬い場所で
子を産み、蹄が固くなるまで外に出すことはない。やがて［蹄が固くなると子は］群れに入ること
ができる。群れは 500 頭になることもあり、互いにばらばらになることはない。たとえ剣で斬りか
かっても離れようとはしない。バスラの地には［野生のロバが］たくさんいる。水を飲みにやって
来ると、2人の男がナイフを手に近づき、群れに斬りかかって捕らえる。蹄から指輪が作られるが、
その指輪は癲癇に効く。
　賢人たちの言葉から、この程度のことを述べておこう。

＜羊（ġanam）について＞
　知れ。創造主は羊（gūsfand）をお創りになり、羊に多くの利点と多大なる恩寵をお与えになった。
どれほど羊を殺しても、その分だけ生まれてくる。姿かたちは優美で、飼い慣らしやすい。害がな
く非力である。自身にふりかかる害を取り除くことができないため、ネズミや鶏さえも怖がる。羊
は［神の］慈悲そのものを体現し、［人間は］羊の肉を食べ、皮を鞣し、乳を飲み、毛を刈り、糞を
〔焚く〕。［だが］人間が羊から益を得れば得るほど、羊は人間から不当な扱いを受ける。

＜逸話＞
　次のように言われている。ある肉屋が自身の職業を悔い改め［仕事を止め］た。宰相のニザーム・

56）新バビロニアの王ネブカドネザル 2世のこと［本訳注（5）、378 頁、注 70］。
57）『高貴なる歓喜の書』には、「雄は生まれて 3ヶ月で発情する。しかし 3歳の雄ロバと雌ロバの間に生まれる子が

良い」とある［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 77］。
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アル＝ムルクが「その理由は何か」と尋ねると、（p. 564）［肉屋は］次のように答えた。「私は羊た
ちを家の中に入れました。そして、ナイフをそこに置いて仕事に向かいました。戻ってきて、ナイ
フを探したのですが、見つかりませんでした。部屋にいた妻が私を見て、『何を探しているの』と
尋ねてきたので、私が『ナイフだ』と答えると、妻は言いました。『羊が口にくわえて持ち去り、そ
この穴に隠してしまった』と。よくよく注意してみると、［ナイフは］穴の中に隠されていました。
このために私は悔い改めたのです。」

　ある人が預言者――彼に平安あれ――に「私は羊（šāt）を殺さず、慈悲をかけます」と言うと、預
言者――アッラーが彼に祝福と平安を授けられんことを――は「汝が羊に慈悲をかけると、アッ
ラーが汝に慈悲を垂れ給う」とおっしゃった。このことから、［ムハンマドは］子供を肉屋に行かせ
ることを禁じた。というのも、肉屋は冷酷だからである。また、夢で見る肉屋は死の天使（イズリ
ヤーイール）58）を示し、屠殺人と肉屋のほとんどは乞食（darwīš）である。
　［これらの逸話の］意味するところは次のとおりである。羊［の肉］は合法であるとはいえ、殺す
ことは忌避すべきである。キリスト教徒たちは羊を〔食べる〕ことも殺すこともない。肉屋からそ
の肉を買うこともない。彼らの教えでは、殺害する者や動物の肉を食べる者の魂は、天界に入るこ
とを許されない。
　羊が発情したときに雨が降ると、交尾はうまくいかない。南風が吹くと、雌の子羊が生まれる。

＜雄羊（kabš）について＞
　雄羊は威厳がある。雄羊のたとえとして、「彼はその民の雄羊である」と言われる。すなわち、
彼らの指導者である、と。預言者――彼に平安あれ――は言った。「私は雄羊の背に座している夢
を見た。私はそれを［敵の］指導者を殺すのだと解釈した」と。やがて、バドル［の戦い］の日に、
ウバイイ［・ブン］・ハラフ（Ubayy-i Ḫalaf）59）が戦場に現れ、決闘を望んだ。預言者――彼に平安あ
れ――は決闘に応じようとしたが、教友たちが制止して、「敵は（p. 565）憎々しく、勇敢です。行
かないでください」と言った。預言者は聞き入れず、彼との戦いに赴いた。ウバイイ［・ブン］・ハ
ラフは、「私はこの馬に砂糖とゴマを与えて何年にもなる。それはおまえを殺すためである」と言っ
た。預言者は「私はその馬上のおまえを殺そう」と言い返した。ウバイイ［・ブン］・ハラフは［自身
の陣営に］戻り、部族の者に言った。「おまえたちに祝福あれ。私はもう終わりだ。なぜなら、決
して嘘をつかないムハンマドが、今日、私に『おまえを殺す』と言ったのだから」と。彼は［決闘
の場に］戻り、預言者に「おまえの剣をよこせ。ちょっと見せてもらおう」と言った。預言者は彼
に剣を渡した。ウバイイ［・ブン］・ハラフが「おまえの知性はその程度か。敵に剣を渡すとは」と
言うと、預言者は次のように答えた。「おまえが何もなしとげられないまま［おまえを］帰すことを
［不憫に思い］私は恥じたのだ」と。［ウバイイは］剣をその場に投げ捨てた。預言者はウバイイに
傷を負わせ、彼は死んだ。［預言者は彼の］馬を真っ二つにした。
　この話の意味するところは、夢で見る雄羊は王である、ということである。

　また、蟻は羊（qūč）の毛の周りには集まらない。雌羊（mīš）の耳を羊毛で撚った紐で結び合わせ

58）死の天使イズリヤーイール（イズラーイール）については、本訳注（2）、407‒408 頁参照。
59）クライシュ族ジャマフ家の有力者であり、ムハンマドの敵であった。625 年のウフドの戦いで、ムハンマド自身

の手により、槍で首筋に傷をつけられ殺された。イスラームに改宗したビラールに棄教を迫り拷問したことでも
知られる［イブン・イスハーク『預言者ムハンマド伝』（後藤他訳）、第 1巻 547 頁、第 2巻 419‒421 頁］。
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ると、その人に従う。胆礬をすり潰して酢に［浸し、羊のいる］囲いの中にまくと、ノミ（qardamān）
が羊につかない。羊毛の灰を傷に塗り込むと血が止まり、鼻血をおさえる。

＜ヤギ（ʻanz）について＞
　ヤギ（buz）は優美な動物である。羊の一種であるが、［羊にはある］臀部の脂肪がない。また羊よ
りも臆病である。ヤギは羊の前を進むが、［それはヤギの］高貴さゆえか、あるいは臆病さゆえで
ある。
　ヤギの特性には次のようなものがある。ライオンを見つけるとその前に走って行き、ライオンの
匂いを嗅いで死んでしまう。［だが］ライオンが去って見えなくなると生き返る。また、病気にな
ると、大戟（šabram）やスカモニア樹脂を食べて快復するほど賢い60）。ギョリュウで椀を作り、そ
れでヤギに水を与えてからそのヤギを殺すと、脾臓がなくなっている。このことは人間でも同様の
結果になる。ヤギの角を枕の下に入れると（p. 566）眠りに落ちる。ズーナーイ（ḎWNAY）は次の
ように言う。ヒンド産の水晶にヤギの姿を彫って子供たちの枕の下に入れると、泣き止み、眠りに
落ちる。ガンド61）の境域には角の長い山のヤギがいる。その皮を剥ぎ、腹痛の者をその皮でくる
むと、腹痛が治まる。その地方（ガンド）で実践されていることである。
　ヤギの乳は衰弱（diqq）に効能がある。イスカンダルはヤギの乳で育てられた。その理由は次の
とおりである。ダーラー・ブン・ダーラーはイランの地の王であり、フィールフースはルームの王
であったが、両者の間に［新たな］敵意が生じた62）。宰相らは「戦いに明け暮れる生涯を送ってき
たのですから、［今は］互いに婚姻関係を結びなさい」と言った。フィールフースにはアンムーリー
ヤという名の娘がいた。彼は娘をダーラーの息子に嫁がせた。彼女はダーラーの息子との子を身
籠った。敵対者たちは妬み、ダーラーに「このアンムーリーヤはフィールフースの娘ではなく、刺
絡師の娘です」と言った。彼（ダーラー）はこの話を自身の御用聞き（Dārā-niyūš）63）に書き送った。
アンムーリーヤは恐れ、イスカンダリーヤで男の子を産み、腕に 2個の宝石を結んで、ある洞窟の
中にその子を隠した。毎日、群れのヤギの 1頭がその洞窟にやってきては彼に乳を与えた。［しば
らくして］このような次第の少年が見つかったという話がダーラーの耳に届いた。ダーラーは彼を
イスカンダルと名づけ、死ぬまで養育した。［彼の死後］イスカンダルはダーラーの王国を手にし、
イスタフル64）の町に至った。この町の王はすでに死んでおり、王国はその娘（アンムーリーヤ）に
渡っていた。ある日、アンムーリーヤはイスカンダルを見かけ［その能力を］見極めると、彼を登
用し、司令官の地位を与えた。［他の］司令官たちは妬み、「イスカンダルはライ病を患っている。
一国の〔司令官の〕地位は彼に相応しくない」と言った。アンムーリーヤは彼を裸にした。その腕
に 2個の石玉があったため、彼が自身の息子だとわかり、王国を譲り渡した65）。

60）大戟（たいげき）は、トウダイグサ科に属すタカトウダイの根のことであり、スカモニア樹脂はヒルガオの液汁を
指す。これらはいずれも利尿作用のある下剤として使用された。スカモニア樹脂については、「荒野に生えるザッ
クーム」という木の樹脂として既出［本訳注（6）『イスラーム世界研究』第 6巻、2013 年、557 頁］。

61）本訳注（8）、321 頁参照。
62）ダーラー・ブン・ダーラーはアケメネス朝のダレイオス 3世を指し、フィールフース（表記は巻末の訂正表に従

う）はイスカンダル（アレクサンドロス）の父で、マケドニア王国の王フィリッポス 2世を指す。本書では、フィー
ルフースの娘アンムーリーヤ（後出）はイスカンダルの母とされるため、イスカンダルとフィールフースは孫と祖
父の関係となる［本訳注（5）、381 頁; 本訳注（8）、320 頁］。

63）文脈上、巻末の訂正表にあるように「ダーラーユーシュ（Dārāyūš）」と取り、アンムーリーヤを娶ったダーラーの
息子の名と解すこともできよう。

64）テキストでは IṢṬFAと表記されているが、アケメネス朝の都のあったイスタフルと解す。
65）アンムーリーヤとイスカンダルの再会のエピソードについては、本書第 7部に別のヴァージョンが収められてい

る［本訳注（8）、320 頁］。
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　この話は、数多くの伝承や文言で語り継がれている。一説には、アンムーリーヤは天使の息吹に
よってイスカンダルを身籠り、［出産すると］彼を逃がし、山のヤギが彼に乳を与えて育てた、と
言う者たちもいる。（p. 567）この話の意図するところは、ヤギの特性とは、その乳が人間に適して
いるということである。
　雄ヤギは雌羊を求めず、雄羊はヤギを求めないが、ヤギは 1日に 80 回発情する。群れから逃げ
出した雄ヤギを群れに戻してひげを剃ると、二度と逃げなくなる。

＜ガゼル（āhū）について66）＞
　ガゼルは優美な動物で、美しい首と目をしている。自身の子に対して優しい。猟師がガゼルの子
を捕らえると、［親は］死んでしまうほどに鳴き喚くか、そうでなくとも叫びすぎて口の中で舌が
干からびてしまうほどである。ハエが舌を食べようとすると、［ガゼルは］舌を動かして、［ハエを］
吐き出す。
　マーワラーンナフルには足の短い有毒のクモがいる。ヤギはこれを食べて肥え太る。山のヤギ
（ガゼル）（buz-i kūhī）は槍 10 本分の高さの崖を飛び降り、角から地面に激突する。言われていると
ころでは、［山の］ヤギと山の牛（鹿）の角には穴がひとつあり、そこから呼吸をする。その年齢は
角の節の数と同じであり、毎年角に節が 1つ生じる。［雄は］草を口でくわえて雌のもとに持って
いく。雌が捕らえられると、その後を追いかけていき、生きている限り離れない。
　海の近くに住んでいるガゼルは魚と仲が良く、海岸にやってくる。魚もガゼルと会うのを好む。
漁師が山のヤギ（ガゼル）の皮を着て水に入ると、魚はガゼルの皮を見て近寄ってくるので、捕ら
えられてしまう。ガゼルは動物の中で最も目が良い。口からは良い匂いがする。コロシントウリを
食べ、塩辛い水を飲む。甲虫がガゼルに当たると［ガゼルは］死ぬ。というのも、ガゼルは月に、
甲虫は土星に属しているため、［甲虫がガゼルに］当たると死んでしまうのである。

＜シャッカーク（木樵）（šaqqāq）＞
　ガゼルの一種であり、数多く群れている。狼は狩りをする際、集ってシャッカークの方へ向か
う。1ファルサングごとに 2匹の狼が待ち構え、別の 2匹が（p. 568）群れを追い立て、その 2匹
の狼のもとに追い込む。すると、潜んでいた 2匹の狼がとびかかり、追い立てる。すべてを仕留め
ると、蓄えておく。天敵は犬と狼である。シャッカークにはガラスのように白い三日月形の 2本の
角がある。非常に優美な性質を有している。

＜一角獣（ḥarīš）＞
　子ヤギ（buzġāla）ほどの大きさの動物で、優美に歩く。頭部の中央に 1本の角がある。あらゆる
動物でもって挑んでも、誰も一角獣を捕まえることはできない。そこで猟師は、若く色白で処女の
娘を一角獣の棲み処の近くに座らせる。一角獣は娘のそばにやってきて、膝元に座る。娘が乳房を
与えると、一角獣はそれをくわえる。一角獣がある程度娘の乳を飲むと、酔って眠り込んでしま
う。［そこで］猟師は一角獣を捕らえる。

66）本訳注では、これまで āhūや ġazālを「カモシカ」と訳出してきたが、ここですべて「ガゼル」に改める。また、「山
の牛」である鹿や「海（水）の馬」であるカバと同じく、本項では、「山のヤギ」がガゼルと同義で用いられている。
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＜長足鹿（yāmūr）67）について＞
　臆病ですぐに逃げる動物である。鋸のような角が 2本あり、それで木材を切断できる。喉が渇く
とユーフラテスへ行き、［水を］飲む。茂みや牧草地に行くと、喜んで飛び跳ねる。角は木に刺さ
ると抜けない。この角は長足鹿にとっての武器であるが、災難にもなる。

＜アルス（ARS）＞
　茂みにいる動物である。1本の角があり、角には 4つの穴があいている。その穴に風が吹き込む
と、良い音が出る。［音につられて様々な］動物たちがそばに集まってくる。また、次のように言
われている。ある王が 1頭のアルスを捕らえ、その角を面前の風が吹く場所に置いた。そこからは
心躍る音色が鳴り響いた。また、逆さまに置くと、聴く者が涙するような音が出たのであった。

（p. 569）＜海の獣（dābba-yi baḥrīya）＞
　周海の岸には、ある獣がいる。夜に海から上がってくる。ガゼルほどの大きさで、ろうそくのよ
うに黄色く輝いている。その後、自分の体を石にこすりつけ、毛をすっかり削ぎ落としてしまう
と、海へ戻っていく。［人々は］その毛を持ち帰る。毛は炎のように光を発し続ける。この毛から
服を織ると炎のように輝き、純金と区別がつかないくらいである。また、チベットの麝香よりも良
い香りがする。その毛で作った服は 1000 ディーナールの価値がある。

＜キリン（zarrāfa）について＞
　キリンはヌビアの地にいる。驚くべき動物で、ラクダの体と山の牛（鹿）の頭をもつが角はなく、
牛の蹄と鶏の尾と〔ロバ〕の歯をもち、長い前肢と、短くて膝のない 2本の後肢がある。皮膚は斑
点模様で、美しい色をしている。父はヒョウで、母はラクダ（nāqa）である68）。

＜逸話＞
　私は、バフラインとキーシュ69）を経てイラクに使節としてやって来た人が次のように言うのを聞
いた。「私は、ある王が飼っているキリンを見た。2本の柱のごとき長い両前肢、旗［竿］のごとき長
い首、2本の細い角があり、黒い舌を出しては、ナツメ（kunār）の木を食べていた。木のそばに行く
と、頭を下げ、木からナツメを引きちぎる。その頭と首は木の高さをはるかに越えていた。クルミ
もそのようにして食べていた」と。その地方では、［キリンは］「牛豹（gāw-palang）」と呼ばれる70）。

　［キリンは］歩いている最中に頭を庭園に突っ込み、庭園の外にいながらにして庭園内のものを
食べる。寿命は短く、動きは重々しい。その皮は固く、皮からは胴甲が作られる。それは鉄も通さ
ない。生まれた場所で死ぬ。自分の［生まれた］地方から出ることはない。

（p. 570）＜サイ（kargadan）について＞

67）テキストの脚注によると、ペルシア湾最奥部のアフワーズ近郊では、gāmūrと呼ばれる。ペルシア湾岸からイラ
クやシリア、エジプトにかけて生息していたアラビアオリックスあたりを指すのだろう。

68）『動物誌』に同様の記述がある［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 7, p. 241］。
69）ペルシア湾北岸の島［本訳注（4）、496 頁、注 85; 本訳注（5）、457 頁］。
70）ジャーヒズによると、ペルシア語では、キリンは「ラクダ・牛・ヒョウ（usutur-gāw-palang）」と呼ばれる［Jāḥiẓ, 

Kitāb al-ḥayawān, vol. 7, p. 241］。
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　サイは巨大な動物である。サイのいる地方でも 3頭か 4頭しかいない。雌は一生に 1頭しか子
を産まない。至高なるアッラーの創造物のうちで最も希少なものはライオンとサイ（karkadan）であ
る、と言われる71）。［サイは］子を食べてしまうこともある。子は数年胎内にいるため、生まれた
ときには、歯も角も蹄もすでに固く、頑丈になっている。子は母親から逃げ出せると、生き延びる
ことができる。そうでなければ、鋭く尖った舌を持つ［母親が］子をなめて、殺してしまう。発情
すると、その鳴き声によって人は死ぬ。母親の腹の中にいる子は、母の陰門から頭を出し、母が食
べ物を与えると、腹の中に戻る。［成長して］子宮が狭くなると、外に出てくる。子をなめて、傷
つけ死なせてしまうとは、驚きである。その後、次の子を産むまで、［母親は］長い間悲嘆に暮れ
る。また、母の腹の中では、［子は］糞をしない。
　［サイは］危険な動物である。牛のような蹄や頭や尻の点では家畜に似ており、ライオンの手足
や馬の首をもつ点では野獣に似ている。頑丈な角が 1本額から生えている。人々は、［サイが］象
を角で持ち上げたと言っているが、これは偽りである。だが、象とは敵対関係にあり、争い合う。
湾曲した角があり、象の背中に突き刺す。ともに死んでしまうまで、角は刺さったままである。
　サイは人里から離れて暮らす。糞は燃料となる。「サイが飛んできて、誰かの上にその糞が落ち
た。そこからサイの骨が拾われた」と言われているが、4本の柱［のような足］があるのに、2枚の
翼も持つとは、実に驚くべきことである。これは珍しく、理性では受け入れられない。
　アフマド・ブン・ファドラーン72）は、「私はある王の御前に行った。彼の前にイエメンのオニキ
スのような 3つの深鉢（ṭayfūriyāt）が置かれているのを見た。彼は私に『これはサイの角でできてい
る』と言った」と述べている。また、その角からは腰帯（帯留）が作られ、王たちが高額で購入する。
［サイは］ヒースの木々の間をうろつき、馬上の者を連れ去る。
　［サイは］バルターイールの島で牛のように草を食む。角は高値で（p. 571）売買される。その理
由は、中を［割り］開くと絵が現れるからである。その中には人間やライオンや鳥や魚の絵がある。
もし角の地の色が白ければ黒い絵が浮かび、角の本来の色が黒ならば白い絵が浮かび上がる。その
地方では、浮き出た絵に基づいて卜占（ḥukm-hā）が行われる。中国の地73）にはわずかしかいない。
サイの角であると言われる角がイラクにもたらされることがあるが、それはエジプトのロバのもの
である。
　さて、サイ狩りは難しい。というのも、その鳴き声が［人を］死に至らしめるからである。それ
ゆえ生娘をサイのいる場所に連れて行き、そこに座らせる。サイが彼女を目にし、処女の匂いを嗅
ぐと、気を失って倒れる。その原野に 1頭しかいない場合もたくさんいる場合も、その場に倒れ
る。隠れていた猟師がそれを仕留める。創造主は、これほど強い動物をか弱き娘が征するようにな
されたのである。

＜サンナージャ（ṣannāja）＞
　周海の向こう側にいる動物である。それは非常に大きく、その瞳ですら 1軒の家と同じくらいあ

71）巻末のミーノヴィー氏の注釈では、「子供の数が最も少ない」が正しかろうとされる。ただし、ジャーヒズは、
「数や子種が最も少ない被造物はサイである」と伝える［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 7, p. 71］。

72）921 年にアッバース朝の使節としてヴォルガ・ブルガール王国に派遣され、その道中での出来事や経験談を旅行
記にまとめた。本書第 7部にも、彼の名前を挙げつつその旅行記から引用された箇所がある［本訳注（8）、302、
308‒309 頁］。なお、彼の発言内容を含むこの段落については、『ヴォルガ・ブルガール旅行記』に、「ラクダの頭、
牛の尾、ラバの身体、雌牛の蹄、1本の角」をもつ動物の話として挙げられている［イブン・ファドラーン『ヴォ
ルガ・ブルガール旅行記』（家島訳注）、196‒197 頁］。

73）ma写本と lā写本に従い、aqlāmを iqlīmと読む。
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る。食べたものが体の中に累積し、排便も排尿もしない。もし誰かがこの境域に至っても、あまり
の大きさゆえに、頭であろうと足であろうと、その体躯の一部でさえも見ることができない。寿命
は長く、荒れ果てた土地にいる。しかしながら、蛇を見ると、たとえそれが虫ほどの大きさであっ
ても死んでしまう。サンナージャの巨大さと巨体ぶりは有名である。

＜ライオン（asad）について＞
　ライオン（šīr）は偉大で威圧的な肉食動物であり、あらゆる動物を打ち負かす。ライオンを見つ
けたものは、声を押し殺して怯える。ライオンの棲み処がある場所では、あらゆる動物が痩せこけ
てしまう。ライオンは実に勇敢である。そのため、自分 1頭しかいないときに出くわした相手が 1
人の男であろうと軍隊であろうと（p. 572）逃げ出すことはない。勝利を収めるか、死んでしまう
まで［戦い続ける］。一方、ライオンに遭遇した動物はその場に立ちすくみ、逃げることができな
い。ライオンは船尾に座り、綱を引っ張って船が動かないようにする。船員が何事かと思ってやっ
て来ると、ライオンは彼に襲いかかって食べる。［ライオンは］夜になると目を閉じる。なぜなら、
目が燃え盛る炎のように輝いており、獲物が［それを見て］逃げてしまわないようにするためであ
る。ライオンの咆哮は武器であり、その咆え声で動物たちは失禁する。雌ライオンは［一生に］一
度しか出産せず、その後は不妊になる。というのも、子供が母親の腹の中で、かぎ爪で子宮を傷め
るからである。ライオンにはささいなことで傷ができ、蟻が傷口に入ってライオンを殺す。ライオ
ンは炎を見ると逃げ出す。また、盥を叩き鳴らしても逃げ出す。馬と同じく、水面に映った影を見
ると逃げ出す。ライオンの弱点は腹であり、腹を［傷つけられることを］恐れる。ライオンは〔葦
笛（nayša）〕の音色を好むので、猟師はラッパや枠太鼓を演奏しながら［狩りをする］。ライオン狩
りをするときには、楽士らの後ろに武器を持った者たちが続き、ライオンが耳を傾けている間に近
づいていく。［聞き惚れて］おとなしくなると、武器を投げつけ、捕らえて縛りつける。その間も
葦笛は吹かれている。ライオンは少ししか水を飲まない。　
　［ライオンは人間の］女を好む。女に襲いかかることはなく、おそらく女を食べること〔もない〕。
次のように言われている。あるライオンが 1人の女になついていた。女が逃げ出すと、ライオンは
何ファルサングも追いかけ、彼女の家の戸口で眠った。その女は［ライオンのそばに］やってきて
は、手で頭をなでてやったものだった。［ライオンは］決して女と子供に危害を加えることはない。
また、盲人にも危害を加えない。それは［ライオンの］過剰な自尊心ゆえである。
　私が偉大なカーディーから聞いたところでは、彼のいわく、「私が使節としてブハーラーに向
かっていたとき、1000 人もの騎兵の中に 1頭のライオンが入ってきた。そいつはダルバンドの王
をさらうと、茂みの中に連れ去ってしまった。王の行方は杳として知れない」と。［この話のよう
に］ライオンは要人を襲うのである。
　ライオンはカエル（ḍafdaʻ）やカニ、豚を食べる。逃げたものの後を追うことはない。1頭で平原
を進み、誰かと一緒に行動することはない。食べ残された死骸に食らいつくこともない。狩りを
するときは尾を地面に擦りつけ、自分の足跡を消す。背中と首の骨は［分かれておらず］1本（p. 

573）である。ライオンの骨を 2本打ち合わせると、火が生じる。また、ライオンは常に熱を帯び
ている。獲物を食べると、塩を求めて 50 ファルサング歩く。蟻への恐れから塩場（mallāḥa）で出産
する。ライオンは傷を負うとカヤツリグサを食べる。病気になるとサルを食べて快復する。一度に
続けて 30 回咆哮する。最初［の咆哮］が最も激しく、最後は最も穏やかである。［自分が最初に］
発した雄叫びの力強さによって心が休まるからである。空腹になると、獲物が逃げないよう、咆え
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声をあげない。眠るときには目を開け、起きると目を閉じる。
　ライオンの肉を干し、コリアンダーをまぶし、細かく砕いてヤシ酒（nabīd）に浸して飲むと、痔
が治る。自分［の体］に塗り込むと、麻痺が癒える。ライオンの脂を体に塗り込むと、風邪を引か
ない。ライオンの心臓を食べた者は勇敢になる。ライオンの脂をイボに塗ると治る。［ライオンに
噛まれたときは］雄鶏の腹を割き、その傷にあてると癒える74）。ライオンは雄鶏の鳴き声を聞く
と、ブツブツと言い始め落ち着かなくなる。ザクロの枝に穴を開け、そこにライオンの毛と鉄屑を
入れ、穴の入り口を蝋で固める。それを持ち歩くと、いかなる動物も怖くなくなり、［動物も］そ
の者には近寄らない。
　ライオンはネズミを恐れる。泥でトビネズミ（yarbūʻ）を作ると、ライオンは逃げ出す。ライオン、
ヒョウ、毒蛇（マムシ）、猫の目は光っている。ライオンとヒョウとチーターは獰猛な動物である。
ライオンの歯を抜き取ってからそのライオンを育てると、危害を加えられることはない75）。ライ
オンの子は死んだ状態で生まれ、三日目に生き返る。雌が子の鼻に息を吹き込むと、生き返るので
ある。［同様に、生まれたばかりの］狼の子は形のない肉片であるが、［母親が］なめ続けると、や
がて狼の姿が現れる。

［アブー・ラハブ父子とライオン］
　知れ76）。創造主が「沈みゆく星にかけて（誓う）」［Q53: 1］という章句を下されたとき、ウトバ・
ブン・アビー・ラハブ（ʻUtba b. Abī Lahab）77）は［その章句を］耳にすると、「私は星の主を信じない」
と言った。預言者は［それを］聞いて、「おお、神よ。汝の犬の 1頭に彼を打たせたまえ」と言った。
アブー・ラハブ（Abū Lahab）78）は、預言者が［息子を］呪ったことを聞いて怖くなった。彼の息子
は（p. 574）しばしば旅に出ていた。［アブー・ラハブは］隊商〔の者たち〕に「私の息子を守ってく
れ」と言った。彼らが出発するとき、アブー・ラハブは「おお、息子よ」と呼びかけながら、次のよ
うに言った。「おまえは知っていよう。誠実なるムハンマドは、子供のころから今まで一度たりと
も嘘偽りを述べたことがないことを。私は彼の呪いを恐れているのだ」と。夜、隊商の者たちはウ
トバを［先に］寝かせると、その周囲に荷を下ろした。男たちは武器を準備し、彼を真ん中に輪に
なって眠った。ある夜、1頭のライオンが現れて、ウトバをずたずたに引き裂いた。［ライオンは
ばらばらになった］彼の体をそこに残して立ち去った。アブー・ラハブのもとにこの知らせが届く
と、彼は嘆き悲しんで言った。「この世に災いあれ。おお、息子よ。私にとって世界のすべてはお
まえのためのものであったのに」と。その後、人々はウトバを埋葬した。

74）『高貴なる歓喜の書』にある同様の記述をもとに補った［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 51］。
75）本文では īman na-bāšandとなっているが、文脈から判断して、lā写本およびサーデギー校訂本に従って īman 

bāšandと読む。ただし、他の武器であるかぎ爪などを考慮すれば、本文どおりに、「歯を抜き取って育てても安
心はできない」と取ることも可能であろう。

76）ザマフシャリー（1144 年没）によるクルアーン注釈書に、ほぼ同じ逸話が残されている［al-Zamaḫšarī, al-Kaššāf 
ʻan ḥaqā’iq ġawāmiḍ al-tanzīl wa ʻuyūn al-aqāwīl fī wujūh al-ta’wīl, Ed. Muṣṭafā Ḥusayn Aḥmad, Dār al-Kitāb 
al-ʻArabī, Beirut, 1987, vol. 4, pp. 417–418］。

77）アブー・ラハブ（後掲注参照）の息子。ムハンマドの娘ルカイヤもしくはウンム・クルスームと結婚（または婚約）
しており、メッカが征服された際にムハンマドに帰順した［イブン・イスハーク『預言者ムハンマド伝』（後藤他
訳）、第 2巻 240 頁］。

78）ムハンマドの祖父アブドゥルムッタリブの息子であり、ムハンマドの叔父（625 年頃没）。アブー・ターリブ死後
にハーシム家の指導者の立場になると、ムハンマドの保護を取り消し、彼を窮地に追いやった。『クルアーン』
第 111 章には、「滅びてしまえ」という彼への呪いの文言がある。なお、「アブー・ラハブ（炎の男）」とは、彼の美
しさにちなんで父アブドゥルムッタリブがつけたあだ名である［EI²: Abū Lahab; 「アブー・ラハブ」『岩波イスラー
ム辞典』; イブン・イスハーク『預言者ムハンマド伝』（後藤他訳）、第 1巻 254‒255 頁］。
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　ライオンは、王たちがその名を誇りとするような種類［の動物］である。たとえば、アリー・
ブン・アビー・ターリブは「神のライオン（Asad Allāh）」と呼ばれ、ハーリド79）は「神の剣（Sayf 

Allāh）」と呼ばれる。また、ライオンはいつも口を地面にくっつけている。それは口が悪臭を放っ
ているためで、子供はその後をついて駆けていく。［子は］親の咆哮を聞くと逃げ出すので、［親は］
子供を下に抱え、その耳元で雷鳴のような咆哮をあげてから解放する。こうすると、子は何も恐れ
なくなる。
　ライオンの特性については、賢人たちの言葉から引用したこの程度で十分であろう。

＜狼（ḏi’b）について＞
　狼（gurg）は不吉で厚かましく、恥知らずで逃げ足の速い肉食動物である。歯は骨をもかみ砕く。
鳴き声は鋭すぎて聞こえない。次のように言われている80）。預言者――彼に平安あれ――の乳母
ハリーマ（Ḥalīma）81）の息子である山の猟師のスーラーニー（Sūrānī）は聡明な男であり、狼を 1頭
飼い慣らしていた。狼はいつも 30 ファルサング先から戻ってきて、彼のためにガゼルをつかまえ
てきた。彼はライオンも飼い慣らしており、［そのライオンは］彼のためにいつも野生のロバをつ
かまえてきた。狼は犬の性質を持つ。
　アフマド・ブン・アル＝ムサンナー（Aḥmad b. al-Muṯannā）は言う82）。「荒野で 1頭の大きな狼が
私に襲いかかろうとした。私の周囲をうろつき続け、やがて［日が暮れて］私の目は見えなくなっ
た。私は絶望した。突然、その狼は 1頭の雌を見つけるや（p. 575）そちらに襲いかかった。2頭
は犬のように互いに取っ組み合った。私は剣をとり、2頭とも殺した。」

［狼の特性］
　狼は足をカイソウ（海葱）の上に乗せると気を失ってしまう。人が狼を見つける前に狼が人を見
つけると、人は声をあげることができない。もし人が先に見つけると、狼は力が抜けてしまう。狼
はカイソウを恐れる。敵対する動物たちは、死んだ後も体の一部が互いに跳びかかる。たとえば狼
と羊の腸や、猫の歯とネズミの骨のように、これらを上下に重ねると、［動き出して］互いにぶつ
かり合う。ライオンから採った油と狼から採った油を離れた場所に垂らすと、互いに近づいてい
く。狼の皮から腰紐を作ると、腰に巻いた者はみな勇敢になる。狼の皮で枠太鼓を作って叩くと、
［他の］すべての枠太鼓［の皮］が破れる。狼の皮で弓の弦を作って引くと、他の弓の弦が切れる。
狼を殺すと、片目だけ閉じる。その両目から指輪の石を作る場合、開いている目から作ったものは
眠気を覚まし、閉じた目から作ったものは眠気を誘う。狼の尾を耳に当てると、酔いや気だるさが
取り除かれる。狼は病気になると、土を食べて快復する。狼は食べたものは何であれすべて消化す
る。ただし、人間の爪は別である。狼を殺すと、その胸にはいくつもの［人間の］爪が残っている。
犬と同様に、狼も発狂する。
　また、［かつて］狼が［大勢の］人間を食べた年があり、「狼の年（ʻāmm al-ḏi’āb）」と呼ばれてい

79）イスラームの大征服で活躍した指揮官、ハーリド・ブン・アル＝ワリード（641/2 年没）のこと。
80）以下の内容については、『動物誌』に同様の記述がある［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 7, pp. 252–253］。
81）荒野で生活を送るアラブ部族、ハワーズィン族の支族サァド・ブン・バクル族に属した女性。ムハンマドは生ま

れてすぐ彼女に預けられ、2歳になるまで育てられた［EI²: Ḥalīma bint Abī Dhu’ayb; イブン・イスハーク『預言者
ムハンマド伝』（後藤他訳）、第 1巻 149‒154 頁］。

82）以下の内容については、『動物誌』に同様の記述がある［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 2, pp. 217–218］。
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る83）。キツネが子を産むと、狼を恐れてカイソウを棲み処に敷く。何頭もの狼が集まると、互い
を信頼していないため、［背を向けず］円形になる84）。［狼は］雌のほうが勇敢である。1頭が窮地
に陥ると、遠吠えをして他の狼たちを呼ぶ。病気になったり、けがをしたりすると、他の狼に食べ
られてしまう。狼は鼻が利かない。［そこで狼は］鳴き声を発し、それを聞いた［羊の番をする］犬
が［狼の声のする］方へと向かう。狼は別の方向から（p. 576）群れに近づき、羊をさらう85）。狼
に出くわしたときは、そなたの左側に狼がいるよう努めるべきである。これを「吉相（sāniḥ）」と言
う。正面や右側に［狼が］いる場合は「悪相（bāriḥ）」であり、狼の力が増す。狼はラクダの顎に噛
みつき、舌を差し込んで一片の布切れのようなものを切り出す。狼の舌は剣よりも鋭く、ラクダの
血を啜る。オウムは狼と仲が良い。狼とキツネの陰茎は骨である。狼は誰もたどり着けないような
山の上で交尾をする。というのも、［行為を］途中でやめることができないからである。妊娠した
雌の狼は 40 日間姿を消す。それは、妊娠していることを覚らせないようにするためである。［妊娠
中の雌を］捕まえることができた場合、［腹を裂いてみると］腹には食べ物がない。［狼については］
この程度で十分であろう。

＜チーター（fahd）について＞
　チーターは［ペルシア語で］「ユーズ（yūz）」という。勇敢で、きらびやかな肉食獣である。ま
た、しかめ面や、協調性のない激しい気性を持ち合わせている。まるでテュルクの部族のようであ
る。あらゆる動物がチーターを好む。よく眠るので、「彼はチーターよりもよく眠る奴だ」と言わ
れる。動物はみな雄のほうが勇敢だが、チーター（yūz）とライオンと狼は別で、雌のほうが勇敢で
ある。父はヒョウで母はライオンであり、チーター（fahd）は両者から生まれる。キリンの父がヒョ
ウで母がラクダであるのと同じである。チーターは美しい音色を好む。［チーターには］4つの乳房
がある。猫には 8つの乳房があり、犬にはさらに多くの乳房がある。チーターは猫の鳴き声をあげ
る。チーターが熊と交尾すると、人を捕食するような野獣が生まれる。チーターは山の牛（鹿）を
さらい、その血を啜る。ライオンに出くわすと、ライオンに譲る。猟師は成長したチーターを捕ら
えるが、強情な子がいればそちらをより好む。チーターほど価値のある動物はいない。チーターは
気候にあわせて毎年地方から地方へ移動し、［移動先ごとに］そこで発情する。猟師は途中の道に
穴を掘り、表面を隠す。すると［チーターが］そこに落ちる。「チーターを窒息させるもの（ḫāniqa 

al-fuhūd）」と呼ばれる植物があり、それを食べると苦しみ出す86）。だが、人の汚物を食べると（p. 

577）快復する。チーターは獲物を捕らえると、その舌を食べる。
　私は 1人の姉妹を連れた唖の人物に会った。2人は仲が悪かった。私は「どうして唖になったの
か」と尋ねた。彼らは「私たちにはもう 2人兄弟がおり、どちらも唖だ」と指し示し、さらに次の
ように続けた。「父はチーターを飼っていた。獲物を捕らえるといつもその舌を引きちぎり、チー
ターの口の中に入れていた。チーターはそれを食べた。至高なるアッラーは父に 4人の子供を授け
たが、みな聾で唖だった。」

83）本書第 4部で「犬の年」として挙がる年のことであろう［本訳注（5）、492 頁］。
84）『高貴なる歓喜の書』ではさらに、円形に向き合う狼の 1頭がもし背を向けると、他の狼に攻撃されて負傷する、

と述べられている［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 56］。
85）『高貴なる歓喜の書』には、「狼は羊の居場所がわからないとき、2、3回鳴き声をあげる。すると犬がそれに反応

して鳴き声をあげるので、狼はそれを聞き、犬の鳴き声がする方に向かう。羊の群れの近くまで来ると、狼は別
の方向から鳴き声をあげる。犬は鳴き声がする方向に狼がいると思い向かっていくので、狼は犬のいない隙に羊
をさらう」とある［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, pp. 56–57］。

86）『動物誌』に同様の記述がある［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 4, p. 228］。
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　チーターは自尊心の強い肉食獣である。騎乗した者たちの列が通ると待ち伏せをし、まるで
ディーヴ（悪鬼）を追う流星のように獲物の後ろを追いかけていく87）。また慣用句として、「彼は
チーターよりも勇敢だが、チーターよりも怠惰な奴だ」と言われる。チーターはだらしがないが、
すばしっこい。

＜トラ（babr）について＞
　トラは跳びかかってくる動物である。強力な前足と爪を持ち、ライオンもトラを恐れる。という
のも、トラは跳躍するからである。遠くからでも跳びかかり、ライオンの首を押さえつけ、食べて
しまう。ライオンとトラは敵対関係にある。蛇とワシや、大カラスとフクロウが敵対関係にあるの
と同様である。昼間フクロウは大カラスの雛をさらう。夢でのトラは大いなる敵を表す。人間を食
べる猛獣は、トラ、ライオン、狼である。トラは老いると大人を襲わず、子供たちを狙うようにな
る。これは狼とは逆である。体から血が出るとトラは発狂する。あらゆる肉食獣がトラを恐れる。
病気になると犬を食べ、快復する。

＜カラカル（furāniq）＞
　カラカルは、鳴き声をあげながらライオンの後を追いかける動物である。ライオンはカラカルに
悩まされる。［アラビア語では］「地上の〔雌ヤギ〕（[ʻanāq] al-arḍ）」である。猫よりも大きい。「ラ
イオンの侍従（ḥājib al-asad）」とも言われる。人々はカラカルを好む。その鳴き声が聞こえると、そ
のあとからライオンがやって来るので、すぐに逃げ出したり家畜を逃がしたりできるためである。
（p. 578）甲虫がサソリに付き従っているようなものである。

＜ヒョウ（namir）について＞
　ヒョウ（palang）は不吉で意地が悪く、自尊心の強い猛獣である。人間を恐れ、恐れから人間に向
かって跳びかかる。弱々しい肢体をしており、背骨がない。蛇のように身をくねらせる。騎乗の者
に跳びかかる。［または］馬の足に巻きついて［馬上の］人間を襲う。［ヒョウが］傷を負わせたとこ
ろにはネズミが現れる。ネズミによる傷がないまま、それがもとで死ぬ。これは［ヒョウの傷の］
特性である。それゆえ、けが人は治るまで水の中に置かれた寝台の上で看病される。ネズミがけが
人に行きつくと、ネズミはその傷の上で排尿する。するとけが人は腐敗し、死んでしまう。14 日
間は［ネズミが来ないよう］見守り続けなければならない。
　次のように言われている。生まれたばかりのヒョウの子はいずれも蛇と一緒にいる。動物たちは
ヒョウを恐れるが、巣の中でヒョウと一緒にいる斑の毒蛇は別である。ヒョウはあらゆる野獣の雌
に跳びかかって押さえつけ、交尾する。ラクダと交わるとキリンが生まれ、ライオンと交わると
チーターが生まれる。狼とハイエナが交わると、「スィムゥ（simʻ）」［と呼ばれる狼とハイエナの合
いの子］が生まれるのと同じである88）。

＜逸話＞
　はるか昔に 1人の王がいた。彼には女奴隷［の愛妾］がいた。彼女はある者と姦通し、妊娠した。

87）この箇所の記述は、『クルアーン』の「これは強い護衛の燃え輝く星（流星）で一杯であることが分かった」［Q 72: 
8］というジンの発言をもとにしたものであろう。流星とジンの話については、本書第 8部の該当箇所（本訳注
（9）、323 頁）を参照のこと。

88）巻末の訂正表および『動物誌』の表記に従った［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 1, pp. 181–182］。
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彼女は王を恐れ、子を産むと荒野に連れて行き、〔用水路〕の中に置き去りにした。雌のヒョウが
やってきて彼に乳を与え、育てた。ある者が［それを］見て、帝王に知らせた。［その子は王宮に］
連れてこられ、ニムルード89）と名づけられた。［ニムルードは］成長すると、王位を奪い、王を殺
した。彼は世界中を征服すると、天を目指し、天に向かって弓を引いた。さらに、［神の］友イブ
ラーヒームを火の中に投げ入れた。
　このことから、「子供は合法な乳で育てなければならない。それは、彼が悪い性質を持たないよ
うにするためである」と言われている。

（p. 579）＜逸話＞ 
　次のように言われている90）。ニムルードは 1年間薪を集めて、そこに火を点けた。1ファルサ
ング離れた場所に投石器を設置し、イブラーヒームをそこに据え、火の中に投じた。次の日、高台
に登り、イブラーヒームがどのような状態になっているかを見ようとした。すると、イブラーヒー
ムがジブリールとミーカーイールとともにいるのが見えた。ニムルードは、「私は 1人の人間を火
に投げ入れたはずなのに、あの火の中には 3人もいるぞ」と言った。ニムルードはイブラーヒーム
のところに行こうとしたが、できなかった。イブラーヒームの叔父であったハーマーン91）は言っ
た。「私が火の崇拝者であるために、火はイブラーヒームを燃やさなかったのでしょう。私への敬
意ゆえに火は彼を燃やさなかったのです」と。すると、その火から炎が立ちのぼり、ハーマーンに
降りかかると、彼を焼き尽くした。［その間］イブラーヒームは［火のあった］場所で〔花と〕香草
に囲まれて座っていた。

　ヒョウが老いると、その子たちは犬の頭を持ってくる。［それを］食べると若返る。ヒョウは満
腹になると、3日 3晩眠る。目覚めると、大きな声で鳴く。［すると］動物たちがヒョウの前にやっ
て来るので、［ヒョウはその動物たちを］狩る。ヒョウの脂を身体に塗り込んだ者は、ヒョウがい
る場所でも安全である。病気のヒョウはネズミを食べると快復する。［というのも］ヒョウとネズ
ミは、その特性において釣り合った関係にあるからである。

＜ハイエナ（ḍabʻ）について＞
　ハイエナ（kaftār）は悪しき肉食動物である。アラビア語では「ダブゥ」と呼ばれる。ハイエナは夜
に力を増す。豚と狼の間から生まれ、腐った死骸を食べる。人間に打ち勝つと、その人間と姦淫す
る。ハイエナが人の足の裏をなめると、化膿し、歩けなくなる。［ハイエナは］その者と交わった後、
食べてしまう。［ハイエナが］人を殺すと、［その死体は］膨張し、陰茎が勃つ。雌のハイエナが
（p. 580）やって来て屍姦し、その後、死体を食べる。［ハイエナは］不吉で姦淫を好む動物である。

＜逸話＞
　次のように言われている。ムアーウィヤ・ブン・アビー・スフヤーンは人払いをしてホラーサー
ン出身の女と過ごしていた。［その後］彼は別の女奴隷を見初め、ホラーサーン女を放っておいた。

89）本書では、ヤマーマ出身で、イブラーヒームを迫害したファラオとして登場する［本訳注（5）、478 頁、注 643］。
90）同様の逸話が本書第 4部に既出である［本訳注（5）、484 頁］。
91）『クルアーン』ではファラオの宰相として登場するが、本書ではニムルードの臣下として描かれている［本訳注
（5）、450‒451 頁］。
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彼女は気分を害した。ある日、ムアーウィヤは［ホラーサーン女に］「ペルシア語でライオンは何
と言うのか」と尋ねた。ホラーサーン女は「カフタールと呼んでいます」と答えた。［ムアーウィヤ
は］「私はカフタールだ」と言った。ホラーサーン女は「そのとおりでございます」と言った。その
後、ムアーウィヤは「カフタール」とはハイエナのことだと知った。彼は「売女め。まんまとして
やられた」と言った。なぜなら、ハイエナは死体と姦淫する［ような動物だ］からである。

　知れ。ハイエナはその巣穴にライオンが入ってきても、ライオンに反撃するほどの力を持つ。だ
が、その巣穴を覆い、光が入らないようにする［とハイエナは身動きができない］。わずかな光でも
あるとハイエナは人間を切り裂くが、真っ暗であれば、ハイエナは縄をかけられて引きずり出され
る。ハイエナは類人猿（būzīna）と同じように「変異したもの（masḫ）」であると言われている。ハイ
エナは狼と交わり、「イスバール（ʻisbār）」や「スィムゥ」を産む92）。狼と犬が交わると、彼らの子は
「ダイサム（daysam）」となる。ハイエナは「びっこひき（ʻarjā）」で、狼は「足をひきずるもの（aqzal）」
である。ライオンは重々しく歩き、それは蹄を痛めた馬（rahīṣ）や、猫のようでもある。カラスは両
足を縛られているかのように歩く。サケイ（沙鶏）は女たちのように上手に歩く。また、ハイエナほ
ど毛の長い獣はいない。ハイエナには牙がないため、その肉は合法である、と言う者もいる。
　ハイエナの脂を犬に塗り込むと、犬は発狂する。ハイエナは犬が屋根の上にいるのを見つける
と、そのまわりをうろつく。犬の影が地面に落ちると、ハイエナは足を犬の影に重ねる。すると、
犬は地面に落下する。ハイエナの両耳を男に結わえると、［その男は］女たちの目に美しく見える。
ハイエナの舌を身につけていると、犬はその者から逃げる。ハイエナは、木に出くわすと激突する
ほど勢いよく走る。ラクダをハイエナに繋ぐと、ハイエナがラクダを引っ張る。ハイエナの皮か
ら袋を作り、その中に種（p. 581）を入れてから植えると、イナゴはその苗に決して寄りつかない。
ハイエナの胆嚢 1 ダーングを不埒な女に与えると、その女は二度と姦通しない。女のような男色
家（muḫannaṯ）がハイエナの陰門を自らに擦りつけると、男色の気がなくなる。ハイエナの体毛を
抜き、細かくしたものを肛門に塗り込むと、男色家になる。ハイエナは、1年は雄で、1年は雌で
あると言われる。ハイエナはブドウの木を怖がる。ハイエナは夜に力を増す。病気になると、子犬
を食べて快復する。

＜ジャッカル（šaġāl）について＞
　ジャッカルは狼より小さい肉食獣である。ジャッカルが 1000 羽の家禽がとまっている木の下に
行くと、すべての鳥は下に落ちる。家の戸口でジャッカルを打ち据えると、家を汚され、［家を］
捨てるはめになる。庭園でジャッカルを殴打すると、［ジャッカルは］集まってきて庭園を荒らす。
水鳥がとまっているのを見つけると、ジャッカルは大きな茨の枝を拾ってきて、水鳥のいる水に投
げ込む。しばらくすると、鳥たちはそれを気にしなくなる。すると、［ジャッカルは］1本の枝をく
わえ、鳥に気づかれないようその後ろに隠れながら水に入って鳥に近づく。そして跳びかかって鳥
をつかまえる。ジャッカルは死骸を食べる。

＜犬（kalb）について＞
　至高なるお方のお言葉に、「またかれら（洞窟の仲間たち）の犬は両足を洞窟の入口に伸していた」
［Q18: 18］とあるように、犬（sag）の忠実さについては［『クルアーン』の洞窟章で］述べられている。

92）イスバールとスィムウはともに狼から生まれたハイエナの子を指す。「スィムゥ」は狼の項で既出。
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「洞窟の仲間たち（aṣḥāb al-kahaf）」とは、ディキヤーヌース（Diqiyānūs）のもとから逃げた 7人の王
子のことである93）。彼らは黄金の首飾りを首にかけ、王の衣服を着ていた。1匹の犬が彼らの後を
追った。彼らが洞窟の中に入ると、犬は洞窟の入り口で眠った。至高至大なる創造主が彼らを眠ら
せた。彼らは 300 年間眠った。［仲間の］1人がディキヤーヌースの名が刻印された金貨の袋を持っ
ていた。300 年後、彼らは眠りから覚め、「どのくらい（p. 582）私たちは眠っていたのだろうか」
と言い合った。彼らは［仲間の］1人にディーナール金貨 1枚を持たせて食べ物を買いに行かせた。
彼は町に着いたが、誰も見知った者はいなかった。彼は店に入って、金貨をパン屋に渡した。［パ
ン屋は］言った。「おい、おまえ、この金貨はどこで作られ、おまえはこれをどこから持ってきた
のだ。まさかお宝を手に入れたのか。この金貨が鋳造されたのは 300 年も前のことだぞ」と。彼は
帝王のもとに連れていかれた。そこで彼は人々を洞窟の入り口に連れていった。彼は洞窟に入っ
て、仲間に事の次第を話した。創造主は、洞窟の仲間たちへの恐れを人々の心に芽生えさせた。そ
のため、そこに来た者はみな、恐れのあまり逃げ出すほどであった94）。この逸話の意味するとこ
ろは、犬は誠実であり、その洞窟の入り口で眠り、彼らを手助けした、ということである。
　知れ。犬は人になつく動物であり、人なしでは生きられない。体は弱々しいが心は勇ましいの
で、ライオンからも逃げずに戦う。わずかでも食べ物を与えると、100 年間忠実でいる。このため、
1匹の犬は 100 人の下人に勝る、と言われている。

＜逸話＞
　アブー・ウバイダは次のように言う95）。「ある男が 1匹の犬を連れて［友人らと］旅に出た。［あ
るとき］敵に襲われ、彼ひとりが連れ去られた。友人は彼を置いて引き返してしまったが、犬は敵の
後を追っていった。その男は井戸に落とされ、上から土をかけられた。犬が爪で土を払いのけると、
かすかな空気が彼に届いた。犬はその場で吠え続けた。一団の者が犬のところにやってきて、犬が
歩き回っているあたりに井戸を見つけると、土を取り除いて男を救い出した」と。詩人のいわく、
　隣人や兄弟は彼を見捨て逃げ去るが　 犬は飼い主に叩かれようとも彼を掘り出して救う

　ムハンマド・ブン・ハフスは次のように言う。「ある家が疫病に襲われ、乳飲み子を除いて誰も助
からなかった。1匹の犬がいて、その犬は子を産んだばかりであった。赤ん坊は子犬らが犬の乳を
飲んでいるのを見ると、（p. 583）自分も［母犬の］乳房の 1つをくわえて飲んだ。そうして赤ん坊
は大きくなった。」

＜逸話＞
　あるアラブ人が犬の肉を食べてはこう言っていた。「ライオンとワシとワニは力が強い。この 3
つはどれも犬の肉を食べるからだ」と。

93）『クルアーン』第 18 章（洞窟章）に登場する「洞窟の仲間たち」については、本書第 6部の「墓」の項目で述べられ
ている［本訳注（7）『イスラーム世界研究』第 7巻、2014 年、514 頁］。ディキヤーヌースは、ローマ皇帝デキウス
（在位 249‒251 年）のことで、キリスト教徒を迫害したことで知られる。「7人の王子」は、デキウスによって迫害
され、エフェソスの洞窟で眠るキリスト教徒 7名を指し、彼らは 200 年後のテオドシウス 2世（在位 408‒450 年）
の時代に目覚め、洞窟から出てきたと伝えられる。なお『クルアーン』第 18 章 25 節によると、彼らが洞窟内で
眠っていたのは「309 年間」である。

94）この一文は本項の冒頭に挙げられた『クルアーン』第 18 章 18 節にある、「もしあなたがたがかれらの所に来たな
らば、きっと恐れ戦き走って逃げ出したことであろう」をもとにしているのだろう。

95）この逸話については、『動物誌』に同様の記述がある［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 2, pp. 122–123］。
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　犬は自尊心が強い。そのため、犬を恐れて座り込む人がいると、犬はその人に尿をかけて、彼の
もとから立ち去る。犬の欠点は墓を掘り返し、盗みをすることである。また、1日中鼻を地面につ
けて何かを探す。ついには、他の犬の肛門にまで鼻を押し当てる。石を投げられると貪欲さゆえに
石に噛みつく。犬は完全に野生という訳ではなく、飼い慣らされている訳でもない96）。ジンでも
なければ人間でもない。犬はジンが憑依するもの（maṭāya）の 1つである。
　［犬は］発狂すると噛みつく。［人間を］孕ませ、［女は］犬によって妊娠する。知らない人がいれ
ば、誰であれ跳びかかるほど愚かである。道端で眠る。馬の蹄の一撃を食らうと泣き叫ぶ。犬が屋
根から落ちると、他の犬たちが集まってきて引き裂いてしまう。家からゴミを投げ捨てると、それ
をめぐって互いに噛みつき合う。再びその場に戻ってきたときには、タマネギとビートの皮だけが
残っている。
　知れ。不快な声音は、犬、ロバ、クジャク、牛の鳴き声である。また、吝嗇家たちは犬にたとえ
られる。ある男が称賛に値する立派な人物を罵った。彼は［罵った男に］次のように答えた。「犬が
私に向かって吠えたところで、私は犬に吠え返すだろうか。ロバが私を踏みつけたところで、私は
ロバを踏みつけ返すだろうか」と。すなわち、浅はかで口さがない者（safīh）といえば、犬かロバの
ことである。マギは死体を犬に見せる。犬は匂いを嗅ぐと、死んでいるかどうかがわかる。生きて
いたら立ち去る。死んでいたら死体に息を吹きかける。

＜逸話＞
　サラマ・ブン・ハッターブ（Salama b. Ḫaṭṭāb）は次のように述べている97）。「アブドゥルマリク・
ブン・マルワーンとムスアブ・ブン・アル＝ズバイル（Muṣʻab b. al-Zubayr）98）が（p. 584）交戦した。
ルームの王は、『これは好機です』と［家臣たちから］進言された。ルームの王は犬を 2匹連れてく
るよう命じ、犬が連れてこられた。その 2匹の犬は互いに争い始めた。ルームの王は突然、1匹の
キツネを 2匹の犬の間に投げ入れた。犬たちは争いを止めて、キツネに噛みついた。ルームの王は
言った。『アラブ人とはこのようなものである。もし私が彼らに向かっていけば、彼らは私に噛み
ついてくるであろう。』」

＜逸話＞
　次のように言われている。アリーとムアーウィヤが戦っているさなかに、ルームの王が遠征を目
論んだ。ムアーウィヤは［ルームの王に宛てて］手紙を書き、言った。「おまえの遠征の知らせが
私に届いた。神に誓って、もしおまえがそうするつもりならば、私はアリーと和睦して、彼の［軍
の］先頭に立ち、コンスタンティノープルを荒廃させるぞ。おまえはすぐに、赤く［血に染まり］
黒く［焼け焦げた］その地を失うことになろう99）。」

　知れ。犬は成長すると、片足を上げて尿をする。また、犬は雲や隊商を見ると吠える。ある賢人

96）以下の 3文は、『動物誌』の記載と同じである［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 1, p. 222］。
97）この逸話は、ジャーヒズの『動物誌』中でさらに長いヴァージョンが見られる［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 2, pp. 

172–173］。
98）反ウマイヤ朝政権を確立したイブン・ズバイルの異母弟。兄によってバスラ総督に任じられ（686 年）、ムフター

ルの乱の鎮圧に功を挙げ、イラク地方の実質的支配者となる。イラク回復を狙うウマイヤ朝のアブドゥルマリク
と 3度対峙し、691 年に戦死する［清水和裕『軍事奴隷・官僚・民衆――アッバース朝解体期のイラク社会』山川
出版社、2005 年、150‒153 頁］。

99）　最後の一文（al-baḥru awwalan tarakta-hu ḥamr(an?) sawdā(an?)）は意味をなしておらず、文意は不明瞭である。
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は、家の中で犬とハトを飼うことはなかった。彼は、「ハトは性欲が強く、犬は陰茎が露出してい
る。両者ともに女たちの欲情を研ぎ澄ますのだ」と言っている。犬にバイケイソウを与えると死ぬ。
犬は一度に満腹になるまで食べて太る。［その後］40 日間何も食べなくとも、痩せることはない。
犬は 61 日間妊娠し、子は［生後］5日で目を開ける。7日ごとに月経が起こる。また［子犬は生後］
6ヶ月で片足を上げるようになる。雌は雄よりも狩りが得意である。黄色や赤色の犬が［人々に］
好まれる。直接地面の上で眠ることはなく、何かの上で眠る。子犬たちの前に食べ物を置いても、
子猫のように［それを巡って］互いに争うことはない。人肉を食べた犬は気が狂う。その犬が人に
噛みつくと、［噛まれた］人も同様に気が狂い、犬のような叫び声をあげる。これは治療が困難な
病である。そこで、鏡をその患者に見せて、もし本人の姿が見えるならば生き延びるが、犬の姿が
見えるようであれば、死ぬ。犬の尾の先には 1枚の爪があり、それを剥ぎ取らねばならない。さも
ないと、犬は力が出ない。渋みのあるアーモンドとオリーブ油を混ぜたものを犬に与えると、犬は
吠えることができなくなる。

（p. 585）＜海の犬（al-kalb al-baḥrī）＞
　「水の犬（ビーバー）（sag-i ābī）」100）には、背の方に反り返った尾がある。ビーバーが発情すると、
別のビーバーたちは大喜びする。1匹が罠にかかると、他の［水の］犬たちはその罠に体当たり［し
て逃そうと］する。［つがいの］雌が捕らえられると、雄は他の雌とつがいになることはない。火を
ひどく恐れる。睾丸は「海狸香（jund-i bīdastar）」である。雄は自身の睾丸を噛み切って猟師から逃
げる。ビーバーは猟師を見ると、仰向けにな［り、睾丸がなくなった股間を見せ］る。猟師はそれ
を見ると、［諦めて］引き返す。ビーバーは「魚の歯（dandān-i māhī）」101）が採れる河川にいる。
　ビーバー［の体色］は水色であり、目は青く、両手は短く、足は［後ろに］伸びている。ロバのよ
うな尾をしている。水から上がると、ひなたぼっこをする。棒で鼻を打つと倒れるが、鼻以外の部
位を 10 ヶ所傷つけたとしても、何の影響もない。牛ほどの大きさのものもいる。その肉はすべて
脂肪である。［ビーバーのいる］地域では、「鬼の頭（ġūl-sar）」と呼ばれており、皮は「クンドゥズ
（qunduz）」と呼ばれる。犬はビーバーを狩る。ビーバーは水の中に逃げるが、犬は矢のようにその
後を追って水中に入り、捕らえて引きずり出す。［ビーバーの］両目は青く、睾丸は麻痺に効き目
がある。
　陸の犬と海の犬（ビーバー）の特徴は述べてきたとおりである。また、天文学者たちは、天の南
極には 2つの星座があり、1つを「大きい犬（おおいぬ座）（kalb al-akbar）」、もう１つを「小さい犬
（こいぬ座）（kalb al-aṣġar）」と呼ぶ、と言っている。

＜圧制者の犬（おおいぬ座）（kalb al-jabbār）＞
　それは 18 個の星々からなる。アラブ人はそれを「圧制者（オリオン）の犬」と呼ぶ。その口の
ところに輝く星が 1つあり、アラブ人はこれを「［銀河を］渡るシリウス（šiʻrā al-ʻabūr）」や「イエ
メン（南）のシリウス（šiʻrā al-yamānī）」と呼ぶ。「乙女たち（ʻaḏārā）」と呼ばれる星や、「ミルザム
（mirzam）」と呼ばれる星もある102）。

100）アラビア語の「海の犬」は現代ではツノザメ（dogfish）の訳語として用いられるものの、ペルシア語の「水の犬」
はビーバーを指し、また後出の「クンドゥズ（qunduz/qundus）」は、アラビア語でビーバーを指す。

101）短剣やナイフを作るために使われたセイウチなどの牙のこと。
102）アザーラー（乙女たち）はおおいぬ座 ε星で、ミルザムは同じく β星。
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（p. 586）＜熊（ḫirs）について＞
　知れ。熊は有害で、非常に狡猾な動物である。人間に対して敵意を抱いている。寝ている者を見
つけると、二本足で立ち上がって岩を肩に担ぎ、その者に投げつける。壁に穴をあけ、礎石を打ち
壊す。庭園の木々を引き抜いたり引き裂いたりする。クルミを両掌でつかみ、殻を割って食べる。

＜逸話＞
　ある者が次のような話をした。「熊が子を連れて庭園の入り口にやってきた。熊は中に入ろうと、
子熊を庭園に投げ入れた。私は子熊を投げ返した。熊は再び子を庭園に投げ込んだので、私はまた
投げ返した。一日中そのようにし続けたところ、夜になって熊は帰っていった。」

＜逸話＞
　ある者のいわく、「私がある荒野を進んでいたところ、誰かが私の後ろからやってきて、私の
ターバンを奪った。私はその後を追った。それは熊であった。［熊は］井戸の縁に行くと、ターバ
ンを井戸の中に垂らして、叫び続けた。というのも、子熊が井戸のなかに落ちてしまっていたから
である。私は熊の後ろから近づき、尾を掴むと、真っ逆さまに井戸の中に突き落とした。そして石
を投げ込んで熊を殺した。それからターバンを持ち帰ったのである。」

＜逸話＞
　ある者のいわく、「ある男が熊に石を投げつけた。熊はその男を追いかけた。男は木の上に逃げ
たが、熊は後を追って登ってきた。男は枝の先まで行き、両手の指を組んで木からぶら下がった。
その夜はそのままの状態で過ごし、朝になって人々が男を下に降ろした。」

　知れ103）。熊は人間の敵（p. 587）である。ライオンのような牙やかぎ爪がある。寒くなると巣穴
に入り、舌で手のひらをなめ［てしのぐ。そのため、暖かくなって］外に出てくるときにも肥えて
いる。熊は一緒になって行動し、協力し合う。子持ちの雌は気性が荒い。雌は子熊を背中にのせた
まま木に登り、実を食べ、子熊にも与える。熊はあらゆる動物と格闘する。牛が熊を角で突こうと
すると、熊は仰向けに倒れる。牛は角を熊の腹に突き立てようとするが、熊は両手で牛の〔角〕を
つかんで起き上がり、こぶに噛みついて牛を殺す。
　熊の脂肪を熱して食べると、記憶力が増し、太る。熊が冬ごもりして［途中で］起きたときには、
両手をなめて満腹になる。創造主はあらゆる動物に恩寵を施されている。それゆえ、ライオンは何
ら獲物が得られなくても 4～5ヶ月を過ごすことができ、熊は山で食糧がまったく得られなくても
しばらくの間は持ちこたえる。また、蛇は何も食べずに何年も過ごすことができる。いずれもみな
肥えていて力がみなぎっており、空腹ゆえに死んだものはいない。

［逸話］
　熊は人間と姦淫すると言われている。ある人のいわく、「私はある山に登ったとき、井戸に落ち
た。井戸の中には［私より先に］落ちていた熊がいた。私は怖かった。熊はしきりに私を屈ませよ
うとした。私は熊が［人間と］姦淫することを思い出し、恐怖に襲われた。熊は私を引き寄せ、私
103）この段落については、『高貴なる歓喜の書』参照［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, pp. 64–65］。
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の背に乗りかかった。熊は井戸の壁に両手をかけて井戸の上まで行き、去っていった。私は熊から
解放されたことを［神に］感謝した。しばらくすると、［先ほどの熊が］折れた木の枝を手に、井戸
の口にやって来た。枝の端をしっかりと持ちながら、［枝を］井戸の中に差し入れた。私はそれを
つかんで登っていった。こうして私はこの難事から逃れることができたのである。」

（p. 588）＜「小さい熊（こぐま座）（dubb al-aṣġar）」と「大きい熊（おおぐま座）（dubb al-akbar）」につ
いて＞
　さて、天文学者たちは次のように述べている。［天の］北極には「小熊（こぐま座）」と呼ばれる星
座がある。それは 7つの星からなる。2つは明るく輝き、「2頭の子牛（ファルカダーン）（farqadān）」
と呼ばれる。その尾［の先］にある大きな星は、「子ヤギ（北極星）（jady）」と呼ばれる。それは天の
赤道（muʻaddil al-nahār）の極（北極星）である。また、「大熊（おおぐま座）」は 7つの星からなる。4
つの大きな星は「棺台（naʻš）」と呼ばれ、3つは「娘たち（banāt）」と呼ばれる。また、［その近くに］
「跳躍（qafazāt）」と呼ばれる［星がある］104）。

＜豚（ḫinzīr）について＞
　豚は［ペルシア語の］「フーク（ḫūk）」であり、有害である。豚に悩まされる人々は、ライオンが
豚を食べてくれることを望むほどである。豚は明け方にやって来て、土地を荒らす。男色に耽け
り、雄同士で姦淫する。ロバやハトも男色に耽る。豚は［妊娠］4ヶ月で出産する。雄 1頭からは
20 頭の子が生まれる。20 年生き、死骸を食べる。豚の頭はロバに似ている。ラクダの耳を持ち、
象の目と鼻、ヤギの尾、羊の蹄、ラクダの睾丸を持つ。牛のように大食いである。豚は片目をくり
抜かれると、死んでしまう。矢や槍の傷に対する耐性があり、［傷つけられても］戻ってきて［攻撃
した］人物に襲いかかる。

＜逸話＞
　イブン・アル＝ヌーシャジャーニー（Ibn al-Nūšajānī）105）は次のように言う。「私は荒野で 6本足
の跡を見つけた。人々は次のように言った。『［雄］豚が雌に乗りかかり、前足を雌の背にかけたま
ま何ファルサングも進んだのだろう』と。」

　夢で見る［野生の］豚（イノシシ）は強力な敵を表し、夢の中での家畜の豚は男色家を表す。ロバ
の背に縛りつけられた豚は、ロバが小便をすると死んでしまう。豚は［神によって］変異させられ
たもの（mamsūḫ）である。「サルまたはブタとされた［者］」［Q5: 60］という至高なるお方のお言葉
にあるように。
　（p. 589）「水の豚（ḫūk-i ābī）」の皮を身につけていると、ワニが近づいてこない。［水の］豚の右
側の歯は瑞兆であり、それを身につける者は尊重される。左側の歯は不吉であり、王の枕の下に置

104）北極星や「2 頭の子牛」、北斗七星などについては、本訳注（2）、432 頁に既出。また、「跳躍」（校訂本では
FQRATとなっているが、巻末の訂正表に従う）は、ビールーニーによると、おおぐま座の足にある 3組の対に
なった 6つの小さな星（いずれも連星）で、ガゼルの割れた蹄の足跡に似ていることから「ガゼルの跳躍（qafazāt 
al-ẓibā）」と呼ばれる星々のことである［山本・矢野訳「ビールーニー著『占星術教程の書』（1）」、351 頁］。

105）校訂本では Ibn al-Nūšajānとなっているが、サーデギー校訂本、および同様の記述のある『動物誌』の表記に従っ
た［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 7, p. 249］。語り手のニスバにあるヌーシャジャーンはいくつかの地理書で言及
される地名だが、この人物については不詳。
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くと、［その王は］退位させられる。［水の］豚の蹄を船に持ち込んでおくとワニに効く106）。
　発情期には、雄が互いに争う107）。自らに泥をつけ、皮膚を鎧のように［固く］する。［豚の発情
期の］兆候は、耳が垂れ下がり、大量の尿をすることである。20 頭の子を産む。雌は 15 歳まで妊
娠する。老いると、横向きになって交尾する。ヒンドゥスターンには豚はいない。豚の皮膚はナイ
フを使わない限り剥ぎとることはできない。豚の骨を人間の骨に接ぐと、傷は癒える。豚を打ち据
えると、子供のように［激しく］泣きわめく。ルームでは、4日間豚に何も与えず、その後満腹に
させる。地面を這いずり回って一気に食べつくし、太る。豚はカシ［の実］を好み、カニを食べる。
第一胃（šikanba）を持たず、反芻しない。割れていない蹄（sum）もあれば、割れた蹄（ẓilf）の場合も
ある。豚の骨には髄がない。豚が犬に噛みつくと、犬の毛はすべて抜け落ちる。豚の糞をリンゴ
［の木］の下で燃やすと、リンゴは赤くなる。豚の群れは夜間、荒野で散らばって過ごす。［そのた
め］豚飼い（rāʻī）は 1頭をつかまえて縛り、その豚が泣き叫ぶまで叩く。［すると］すべての豚がそ
こに集まってくる。子豚には縞模様がある。

＜サル（qird）について＞
　サル（būzīna）には斑点がある。成長すると［体毛が］一色になる。サルは変異させられたもので
ある。「あなたがたは猿になれ。卑しめられ排斥されよ」［Q2: 65］という至高なるお方のお言葉に

あるように。創造主はイスラエルの民に、土曜日に魚を捕ってはならないと命じられた。［それに
もかかわらず］彼らは金曜日に網を仕掛け、日曜日に引き上げていた。［そのため、創造主は］彼ら
をサルにされた。サルは彼らの血筋に連なる動物である108）。（p. 590）「彼らは 3日間生きた後に死
んだ。今いるものは［彼らとは］別種である」と言う者もいる。
　ハバシャ（エチオピア）地方には多くのサルがおり、牛ほどの大きさのものも猫ほどのものもい
る。ハバシャ人はサルで遊ぶ。1匹を犬に跨がらせ、棒と弓をその［サルの］手に持たせる。ザー
バジュの地にあるカークラ（Qāqula）の町109）には、［体が］白色で大きく、立派なあごひげを生やし
ているサルがいる。胸が白く、背と尾が黒く、肩は緑色で、口ひげのあるものもいる。サルの四肢
は人間と似ている。あごひげや口ひげがあり、瞬きをし、笑う。手のひらや指があり、［それらを
使って］食べ、ひと口の大きさにちぎり、殻から実を取り出す。人間を探し求め、ノミを殺す。ミ
スルの境域では織工たちがサルを使役している。［サルは］杼をくわえ、糸の間を行ったり来たり
する。わずかな時間でかなりの量を織り上げる。サルが怠けると、［織工は］1頭の黒い子羊をサル
の前で殺す。すると、サルは怖がり、よりしっかりと働くようになる。
　サルは、いかなる動物も登ろうとしないほどの高い木に登る特技がある。いつもノミを探して
いる。なお、ノミは人間やサルやハトやキツネにつく。サル（kabī）は遊び好きであるが、すぐに
怒り出す。様々な遊びを学習するが、泳ぎはできない。病気になると自らの尿を飲む。サルの肉

106）現代ペルシア語では「水の豚」はアザラシを意味する。しかし、本書や『高貴なる歓喜の書』の該当箇所の記述
から、この語が当時もアザラシを指していたのかどうかを判断することは困難である［Šahmardān, Nuzhat-nāma-
yi ʻalā’ī, p. 64］。

107）『高貴なる歓喜の書』参照［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, pp. 61–63］。
108）この逸話とほぼ同じ内容が、本訳注（5）、367 頁でイブン・ジャンナーフが語ったものとして既出である。その

もとになっているのは、『クルアーン』第 2章 65 節のほか、第 7章 163～167 節に見られる、安息日に漁をした
ためにサルにされた人々の話である。

109）『インドの驚異譚』によると、「カークラの海岸」から 7日行程の内陸にある町であり、マレー半島のテナッセリ
ムに比定される。なお同書には、カークラでムハンマド・ブン・バービシャードという名の水夫とサルが姦通し
た話が記録されているが、これは、本書では「カリータース」という名の町の逸話として述べられている［『イン
ドの驚異譚』（家島訳注）、第 1巻 229‒237 頁; 本訳注（5）、453 頁］。
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はライ病に効く。

＜カトブレパス（FYLQWS）110）について＞
　［カトブレパスは］ギリシア地方にいる巨大な獣で、その皮は柔らかく、様々な色に変化する。
あるときは牛の姿となり、あるときは魚、またあるときは馬の姿になる。様 ［々な動物］がカトブ
レパスのそばにやって来ては騙されてしまう。［カトブレパスは］それらを食べる。ギリシアの人々
は［カトブレパスを］不誠実な者のたとえとして用いる。「奸策を弄する獣（dābba al-[ġaddāra]）」と
言われる。カトブレパスを「ファガージュース（FĠAJWS）」と呼ぶ者もいる。ファガージュースは
（p. 591）「血を啜るもの（ḫūn-ḫwāra）」という意味である。

＜ファガージュース（Faġājūs）について＞
　ファガージュースは、それを見ると必ず死ぬ猛毒［の動物］である。いかなる動物であれ、それ
を目にしたものは死んでしまう。創造主はファガージュースに 2枚の幕のような 2つの眉を創造さ
れた。ファガージュースの顔はその眉で隠されている。［他の動物の］声が［ファガージュースの］
耳に届くと、仰向けになる。［すると、目を覆っている］幕が上にあがり、見たものは死ぬ。子を
産むと［母親は即座に］後ろを向いて逃げる。子を見てしまうと［母親は］死に、子が［母親を］見
ると、子は死んでしまう。雌は洞窟に行き、［暗闇の中で］雄は雌と交尾する。この動物と似たも
のに、サマンド・アスラールがいる111）。サマンド・アスラールを見た者は必ず死ぬ。
　マクラーンの境域に「フライラ（ḤRYRH）」と呼ばれる獣がいる。松明のような 2つの目がある。
いかなる動物も逃れることはできない。そのため、その一帯の動物は、灯りや松明をその動物の目
だと思って逃げ出してしまうほどである。アッラーは最もよく知りたまう。

［第 2章  小型の動物について］

＜キツネ（ṯaʻlab）について＞
　キツネ（rūbāh）は弱々しい動物だが非常に狡猾である。ハリネズミ（ḫār-pušt）に煩わされない動
物はまったくいないが、キツネはそうではない。ハリネズミは球のように身を丸め、犬は歯が立た
ず、蛇は逃げ出してしまう。だが、キツネはハリネズミの背に尿をかける。尿の熱がハリネズミに
伝わると、［ハリネズミは体を］伸ばす。［そこで］キツネは跳びかかってハリネズミの頭をつかん
で食べてしまう。一方、キツネは雌鶏と敵対関係にあり、雌鶏を恐れる。
　ある者のいわく、「私は 1匹のキツネが倒れているのに出くわした。腹は膨れ上がっていた。私は
［キツネが］死んでいると思い、そこを通り過ぎた。1頭の犬がやって来た。キツネは跳び起きて逃
げていった。私が［人々に］このことを尋ねると、彼らは次のように教えてくれた。『犬は嗅覚が鋭
く、死んでいるか生きているかを嗅ぎわけることができる。キツネはそれを知っているのだ』と。」

110）通常、フィールクース／フィールフース（Fīlqūs/Fīlfūs）という綴りは人名のフィリッポスをアラビア文字表記し
たものだが、ここは「カトブレパス（QTBLFS）」の書き損じであろう。プリニウスが伝える架空の動物「カトブ
レパス（うつむくものの意）」の特徴は、次項の「ファガージュース」と類似しており、カトブレパスの棲む場所
はギリシアではなくエチオピア地方となっている［『プリニウスの博物誌』（中野他訳）、1巻 360 頁］。両項目と
も、カトブレパス、マンティコア、バジリスクなど、プリニウスが伝える複数の動物に関する伝承が混ざり合っ
たものと考えられる。

111）サマンド・アスラールは見た者が死んでしまう架空の動物。本訳注（8）、339 頁参照。
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　（p. 592）キツネは自らの棲み処に 7つの出入り口を作る112）。穂をつけた耕作地の中には入らな
い。空腹になると仰向けになり、体を膨らませる。鳥は［キツネが］死んでいると思い、その上に
とまる。するとキツネは鳥を襲い、食べてしまう。ノミがキツネにつくと、［キツネは］一片の骨
か皮を口にくわえて水の中に少しずつゆっくりと入っていき、ノミが［水を避けて］上がっていく
までじっと待つ。やがてすべてのノミがキツネの首や頭に集まり、口にくわえていた皮へと移る。
するとキツネは皮を捨て、水から出る。カイソウ（海葱）（piyāz-i daštī）を食べ、カラスと仲が良い。
キツネの頭を鳩小屋に吊るすと、［ハトは］みな逃げてしまう。キツネの陰茎は管のような形をし
ている。キツネは猫と交わり、珍妙な子を産む。優れた嗅覚を持っており、死んでいるか生きてい
るかを嗅ぎわける。

＜逸話＞
　ある洗濯屋が次のように語っている。1匹のキツネが鶏をくわえてきて、木の下に隠した。洗濯
屋は［その木の下に］行って鶏を取り出し、風呂敷の上に置いた。キツネはまわりをうろついてい
たが、やがて立ち去り、別の何かを持ってきてその木の根元に置いた。洗濯屋は、鶏をもう 1羽
持ってきたのだろうと思い、それを取るために木の下に向かった。［その隙に］キツネは舞い戻り、
風呂敷の上にあった鶏を奪い去った。洗濯屋がその場所に着くと、木の根元には骨が 1本置かれて
いただけであった。

　タバリスターンには、コウモリのように 2枚の翼を持ち、長い歯をしたキツネがいる。

＜ウサギ（arnab）について＞
　「ロバの耳（ウサギ）（ḫargūš）」は弱々しい動物である。前足は短く、後ろ足は長い。眠っている
ときも両目を開いているが、何も見えてはいない。アラブ人が言うには、ジンはハリネズミやダ
チョウや野ネズミ（mūš-i daštī）に憑くが、ウサギには近寄ろうとしない。というのも、ウサギには
（p. 593）月経があるからである113）。この種の［月経のある］動物を殺した者は、日暮れにジンの危
険にさらされ、災いを告げるハーティフの声を聞く。アラブ人は「ウサギの足首を身につけている
者からはディーヴが逃げる」とも言っている。賢人たちは、「［ウサギは］体にも耳にも毛がたくさ
ん生えている。長い耳は、［長い］寿命の証である」と言う。ウサギの寿命がどれほどか、私は知ら
ない。耳が長く前足が短い動物は、ネズミほど［の寿命］であろう。ウサギの血を燭台に入れて火
を灯すと、人間が足を水に浸けているかのように見える。ウサギはたくさんの子を産む。口の中や
足の裏にも毛が生えている。病気になると、葉脈のある葉を食べて快復する114）。

＜テン（qāqum）について＞
　テンは、猫よりも小さな動物である。［全身が］この上なく白いが、尾だけは黒い。サギのよう

112）この話については『高貴なる歓喜の書』に同様の記述がある［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 107］。なお、
その記載はより詳細であり、巣穴の出入り口が外敵に襲われた際の逃走用であることや、穂をつける前の耕作地
で転がりまわって作物を傷める、といった記述が見られる。

113）この箇所については『動物誌』に同様の記述がある［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 6, pp. 46–47］。
114）この一文は写本によって表記の揺れが見られる。テキストには barg-i pay [be-ḫwurad]とあり、「葉脈のある葉を

食べる」と解釈したが、barg pay [be-ḫwurad]と読み、「立て続けに葉を食べる」という解釈もあり得よう。また、
lā写本では「湿った（tar）葉を食べずに快復する」、ma写本では「葦（nay）の葉を食べて快復する」となっており、
『高貴なる歓喜の書』では、「湿った葦（nay-i tar）の葉を食べて快復する」と記されている［Šahmardān, Nuzhat-
nāma-yi ʻalā’ī, p. 100］。
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な優美さがある。クロテン（samūr）と同様に寒冷地におり、「闇の世界」から出てくる。ところでク
ロテンは黒色で、より貴重である。どちらも「闇の世界」からやって来るが［頻度は稀で］、長い時
間を経てもその数はわずかである。
　テンは雪が降り積もったときに捕獲される。テンは雪の中に頭を突っ込んで枯れ枝を探して食べ
るが、黒い尾が外に出ている。猟師がやって来ては、そこにいる限りのテンを捕らえていく。残ら
ず簡単に手に入る。その皮は熱質で、精液を増やす。

＜リス（sanjāb）＞
　テュルク人の地の境域にあるサクスィーン115）にいる動物である。ハシバミの木の上に棲み、そ
こに巣をつくる。リスを狩ることは容易ではない。猟師は深い穴を掘り、（p. 594）その側面を滑ら
かにする。そして一切れの肉をその中に入れ、1人がその穴の中に隠れる。穴の中にリスが飛び込
んでくると、それを捕らえて地面に打ちつけ［て殺し］、皮を剥ぐ。［リスは］寒い土地にいる。そ
の皮は均整のとれた性質（muʻtadil）である。

＜ハリネズミ（qunfuḏ）＞
　［ペルシア語の］「棘の背中（ḫār-pušt）」とはハリネズミのことである。体中が棘で覆われている。
［ハリネズミは］決して眠らない。一方、チーターはどれほど眠っても決して満たされることがな
い。ハリネズミには長い針を持つものもいる。創造主は［ハリネズミが］その針を矢のように飛ば
せるようにされた。トウゴマ（bīd-i anjīr）の木もまた、その実が乾燥すると殻が破れて中から種が
矢のように飛び出す。
　ハリネズミは蛇の天敵で、毒蛇や大蛇（ṯuʻbān）と戦う。蛇をもてあそび、獲りたくなったら捕獲
する。［ハリネズミは］身を丸くする。蛇はハリネズミに体当たりをして、ばらばらになってしま
う。イスラームの民がスィースターンで勝利したとき、［スィースターンの民は］「ハリネズミを殺
さないならば和睦しよう」という約束を交わした。［イスラームの民が］「なぜそれを望むのか」と
尋ねると、彼らは、「我々の土地には毒蛇がいる。それを退治できるのはハリネズミだけなのだ」
と答えた。
　言われているところでは、ハリネズミやイタチは蛇を襲うとき、あるいは蛇に襲われたときは、
野生のオレガノ（saʻtar）を食べ、蛇の［咬み傷による］害を抑える。暗い家の中でハリネズミを亜麻
の紐で吊るすと、星のように光り輝く。

＜猫（sinnawr）＞
　猫（gurba）は優美で清潔な動物であり、人になつく。手と顔を洗い、蟻のように舐める。手で頭
をこすり、祈りを唱えるかのようにつぶやく。住まいは清潔である。昆虫を食べ、蛇を殺す。蛇と
対峙すると、ひげをピンと立て、蛇の目を攻撃する。目をつぶし、蛇の頭に爪を立てる。頭に刺
さった［猫の］両手の爪のせいで蛇は死ぬ。
　（p. 595）［猫は］ネズミの天敵である。アーダムの子孫にとって、ネズミによる害は蛇による害
よりも甚大である。イスラエルの民には 1つの棺があり、その中には 1本のナイフがあった。その
柄頭は猫の頭のようであった。棺からは風が吹き、戦場に持って行くと必ず勝利した。それは天使
たちが運んでいた。この話の意図は、その［ナイフの］柄頭が猫の頭であったということにある。

115）トゥルキスターンにある町。本訳注（5）、426‒427 頁参照。



358

イスラーム世界研究　第 11 巻（2018 年 3 月）　

［逸話］
　中国には猫がおらず、ネズミがはびこっている、と言われている。ある賢人が中国の王に言っ
た。「中国の地からネズミが逃げ出すまじないをかけてみせましょう。」
　王は言った。「必ずやそのようにせよ。その秘策（ḥikmat）こそ今の私に必要なものである。賢人
たちに従おう。」
　賢人は言った。「誰も笑わないことが条件です。笑いは、我が秘策を台無しにしてしまいます
ので。」
　その条件にのっとって事は進められた。賢人は猫の皮を張った太鼓を作った。また、ハリネズ
ミの脂でろうそくを作って灯し、太鼓を叩いた。ネズミたちが家々から逃げ出していった。1匹の
びっこを引いたネズミが泣きながら走っていた。ある人が［それを見て］笑ってしまい、この秘策
は失敗に終わった。［こうして］中国では、パンを食べるのも難しいほど、ネズミがはびこること
になった。猫はかの地では子をなさない。

　トゥースの山々の中にはロバほどの大きさの猫がいる。1000 年も前から、その地には 1匹の動
物がいると言われている。猫のように蛇を食べ、洞窟の中にいる。時折その半身を外に出し、人々
はそれを目撃する。
　猫は排泄物を埋める。それは［猫の］清潔さのひとつであり、ネズミがそのにおいを嗅いで、逃
げてしまわないためである。ネズミの心には猫に対する怯えがある。［ネズミは］猫を見ると、逃
げることを忘れさえする。あまりの恐怖から死んでしまうこともある。ネズミが家の天井にあがる
と、猫は仰向けになって手足を動かし、声を出す。すると、ネズミが落ちてくる。
　猫はくしゃみをし、あくびをし、鼻をふくらませる。子を舐める。蛇や草を食べる。象は猫から
逃げ出す。

＜猫の〔悪しき〕性質＞
　猫は盗みを働く。革布や敷物を引っ掻き、大声で鳴く。水差しをひっくり返す。盛りがつくと、
恥ずべきこと（男色）をする。この［病気のような］欠点は豚とロバと猫にある。ザンジュの人々に
も（p. 596）この欠点がある。とりわけ酒飲み［に見られ、その者の理性］の幕は引き裂かれ、誰に
も止めることはできない。猫は食べるとき、誰かに［食べ物を］奪われてしまうのではないかと恐
れ左右を確認する。どこにでも爪を立てて駄目にする。

＜逸話＞
　スィンディー・ブン・シャーハク（Sindī b. Šāhak）116）は次のように言っている。「猫売りが 1匹の
猫をつかまえ、樽の中に入れた。彼は樽に蓋をして樽を転がした。猫は目が［回って］よく見えな
くなった。その後、猫を 1羽のハトと一緒に籠の中に入れた。買い手はそれを見て驚き、その猫
を買った。なぜなら、猫はハトの卵の天敵であり、ハトを襲わない猫は貴重だからである。［だが］

116）巻末の訂正表に従う。アッバース朝のカリフ、ハールーンに仕え、バグダードの警察長として活躍した人物。
もとはインド出身の奴隷であったと言われる。また、一説では、シーア派イマームのムーサー・アル＝カーズィ
ム（799 年没）殺害の実行者ともされる。息子イブラーヒームは学識と雄弁術の才能で知られ、ジャーヒズの友
人でもあった［EI²: Ibrāhīm b. al-Sindī; EI²: Mūsā al-Kāẓim］。なお、本書のこの段落については『動物誌』にも同
様の記述があり［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 5, p. 339］、おそらくジャーヒズがイブラーヒームから直接伝え聞
いたものを記録したのであろう。
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猫は［めまいが］おさまると、ハトを食べてしまった。」

　夢で見る猫は、病人や泥棒を示す。［純粋な］野生の猫がいるとすれば、それはライオンであろ
う。なぜなら、猫はライオンから創造されたからである。ヌーフの大洪水が起こったとき、動物た
ちは船に乗せられた。［あるときヌーフは］豚を折檻した。血がしたたり落ち、そこからネズミが
創造された。［次に］ライオンが叩かれると血がしたたり落ち、そこから猫が創造された117）。ネズ
ミは船に穴をあけていたので、猫はネズミを捕った。ライオンが豚を食べることに貪欲なように、
猫はネズミを食べることに貪欲である。
　ルームの人々は、猫の肉は寿命を増すと言う。猫が頻繁に鳴く場合は、耳に脂をつめると鳴かな
くなる。斑の猫の血 5ディラムサングをガーリヤ香（ġāliya）118）と混ぜ、それを使用すると、愛さ
れるようになる。猫の睾丸を乾燥させてすり潰し、自分［の体］に塗り込むと、その男の妻は他の
男には欲情せず、夫だけを求めるようになる。これらは、いにしえの賢人たちの言葉である。それ
は死体に使われることもあるが、その信憑性については保留する。
　ところで、野生と野生ではないものがいる動物は、猫、ガゼル、豚、ロバ（ḥumur）である。（p. 

597）野生のものがいない動物は犬である。純粋な野生種しかいない動物は、狼とライオンとヒョ
ウである。
　イエメンとエチオピアの境域には、羊ほどの大きさの猫がいる。その猫を鉄の檻に入れ、両方の
睾丸を引っ張り出して結び合わせる。その猫を叩き続けると、猫の汗が流れ出る。人々はその汗
を採取する。それは「ザバード（霊猫香）（zabād）」119）と呼ばれる。その香りは麝香に匹敵する。「ザ
バード」とは、猫の汗のことである。

＜イタチ（dalq）について＞
　イタチ（dala）は、発情すると猫より［性質の］悪い動物である。雌が雄を押さえつけ、雄の上に
乗る。弱い動物で、たった 1つの傷で死ぬ。その弱々しさにもかかわらず、竜（aẕdarhā）を殺す。
ミスルの人々はそれを「ニムス（マングース）（nims）」と呼ぶ。大蛇（ṯuʻbān）はイタチを見つけると、
跳びかかってイタチに巻きつき、体を膨らませて締め上げる。イタチがうめき声をあげると120）、
大蛇は真っ二つになる。大蛇にとって［イタチは］ハリネズミより有害である。なお、ハリネズミ
は、2つの出入口がある場所に巣穴をつくる。出入り口の 1つは東風の方角にあり、もう 1つは西
風の方角にある。5本の歯があり、5つの卵を産む。子ができると、干しブドウが見つかる場所で
背中をこすって転げまわる。棘の針 1本につき干しブドウが 1粒ずつ突き刺さる。子のところに戻
り、それを食べさせる121）。
　ヒンドのハリネズミ（ḫār-pušt-i hindī）は「ドゥルドゥル（duldul）」と呼ばれる。ペルシア語では
117）ヌーフの方舟では、汚物処理のため象のくしゃみから豚が生まれ、ネズミの多さゆえにライオンのくしゃみか

ら猫が生まれたという伝承がある［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 1, p. 146］。
118）麝香や沈香などを調合した香で、その貴重さゆえに珍重された。
119）lā写本および巻末の訂正表に従い、zabādで読む。アラビア語・ペルシア語の zabādは、英語の civetに転訛す

る語で、本来はこの一語でもジャコウネコを指す。ただし本書では、ジャコウネコではなく、そこから採れる香
料を表している。

120）本文では ZBWTY be-zanadとあるが、このままでは意味がとれないため、同様の逸話を伝える『高貴なる歓喜
の書』の記述（bāng be-zanad）に従って訳出した［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 113］。なお、同書や本書
の典拠であろうジャーヒズの『動物誌』では、「マングース（nims）」の驚異譚として、大蛇に巻きつかれたマン
グースがうめき声をあげて（zafara）息を吸って膨らむと、蛇がばらばらになると述べられている［al-Jāḥiẓ, Kitāb 
al-ḥayawān, vol. 4, pp. 120–121］。

121）この段落の後半部は、イタチではなくハリネズミの話になっている。次段もその続きである。
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「ザンガルト（ZNGRT）」である。［ヒンドのハリネズミは］針を飛ばす。交尾の際、［雄は自分の］
背中を雌の背中とあわせる。蛇が互いに巻きつき合うのと同様である。

＜ネズミ（fār）について＞
　ネズミ（mūš）はアラビア語で「ファーラ（fāra）」と呼ばれ、ヒンドの言葉では「ラクヌージュ
（LKNWJ）」と呼ばれる。卑しく有害な動物である。食べ物があると、尿と糞をかけてから食べる。
ネズミを目にする者は、誰もが驚いて跳びあがる。

（p. 598）＜逸話＞
　次のように言われている122）。大きな蛇がある館に入って来たため、スライマーン［・ブン］・ア
ズラク（Sulaymān-i Azraq）が呼び出された。彼は蛇を捕らえると、頭上で振り回してから地面に叩
きつけた。蛇の喉から 1匹のネズミが飛び出した。スライマーンはそのネズミを怖がって逃げ出し
てしまった。人々は、スライマーンがあれほど［大きな］蛇を殺したのに、これほど［小さな］ネズ
ミから逃げ出したことを不思議に思った。

　ネズミは盗人であり、金や銀を持ち去る。相学者（aṣḥāb-i firāsāt）は、ネズミの〔齧った〕跡や肩
甲骨［に入るひび割れ］や手相の中に様々なものを見て取る。

＜逸話＞
　次のように言われている。アブー・ジャァファル・アル＝マンスールがある村にやってきた。彼
の［羊毛の］敷物がネズミに齧られてしまった。彼は［それを］送り、繕わせた。修繕師は「この敷
物は誰のものか」と聞いた。人々が「マンスールのものだ」と答えると、彼は言った。「そなたに平
安あれ。おお、信徒たちの長よ。神かけて、そなたはカリフ位を継ぐであろう。私が嘘つきでない

限り」と。［その後、マンスールは］カリフ位に就いた。修繕師はネズミが齧った跡からそれを読み
取ったのである。

　ネズミは不潔である。その不潔さは、あらゆる汚物を食べる犬がネズミだけは食べないほどのも
のである。ネズミは家を荒らす。ランプの芯を引っ張って家に火をつけたり、台帳や証書を齧った
りする。井戸に落ちて、人々に甚大な被害を与える。眠っている者に噛みつくと、その人は死ぬ。
［ネズミは］「2つの庭園の住人たち（aṣḥāb al-jannatayn）」123）が死滅した原因であった。［ネズミが］
住人たちの水車小屋（maṣnaʻ）に穴を開けたために、水が 2つの果樹園に流れ込み、荒廃してしまっ
たのである。
　ネズミが争っているところを見たければ、2匹の大ネズミ（juraḏ）をつかまえて、互いの足を紐で
結ぶとよい。そうすると、2匹の大ネズミの間で奇妙な戦いが始まる。夢に現れるネズミは淫らな
男と女を意味する。ネズミは数が多く、昼も夜もいるが、それは次々と生まれてくるからである。
　「モグラ（ḫuld）」はネズミの一種であり、耳は聞こえず、目も見えない。［モグラが］口を開くと、
そこにハエが入ってくる。そこから糧を得る。

122）以下の二つの逸話については、『動物誌』参照［al-Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 5, pp. 256, 303–304］。
123）『クルアーン』第 34 章（サバア章）15‒16 節で述べられる、サバーにあった 2つの果樹園のことであろう。本書第

4部に、「焼かれた双庭園」として名が挙がり、洪水が原因で滅んだと記される［本訳注（5）、482‒483 頁］。
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　ホラーサーンの境域には、火で焼け落ちない大ネズミがいる。（p. 599）ある山に洞窟があり、そ
の中はいつも火が燃えている。夏も冬もこの洞窟の中で暮らしている。大ネズミは大きくて白く、
外に出てくることもあるが、人を見ると火の中に逃げ込む。
　ザーバジュの山々には、多くの「麝香のネズミ（fārat al-miskī）」がいる。「ザバード（霊猫香）」は
その地からもたらされる。

＜ジャコウネズミ（fārat al-misk）＞
　チベットの境域にいる動物である。毎年 1度決まった時期に現れ、麝香液（nāfa）をまき散らす。
［ジャコウネズミは麝香嚢に］膿瘍（damāmīl）のような痛みを抱えており、岩にこすりつけるうちに
［麝香液が］流れ出てくる。岩の表面で乾くと、人々はそれを採取する。［乾燥したものは］この上
なくすばらしい麝香（misk）であり、麝香液よりも良質である。もっとも、［ジャコウネズミを］つ
かまえて殺し、麝香液を取り出すこともあろう。チベットの人々は、他の誰かの所有下にある麝香
液には、その所有者が採取するまでは手を出すことはない。また、この動物の肉はアロエのように
苦く、体全体が脂肪である。ヒヤシンスやマツユキソウ（bahman）、「ヒンディカ（hindika）」と呼ば
れる植物を食べる。この動物はチベットの地から旅をしてヒンドゥスターンの地にやってくる。草
を食み、マツユキソウやヒヤシンスを食べて帰っていく。チベットで麝香液をまき散らす。
　麝香液を隊商で運ぼうとすると、鼻血が溢れ出て持ち運ぶことができない。たとえ覆って隠し
持ったとしても、強烈な匂いを放ち、人々や駄獣を死滅させてしまう。そこで、それは次のように
運ばれる。麝香液を羊毛織の袋（juwāl）の中に入れ、その上にニガヨモギ（afsantīn）を置く。すると、
匂いが収まる。［このように］その地方にある麝香（mušk）は有害な匂いを発し、きわめて危険であ
る。不信仰者の地からカーシュガルまで運び出し、［イスラームの］礼拝の声を聞くと、その匂い
は穏やかになり、害も少なくなる。

［その他のネズミ］
　ファートゥー（FAṬW）の境域には川があり、その泥からネズミ（mūš）が現れる。ある人が次のよ
うに語った。「私がファートゥーで目にしたネズミは、上半身が肉で、下半身は泥であった」と。
また、ある人は「私は［体が］石でできた蛇を見た」と言っている。

　（p. 600）塩化アンモン石（磠砂）（nūšādur）の泉にいるネズミは、そこから赤色［の状態で］出てく
る。1本足で立ち、風にあたると、白色になる。もう一度火の中に入ると赤くなる。アリストテレ
スは次のように述べている。「火があり、人々が［何かを］燃やしている場所には、たくさんのネズ
ミがいる」と。

　［コヘスターンの］ネズミ（fār）について。コヘスターンの境域には大きなネズミ（mūš）がいる。
水路を標的にし、その側面に穴を開ける。すると、水がその穴から下に落ちる。ネズミはその下に
2本足で立ち、頭から水を浴びる。これらはいずれも驚くべきことである。

　「サラマンダー（samandar）」はモグラに似た［ネズミの］一種である124）。毎年脱皮する。その皮

124）「サマンダル（samandar）」は、本書では鳥の項目で、火の中に生きる鳥「サラマンダー」として挙がっているが、
一方で、ここに見られるように、同じく火に耐性のあるモグラや「大きなネズミ」として捉えられることもある。
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は火の中に入れても燃えない。火から出てくると、よりすばらしい色になっている。なお、モグラ
は木の根を食べるが、タマネギの匂いには耐えられない。ニンニクやタマネギを巣の中に置くと外
に出てくるので、それを捕獲する。

　トビネズミ（yarbūʻ）は体が大きく、忌み嫌われるネズミである。穀物を盗む。トビネズミの長老
は高いところに上がり、トビネズミたちが穀物を運んでいる最中に敵を見つけると、鳴き声をあげ
て、トビネズミたちを逃がす。

　イイズナ（ibn ʻirs）は、［ペルシア語の］「ラースー（rāsū）」である。猫よりも小さい。優美な動物
で、手で追い払うといなくなる。口で交尾し、装飾品や宝石を盗む。自分を攻撃した者の衣服を
盗む。ワニの天敵である。ワニは口を開けて、鳥たちに歯の根元を掃除させる。するとイイズナ
（rāsū）はワニの喉に潜り込み、はらわたを食べてしまう。至高至大なる創造主は、あれほど弱く哀
れな動物に対して何もできないように、ワニをお創りになったのである。

＜カメレオン（ḥirbā’）＞
　カメレオンは毎日、日中の 1時間おきに 12 色に色が変わる動物である。太陽が動くにつれて、
カメレオンもまた変化する。［日中は］両手を上げて、太陽に向かって［体を］さらす。（p. 601）太
陽が沈むと、カメレオンもまた巣穴に帰っていく。カメレオンは人間を見ると、息を吸い込んで自
分の体を膨らませるが、害はない。

　

［第 3章］  海の動物について

　知れ。水の動物を特徴づけるのは無知である。水の動物に聡明さはない。だが、〔溺れた人〕を
助けて海岸に連れてくる動物や、罠を見つけると、逃げ出して泥の中に隠れるコイは、その限りで
はない。
　知れ。魚（māhī）は最も数の多い被造物である。魚はアラビア語で「フート（ḥūt）」や「ヌーン
（nūn）」と呼ばれる。数が多く、恩恵に満ちた動物である。「あなたがたは鮮魚を食べ」［Q16: 14］
という至高なるお方のお言葉にあるように。魚は鳥のようである。水の中を飛び、7つの翼（ひれ）
を持つ。魚は耳の弁（dar）で呼吸をすると言われている。2本の角のあいだに鼻孔のある「山の牛
（鹿）」がそれを通じて呼吸しているのと同じである。なお、その鼻孔を見た者は死ぬ。
　魚の中には 1万個の卵を産むものもいる。雄は雌の後ろをつけていき、［卵を］食べる。淡水に
棲む魚には舌と鼻（damāġ）がある。塩水に棲む魚には、舌も鼻もない。いかなる魚も肺は持たな
い。もし魚に肺があったならば、人々は魚たちの声に悩まされていたであろう。

［預言者ユーヌス］
　知れ125）。ユーヌス――彼に平安あれ――は自身の民に神の唯一性（tawḥīd）を呼びかけたが、

現代では、大トカゲやサンショウウオを指す。なお、本訳注の第 2部で「火トカゲ」と訳出した箇所は、「サラマン
ダー」に訂正しておきたい［本訳注（10）、293 頁; 本訳注（3）『イスラーム世界研究』第3巻2号、2010 年、382 頁］。

125）以下のユーヌスに関する逸話は、旧約聖書の「ヨナ書」や『クルアーン』第 37 章（整列者章）139～145 節をもと
にしたものである。
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人々は受け入れなかった。彼は至高至大なる創造主に［自身の民への］懲罰を求めた。「おお、ユー
ヌスよ。急いではならぬ」という啓示が下された。ユーヌス――彼に平安あれ――は懲罰［が必ず
下る］と民に警告していたため、恥ずかしさのあまり（p. 602）民のもとを去り、船に乗った。［船
が］波に襲われると、ユーヌスは「私を［海に］投げ込んでくれ」と言った。［船乗りたちは］「それ
は公平ではない。くじ引きで決めよう」と言った。ユーヌス――彼に平安あれ――がくじに当たっ
た。［船乗りたちは］ユーヌスを海に投げ込んだ。ある魚が彼を飲み込み、その魚を別の魚が飲み
込んだ。［魚は］海の底に行き、世界中の海をめぐった。ユーヌス――彼に平安あれ――は額を魚
の肝臓に当て、真っ暗闇の中で「汝に讃えあれ。本当に私は罪人の 1人でした」と唱え続けた。や
がて、彼は魚の腹の中で痩せ細った。時が過ぎ、彼は［海岸に］吐き出された。ハトの雛が木の下
にヒョウタン［の種］を落とした。毎日ガゼルがやって来ては彼に乳を与えた。だが、そのヒョウ
タンは枯れて萎れてしまった。ユーヌスはふさぎ込んだ。至高至大なる神はおっしゃった。「おお、
ユーヌスよ。おまえはヒョウタンの木のためにふさぎ込んだというのに、10 万人のためにはふさ
ぎ込むことはなかった。［彼らに］懲罰を願い続けたのだから」と。その後、いと至大なる創造主は
火を遣わし、火はユーヌス――彼に平安あれ――の民の頭上で止まった。彼らは許しを求めるため
にユーヌス――彼に平安あれ――を探し続けたが、どうすることもできなかった。彼らはみな荒野
に至り、「罰が下された。ユーヌス――彼に平安あれ――は去ってしまった。我々はどうすればよ
いのか」と言い合った。彼ら［の中の何人か］が「老人が前に出て、祈願するように」と言った。老
人たちは祈願した。次に、女たちが前に出て、「おお、ユーヌスの主よ。弱く哀れな私たちにご慈
悲を」と言った。次に、子供たちが素っ裸になって「おお、ユーヌスの主よ。寄る辺ない私たちを
お許しください」と言った。だが、火は燃え盛ったままであった。至高なるアッラーは、「かれら
が信仰に入った時、その窮状 126）をわれはかれらから取り払った」［Q10: 98］とおっしゃった。［す
なわちペルシア語では、神は］「懲罰の瞬間にユーヌスの民は信仰に入った。われは彼らから懲罰
を取り払った」とおっしゃった。創造主はユーヌス――彼に平安あれ――に次のような啓示を与え
た。「われは汝の民に火を遣わした。それによって汝の誓約は現実のものとなった。彼らのもとに
戻れ」と。ユーヌス――彼に平安あれ――は民のもとに戻った。人々は彼［の説く信仰］に帰依し、
懲罰は彼らから取り払われた。

［大魚ヌーンについて］
　さて、［ヌーンという］魚の本質について述べよう。［この］魚は巨大な生き物であり、これより
も大きな動物はいない。それゆえ、至高至大なる創造主は「ヌーン。筆に誓けて」［Q68: 1］という
誓いを立てられたのである。「ヌーン（nūn）」とは（p. 603）頭上に世界を載せている魚のことである。

＜逸話＞
　ある商人たちは次のように言う。彼らが東方の海に至ったとき、火のように輝く丸い盾のような
光が見えた。水夫らは恐れ慄き、「神は偉大なり」と唱えた。その後、［その光を］通り過ぎ、夜通
し船を進めた。すると、またしても別の光が現れた。彼らは再び「神は偉大なり」と唱えた。彼ら
が通り過ぎた後、商人らはあの渦127）は何かと尋ねた。［水夫らは］「あれは魚の両目だ。［我々は］

126）『クルアーン』第 10 章（ユーヌス章）98 節にもとづくが、「不名誉な懲罰（ʻaẕāb al-ḫizy）」の部分が「窮状
（al-ḍarra）」に置き換えられている。

127）テキストには nawḥaとあるが、nawja（渦）と読み替える。
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その両目の間を移動していたのだ。あなたがたを怖がらせないように［敢えて］教えなかったのだ」
と言った。

＜逸話＞
　北の海のある海域に 1匹の魚がいる。水上高くに現れる。［大きな］翼（ひれ）があり、山 1つ分
を持ち上げられるほどである。その魚が水上に現れると高さが数ファルサングにも及ぶ防壁となり、
翼は水晶のようにきらきらと輝く。これは凪の兆しであり、人々は船を走らせる。この魚が海底に
向かうと、その翼も水の中に沈んでいく。これは時化の兆しであり、人々は船を島に繋ぎとめる。

＜逸話＞
　ある商人は次のように語った。「ある夜、私はハルカンドの海の岸辺に宿営した。大気は澄んで
おり、月は満月だった。1本の塔が水面に現れては天に向かって伸びたり水中に戻ったりしていた。
［それに合わせて］波がうねっては静まった。やがて、別の場所からも塔が現れては戻って沈んで
いった。風は吹いておらず、時化の時分でもなかったために我々は不思議に思った。漁師らにこの
ことを尋ねると、彼らは、『 1匹の魚がいて、月明かりを見て喜んでいるのだ』と言った。」

（p. 604）＜逸話＞
　私はあるアリー家の商人から聞いた。彼はクーラムの王国128）への旅の途上で到着したところで
あった。彼が語るには、彼が海岸にいると、海が波打ち、1匹の魚が岸に打ち上げられた。その魚
の腹からは 70 頭もの水牛の皮が出てきた、ということであった。

＜雷の魚（デンキナマズ）（al-samak al-raʻʻād）＞
　「雷の魚（raʻʻād）」はミスルのナイルにいる魚（māhī）である。手で触れようとする者を麻痺させ
る。網にかかると漁師の手を痺れさせる。棒でこの魚を叩いても〔手は〕痺れ出してしまう。

＜カワイルカ（duḫas）＞
　バスラにいる魚であり、とさかのような冠がある。至高至大なる創造主は、溺れている者を助け
る役割をカワイルカに与えられた129）。［カワイルカは溺れている者を］背中に乗せ、岸に降ろす。
生きている場合は、脇に抱えて支えながら岸まで運ぶ。

＜クーキー魚（qūqī）＞
　死んだふりをする魚である130）。大きな魚はクーキー魚を［死んでいると思って］飲み込む。［クー
キー魚は］腸におさまると、鼻にある 1本の棘で腸を傷つけて［その魚を殺し、食べて］しまう。
クーキー魚の皮が船に持ち込まれると［船は］暴風から守られる。このクーキー魚は船が進むのを
繋ぎとめるほどの力を持つ。

128）クーラムはヒンドゥスターンにある町［本訳注（5）、456 頁］。
129）ビールーニーが「いるか座」の説明で、イルカのことを「人に愛され、溺れた者をその生死にかかわりなく助け

る」と記している。また、典拠であろう『高貴なる歓喜の書』に同様の記述がある［山本・矢野訳「ビールーニー
著『占星術教程の書』（1）」、348 頁; Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 182］。

130）この項は『高貴なる歓喜の書』参照［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, pp. 180–181］。
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＜ウスプール魚（al-samak al-ASBWR）とツバメ魚（parastūj）131）＞
　ウスプール魚（ASPWR）とツバメ魚は［同じような］2種類の魚である。ツバメ魚はザンジバルの
海にいる。ザンジバルの海は（p. 605）悪臭を放っている。かの地からバスラにやってくる。［その
後、］あらゆる危険な波を乗り越えて、元の場所に帰っていく。ツバメ魚がバスラの川にやってく
ると、ザンジバルでは［ツバメ魚を］1匹も手に入れることはできない。
　ウスプール魚はウブッラの川132）に 1 年のうち 3ヶ月だけ現れる。［ウブッラの］人々はウスプー
ル魚がやってくる時期を知っている。ティグリスにやってくると、ザンジバルには［1匹も］いな
い。ザンジバルにいると、ティグリスにはいない。よい水を求めて、危険を冒して移動する。

＜長鼻魚（ḫarāṭīm）＞
　蛇に似た魚であり、ツルハシのようなくちばしがある。その中には鋸のように歯がたくさんある。

［別の魚］
　また牛のような外見をした別の魚がいる。この魚の皮からは革盾（darq）がつくられる。剣はこ
の盾に対して効果がなく、この盾を貫いても抜くことはできない。この魚には乳房がある。これは
非常に珍しい。

＜一角魚（samak-i ḏū al-qarn）＞
　鼻先から鋭い剣のようなものが生えている魚である。何であれ突き刺して運ぶ。ミスルでは海に
生息しているが、ヒンドゥスターンでは陸地にいる。それを「ヒンドの雌牛（baqara al-hind）」と呼ぶ。

＜クジラ（al-samak al-bāl）＞
　大きな魚であり、マグリブの海にいる。その皮は石でできている。船を破壊する。体には柔らか
い部分があり、水夫はそれを知っているので、その場所に矢を射ち込むと、死ぬ。岸に打ち上げら
れ、太陽に晒されて溶ける。その油を船に塗ると、石のように［固く］なる。その生存は船の破滅
となり、その死は船の安泰につながる。この魚には威厳がある。海はクジラによって荒れる。ごく
わずかでも竜涎香を食べると、即座に死んでしまう。

（p. 606）＜魚＞
　周海には、口の大きさが 6アラシュにもなる魚がいる。［他の］魚を食べるが、［食べられた魚は］
この魚の鼻と耳から出て行ってしまう。ビーバーがこの魚の口に入って中を噛み切り、殺してしま
うこともある。この魚の脇腹の骨からオニキスがつくられ、鱗は天井を覆うために使われる。

＜逸話＞
　アブドゥルマリク［・ブン］・マルワーンの時代に、ある魚の死骸が見つかったが、尾の一部が欠
けていた。［全長を］計ったところ、1000 アラシュにもなった。アンダルスの海岸でのことである。

＜サメ（al-samak al-kawsaj）＞

131）ウスプール魚は鯛を指す。ツバメ魚については、本訳注（4）、489 頁を参照のこと。
132）バスラにある川。本書第 3部で既出［本訳注（4）、499 頁］。
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　サメ（kūsa）はウブッラの向こう側にいる魚である133）。［人が］手や足を［水中に］投げ入れると、
何の前触れもなく傷を負わせる。網にかかっても噛みちぎる。いかなるものからも逃げはしない
が、月経用布だけは別である。夜にサメを捕らえた場合、腹には脂肪がある。日中に捕らえても脂
肪はない。［サメは］日中に現れるが、夜になると姿を消す。

＜芳香魚（samak-i ṭībā）＞
　口から麝香の匂いのする魚である。［その匂いに惹かれて］魚が芳香魚の前に集まる。［芳香魚は
それらを］食べて大きくなる。船を襲い、1000 本の剣をも恐れることはないが、月経用布からは逃
げ出す。この魚は「ファートゥース（ケートス）（fāṭūs）」とも呼ばれる134）。

［魚の特性］
　魚の鱗を「海のショウガ（福神草）（qusṭ-i baḥrī）」と一緒にすり潰し、離れてしまった神経にスミ
レの油で塗り込むと、［神経は］つながる。魚の胆汁は目の白斑を取り除く。魚の骨の形をした小
石があり、それは水の中を進む。［その石を］魚の肉と一緒に砕き、女に（p. 607）結びつけると、
子守をするようになる。肝臓の上で結ぶと痛みが鎮まる。半ディラムサングを酢蜜と一緒に食べる
と、黄疸が治る。
　増水もしくは渇水の後にナイルの海の湿った泥を取り、太陽に晒すと、ネズミになり、すぐに走
り出す。この泥で魚の形を作って太陽に晒すと、水の中に入っていくが、しばらくして死んでしま
う。少量の油を透明のガラス瓶の中に入れ、その口を蝋で密閉し、水中の魚の通り道に置くと、す
べて［の魚］がそこに集まってくる。キビとソラマメを砕き、ヤギの脂と牛の血と混ぜ、水で流れ
ないように籠に入れて［水の中に置く］。すると、すべての魚がそこに近寄ってくるので簡単に捕
らえることができる。ニラの種と酢を混ぜ合わせ、数日後に水の中に入れると、魚は［死んで］水
面に浮かぶ。何であれ苦いものを泉に注ぐと、魚は死ぬ。南風が吹くと、［魚の］卵はすべてが雌
になる。北風が吹くと、卵はすべて雄になる。

＜大トカゲ（saqanqūr）＞
　ワニに似た魚である135）。卵から生まれて水の中に入るとワニになり、砂の中に入ると大トカゲ
になる。［大トカゲに］噛まれた場合、水に入って［体を洗う］より前に［大トカゲがその者に］小
便をすると、その人は死ぬ。もしも大トカゲが小便をするよりも早く自分［の体］を洗えば、大ト
カゲの方が死ぬ。大トカゲ［の雄］には 2本の陰茎があり、雌には 2つの陰門がある。2枚の舌を
持つ蛇のようなものである。［もっとも、蛇の舌は］根元で 1つになっている。トカゲの肉は性欲
をかき立てるという特徴を持つ。だが、熱質の男が食べるには適さない。湿質の者には合うが、食
べるのは少しだけにするべきである。

＜ワニ（timsāḥ）＞
　ワニ（nahang）は、［アラビア語では］「ティムサーフ」と呼ばれる。ナイルの水の中にいる。力が

133）この項については『高貴なる歓喜の書』参照［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 179］。
134）この語は qāṭūs、qīṭusなどのヴァリアントがあるが、なかでも「キートゥス」はギリシア語のケートスに由来し、

くじら座を指す。ギリシア神話のケートゥスは、クジラかアザラシなどの胴体に、魚の下半身をした「海獣」で
ある。

135）この項については『高貴なる歓喜の書』参照［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 183］。
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あり、危険な動物で、その頭の長さは体の長さと同じくらいである。尾をライオンに巻きつけ、（p. 

608）ライオンの背［骨］を折る。象を水の中に引き込む。食べたものは全部吐き出す。なぜなら、
尻の穴がないからである。ワニは口が開き、尻の穴が閉じている動物である。
　知れ。創造主が創造されたものは何であれ、下の顎が動く。だがワニは例外で、上の顎が動く。
また、歯が長いため、何も食べられなくなってしまう。食べたものはどれも歯の根元に挟まって
残る。歯が串のように長いからである。ワニは窮した挙げ句、岸辺に行って口を開ける。［すると］
鳥が口の端にとまり、その歯の根元から肉を引き抜いては食べていく。鳥は満腹になり、ワニは安
らぐ。口で捕らえたものは、引きちぎらない限り、放すことはない。どのような鉄［の武器］もそ
の皮膚には役に立たない。頭から尾まで 1本の骨が通っている。仰向けになると死ぬが、それは体
を返すことができないからである。象が倒れると起き上がることができないのと同様である。ワニ
は交尾の際、雌を岸辺に連れて行き、仰向けにする。事が済むと、雌をひっくり返して歩けるよう
にする。獲物を尾でつかまえる。水鳥のように卵を産む。孵ると、［その子は］ネズミのようであ
る。その後大きくなり、［全長は］11 アラシュにもなる。日が経つにつれ大きくなっていく。60 個
の卵を産む。60 本の歯がある。左側の歯を熱のある人に結ぶと、すぐに熱が引く。
　ワニの天敵はイイズナである。鳥はイイズナを見つけると鳴き声を上げ［て知らせ］、ワニは水
中に逃げる。そうでなければ、イイズナはワニの口の中に入って殺してしまう。カバもワニの天敵
であり、ワニを食べる。ワニにはカバに抗う力がない。［ワニはカバの］堂々たる姿に怯えあがり、
萎縮してしまう。同様に、トラはライオンより小さいにもかかわらず、ライオンはトラに屈服す
る。ワニはナイルから出ると死んでしまう。ラクダがテュルクの地では死に、サソリがヒムスでは
死ぬのと同様である。だが、人間は移住しても死なない。空の支配権はオオワシにあり、茂みの支
配権はライオンにあり、水中の支配権はワニにある。
　次のように言われる。ミスルで 1頭のライオンが船内に出没した。ワニがそれに気づいた。両者
は取っ組み合い、（p. 609）ワニは尾でライオンを殴打し、ライオンはワニの頭を押さえ込んだ。ど
ちらも死んでしまい、船上の人々は救われた。ワニは認識したものすべてを尾で捕らえ、水中に引
きずり込む。しかし、陸上では何もできない。
　夢で見るワニは、強大な敵を意味する。ワニはたくさんの足を持つ。体は強靱で恐ろしく、大き
く開く口がある。その卵は麝香の匂いを発する。1度に 60 回交尾をする。冬の 4ヶ月間は誰もワ
ニの姿を見かけない。

＜逸話＞
　次のように言われる136）。ミスルに 1人の王子がいた。占星術師たちは、彼はワニによって死ぬ、
と言った。彼の母親は、その王国の端のナイルの岸に沿って壁を築き、ワニが入ってこないよう
にした。それは「老女の壁（Ḥāyiṭ al-ʻajūz）」と呼ばれる。驚異以外の何物でもない驚くべき建造物
であった。ある日、王子が「そのワニなるものはどのような姿か」と言った。大工が木製のワニを
作った。王子はその姿を恐ろしく思い、それを地面に叩きつけた。木片が飛んで彼の目に突き刺さ
り、脳にまで達した。彼は即座に命を落とした。

＜カエル（ḍafdaʻ）＞
　［アラビア語の］「ダフダゥ」とは、［ペルシア語の］「カエル（bazaġ）」のことである。水に棲み、

136）この逸話は、本書第 4部に地名として挙がる「老女の壁」の項に見られる［本訳注（5）、408 頁］。



368

イスラーム世界研究　第 11 巻（2018 年 3 月）　

忌まわしく、強力な毒を持つ。それを絞ると、陸のものにとっても海のものにとっても猛毒の油が
得られる。水の中以外では鳴くことができない。火を見ると静かになる。ホラーサーンでは［カエ
ルの］雨が降り、屋根がカエルで埋め尽くされる。雲から降ってくるとすれば、驚くべきことであ
る。創造主が生命を吹き込む息吹（rīḥ-i lāqiḥa）によってたちまちに［カエルの雨を］創造されるの
だとすれば、それもまた驚くべきことである。中に氷のある氷室には、（p. 610）カエルがいないと
いうことがない。ユーフラテスの水量が増すと、その近くにある氷室に水が流れ込む。卵を産ま
ず、雌雄の区別もない魚がそこで見つかる。
　カエルは、洪水同様、イスラエルの民に対する懲罰であった。「そこでわれはかれらに対し、洪
水やバッタやシラミ、カエルや血などを送った」［Q7: 133］というお言葉にあるように。イスラエ
ルの民にとって、カエルの被害は洪水よりもひどかった。家も服も井戸も寝間着もカエルでいっぱ
いになるほどたくさんのカエルが降った。夫婦が寝ていると彼らの上に群がり、釜で料理をしてい
ると釜の中に跳び込んだ。椀があればその中に跳び入り、食べ物があれば飛びついたものだった。
ユダヤ教徒たちはそれに悲鳴をあげ、創造主は［お赦しになって］彼らから［カエルを］取り払われ
た。［しかし］彼らは再び背信し、血の洪水が起こった。海の水も井戸の水も泉の水も［すべて］、
信心深い人々のものを除き、血のようになった。彼らは信心深い者の水差しを取り上げたが、水は
不信仰者の口に入ると血に変わったのである137）。この血の洪水は何よりもひどいものだった。
　知れ。カエルは［4元素のうちの］空気から生じる。酒の中にカエルを入れるとすぐに死ぬが、
もう一度水の中に入れると生き返る。泳ぎがうまい。創造主は、カエルの体に骨をお創りにならな
かった。［そのため］カエルは水の中で生きる。岸辺に卵を産む。夢にカエルが現れると、それは
熱心に神を崇拝する者［の意］である。だが数が多い場合は、懲罰を意味する。

＜カメ（sulaḥfāt）について＞
　［アラビア語の］「スラフファート」とは、［ペルシア語の］「甲羅の背中（lāk-pušt）」のことである。
水のものも陸のものもいる。［骨と肉が］逆になった動物である。巣を背負って持ち歩く。皮膚（甲
羅）は、［カメの］家でもあり、武器でもある。敵に［遭遇して］怖くなると、頭を中に引っ込めて
その身に危害が加わらないようにする。蛇と戦う。蛇の腹に噛みつき、頭を甲羅（lāk）の中に入れ
る。蛇は体当たりを加え続け、ついには死んでしまう。卵を産み、地面の下に埋めると、子がそこ
から出てくるまでその上に座って温める。カメの血と卵は癲癇に効果がある。

　

（p. 611）［第 4章］　毒蛇（afāʻī）と竜（ṯaʻābīn）と蛇（ḥayyāt）について

　知れ。世界には、驚くべきものや珍しいものが、記録されているよりもはるかにたくさんある。
あらゆる驚異は、次の章句のもとにある。至高なるお方のいわく、「天と地を創造し、暗黒と光明
を定められた」［Q6: 1］。幽質なもの（laṭīf）はすべて天にあり、稠密なもの（kaṯīf）はすべて地上にあ
る。闇のものはいずれも悪魔であり、光のものはいずれも天使である。闇は光に先んじて創造され
た。すべての始まりは闇であり、その後に太陽の光が創造されたのである。すなわち、一日の始ま

137）水が血に変わる現象は、イスラエル人が奴隷であったころのエジプトを襲った 10 の災いとして、「カエルの雨」
などとともに言及されている。「出エジプト記」の 7～11 章を参照のこと。なお、『クルアーン』（第 7章 103‒
137 節）では、カエルが降り注いだのはユダヤ教徒ではなく、イスラエルの民が移り住んでいたエジプトのフィ
ルアウン（ファラオ）とその民に対してである。
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りは夜であり、その後に昼がくる。また、夜にはすべてのものが休息する。

＜逸話＞　
　次のように言われている。創造主は天国をお創りになり、リドワーン（Riḍwān）138）に「天国の中
を見回り、黒いものと暗いものをすべて持ってこい」とおっしゃった。それらから夜をお創りに
なった。次に地獄をお創りになり、マーリク（Mālik）139）に「地獄にある白いものと明るいものをす
べて持ってこい」とおっしゃった。それらから昼をお創りになった。その後、この世界に様々な動
物たちを創造された。［その中には］蛇のように腹這いに進むものや、人間や鳥のように 2本足で
歩くものや、獣のように 4本足で歩くものがいる。

　手も足もない蛇の歩き方は驚くべきものである。［蛇は］その全身を動かして進む。人間は、四
肢のうち 1 つでも欠ければ、歩行が覚束なくなる。手がなければ走ることができない。まして
や、足がなければ［歩くことすらできない］。また、蛇は脱皮するたびに若返る。最初は「ハイヤ
（ḥayya）」であり、次の段階は「ジャーン（jān）」であり、3つ目の段階で「スゥバーン（ṯuʻbān）」と
なる。スゥバーン（竜）は 1000 年生きる。その印は前髪が生えていて、背中にも毛が生えている
ことである。それを見た者は死ぬ。ハイヤの中には、声で人を死に至らしめるものもいる。（p. 

612）「回るもの（dawwāra）」と呼ばれるものは、ひき臼のように回りながら口を開けてやって
くる。「角つき（muqrina）」と呼ばれるものは、2 本の角があり、真珠貝のように白い。「冠を戴
くもの（mukallala）」と呼ばれるものは、冠［のようなとさか］を持つ。それは「蛇の女王（malika 

al-ḥayyāt）」と呼ばれ、その息によって動物は死に、その蛇がいる場所に植物は生えない。

＜竜（ṯuʻbān）とその特性について＞
　さて、竜（aẕdarhā）は希少で、それぞれの時代に 1匹しかいない。アジャムの王であるイスファ
ンディヤール140）の時代に、1匹の竜がカシュミールの境域に現れた。［この竜は］各地を荒らしま
わっていた。竜が現れた境域では、人々が［竜に］立ち向かっていた。イスファンディヤールはこ
のことを気にかけ、「私は神に何と申し開きをしようか。私が民からこの竜の害を取り除かないの
ならば」［と言った］。彼は軍を集め、カシュミールに向かった。彼は軍に対して、「みなの者、ご
きげんよう。私からの別れの挨拶だ。私はこの動物を必ずや殺す」と言った。その境域の人々は
言った。「油断なされるな。竜退治に向かった者は誰ひとりとして帰ってきておりません。あなた
が竜のことを知りたければ、某の山の頂に行き、そこで一夜を過ごしなさい。そうすれば、それが
どういうものかわかるでしょう。」
　［イスファンディヤールは］その夜、山の頂に行った。一晩中そのあたりから火が立ちのぼり、
空にのぼっては消えてを繰り返した。人々は、「この動物が息を吐くたびに、その息は火に変わる
のです」と言った。昼になると、真っ黒な煙が空へのぼっていった。イスファンディヤールは投石
器を造らせた。剣を抜き、自身をそこへ投げ打てと命じた。［イスファンディヤールは］竜の頭に
投げ落とされると、剣をその胴に振り下ろした。竜は真っ二つにされながらも彼に飛びかかり、両

138）天国の門番を務める天使の名［EI²: Riḍwān］。
139）地獄の門番を務める天使の名。『クルアーン』第 43 章 77 節に見られる「（地獄）の看守」がこの天使だとされる。
140）イランの伝説上の王朝であるカヤーン朝の王子で、英雄ロスタムとの戦いと彼の悲劇的な最期は有名。彼が成

し遂げた 7つの偉業の中に竜を討伐したことも含まれる［EIr: Esfandīār］。
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者はともに死んだ。イスファンディヤールはその身を民に捧げ、かの災厄から世界を救った。
　この竜（ṯuʻbān）は陸のものであったが、海竜（tinnīn）や海蛇（ḥayya al-baḥr）や「海のライオン（asad 

al-baḥr）」やワニのように、竜には海のものがより多い。

（p. 613）＜南の不思議な獣＞
　ある者は次のように言う。灼熱の地で、1匹の動物が捕らえられた。それは暴れまわり、人々は
押さえつけることができなかった。それは鎖でつながれ、やがて死んだ。その皮を剥ぐと、黄色
で、表面に黒い斑点があり、他に赤い斑点もあった。頭の後ろから尾の先まで 1本の筋が延びてお
り、その筋の幅は 1アラシュであった。［筋は］尾に向かうにつれて次第に細くなり、［最後は］髪
の毛ほどであった。その皮は、驚嘆とともにハバシャの王のもとへもたらされた。それは竜の一種
であった。

＜蛇（ḥayyāt）について＞
　知れ。蛇（mār）は老いると 2つの石の狭い隙間に入っていき、皮を剥いで出てきて若返る。600
年間生きる。皮を脱ぎ捨てると、背中の斑点が現れる。斑点の数は蛇の生きた年数である。毒蛇
（afʻā）は全身をつぶされても死なない。トカゲやハイエナのように、音を立てて巣から出てくる。
蛇が穴に頭を入れると、象の力をもってしても外に出すことはできない。もっとも、左手ではでき
るが、両手ではできない。秋に脱皮するが、それは実の皮ではないため、皮をナイフで剥ぐことは
できない。蛇は発情すると互いに巻きつく。
　次のように言われている。双頭の蛇は 30 の腹があり、土の中に 30 個の卵を産む。そこに虫がつ
く。［蛇は］共食いを繰り返し、強いものが生き残る。サソリが蛇を刺した場合、［蛇は］ニガウリ
（kadū-yi talḫ）を食べてよくなるが、それが手に入らないと死んでしまう。

＜水蛇（ヒュドラー）（うみへび座）（šujāʻ）＞
　［天の］南極に 1匹の蛇の姿があり、25 個の星からなる。その首のところに大きな星があり、「孤
立したもの（fard）」と呼ばれている141）。また、「肋骨の軟骨（šarāsīf）」や「天幕（al-ḫibā’）」と呼ばれ
る星もある142）。「天幕」は大きな星である。

（p. 614）＜ドルフィン（dulfīn）の姿（いるか座）＞
　「ドルフィン」は 10 個の密集した星々であり、アラブ人はそれを「若いラクダ（qaʻūd）」と呼び、
一般の人々は「十字の柱（ʻamūd al-ṣalīb）」と呼んでいる143）。その星座は［天の］北極にある。

＜蛇使い（へびつかい座）（al-ḥawwā）と蛇（へび座）（al-ḥayya）＞

141）うみへび座の α星（アルファルド）のこと。「蛇の首」とも呼ばれる星で、同じ等級の星と離れていることから、
「孤立したもの」という名がついた［An Eleventh-Century Egyptian Guide to the Universe, p. 566］。

142）この箇所はテキストが「天幕の剣（sayf al-ḫibā’）」となっているが、巻末の訂正表に従い、šarāsīf（肋骨の軟骨）
と al-ḫibā’（天幕）の 2つにわけて読む。前者は、現在ではうみへび座の ν星（およびコップ座 β星）の名称と
なっているが、かつては「繋がれたラクダ」とも呼ばれた星の集まりで、アルファルドとからす座の間にある星
へのベドウィンたちの呼称である。アル＝スーフィーはうみへび座とコップ座にある 10 個の星をこのように呼
んでいる。また「天幕」は、からす座 α星（アルキバ）のことである［An Eleventh-Century Egyptian Guide to the 
Universe, pp. 591, 641; 山本・矢野訳「ビールーニー著『占星術教程の書』（1）」、353 頁］。

143）いるか座の菱形を構成する 4 つの星の集まりを指す［An Eleventh-Century Egyptian Guide to the Universe, pp. 
536, 655］。
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　［天の］北極には「蛇使いと蛇」と呼ばれる 1つの星座がある。1匹の蛇を手にして立っている男
［の姿］である。男は 24 個の星からなり、蛇は 18 個の星からなる。アラブ人はその一部を「イエ
メン（南）の連なり（nasaq-i yamānī）」と呼び、一部を「シャーム（北）の連なり（nasaq-i šāmī）」と呼
ぶ144）。［それらの］あいだには庭園がある145）。

　「イスキールース（ASQYLWS）」は、白い骨でできた冠をもつ蛇である。「冠のある蛇（al-ḥayya 

al-mukallala）」とも呼ばれている。アラブ人は「蛇の女王」とも呼ぶ。顎の下から平たい骨が見えて
おり、背中には毛が生えている。人間はその声を聞くと死ぬ。またその姿を見ても死んでしまう。
［その蛇が］いる場所には、草が生えない。

　続いて、蛇の特性について述べよう。

［蛇の特性］
　妊婦が蛇の［這った］跡に足を置くと流産する146）。蛇は裸の人間の上で眠る。服を着ていると、
その者を恐れる。蛇は、牛の角や蘇合香（mayʻa）やマジョラム（marzanjūš）を恐れる。「太陽もどき
（šamsa）」と呼ばれる蛇は、目が見えなくなると、7日間太陽に目を向け続ける。すると視力が戻る。
　レイからアームルに行く道に 1匹の蛇が現れ、人々や動物を殺していた。［ある日］ヒンド人の
男奴隷に咬みつくと、その蛇は死んだ。ザンジュ［やヒンドの人々がもつ熱質］の過度な強さが、
蛇の冷質に（p. 615）勝ったのである。
　次のように言われている。蛇はもともと天使であり、天国にいた。［あるとき蛇は］イブリース
を口にくわえて天国の中に連れていった。創造主は蛇に対してお怒りになり、手足を奪って、腹で
這うようになされた。歯を 2本だけにされ、舌を二股にされた。イブリースをくわえた口を毒の泉
とされた。食べ物は土からのものに限り、棲み処は荒れ地に定められた。そして「もし汝に慈悲を
かけるものがあるならば、私はそやつを呪うであろう」とおっしゃった。

＜［蛇の］毒について＞
　知れ。毒には様々なものがあるが、蛇の毒は［きわめて強く］、蛇が 1頭のラクダを咬んだ場合、
そのラクダの乳を飲んだ子が死んでしまうほどである。その後しばらく経ってから母親も死ぬ。と
いうのも、毒は四肢や心臓に達するより先に、血や乳に流れ込むためである。子が乳を飲むと、子
ゆえの［体の］弱さも手伝って、母親よりも先に死んでしまう。同様の理由で、女が酒を飲んでか
ら子供に乳を与えると、子は母親よりも早く酔う。また、もし母親が下剤を飲み、乳を与えると、
子供が先に腹を下す。
　創造主は蛇から手足を奪われたが、蛇にも分け与えられたものがある。蛇をよく見てみると、煙
のように黒々とした 2つの舌を持ち、その舌を火炎のようにチラチラと出すが、［炎とは違い］黒
い。一方、毒蛇には炎のように赤い舌がある。［蛇は］鳥よりもすばやく動き回る。ハバシャには

144）いずれもテキストには rāsiqとあるが、ma写本に従い、nasaqと読む。前者はへびつかい座の 2つの星とヘルク
レス座の腕の 9つの星、およびこと座の 2つの星から構成される。後者はへび座の 4つの星とへびつかい座の
10 の星から構成される［An Eleventh-Century Egyptian Guide to the Universe, p. 611］。

145）へびつかい座の「南の連なり」とヘルクレス座の「北の連なり」の間の部分は「牧草地（牧場）」と呼ばれていた
［An Eleventh-Century Egyptian Guide to the Universe, p. 611; 山本・矢野訳「ビールーニー著『占星術教程の書』
（1）」、352 頁］。

146）『高貴なる歓喜の書』に同様の記述がみられる［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 175］。
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羽を持った蛇がおり、輿の中に飛び込んでくる。

＜逸話＞
　アブー・ジャァファル・アル＝マクフーフ（Abū Jaʻfar al-Makfūf）は言う147）。「バルアム（Balʻam）148）

の砂漠に蛇がいる。暑さが厳しくなり、地面が焼けるようになると、尾を砂に差し込み、棒のよう
に直立する。鳥は蛇を棒と勘違いし、蛇の上にとまる。［すると］蛇は鳥をくわえ込み、食べてし
まう。」

　蛇はマクワウリを好み、その中に入って眠る。また、カラシやリンゴやバラも好む。（p. 616）ヘ
ンルーダやヨモギ（dirmana）からは逃げ出す。カエルがサフランから逃げるようなものである。蛇
は卵を産むこともあれば、子を産むこともある。というのも、卵が腹の中で割れてしまうからで
ある。蛇は頸椎を粉砕されない限り、死ぬことはない。1匹の毒蛇を殺し、塩水で洗う。そして
種々の薬と一緒にすり潰し、蜂蜜に入れて練り薬を作る。1年後、［その練り薬を］手のひらに置
き、唾液で湿らせる。［すると練り薬の］粒が動き出す。この練り薬を服用すると、霊魂の熱が増
大する。蛇は 40 年間水を飲まなくても死なないと言われている。というのも、蛇は食べ物を必要
とせず、風のそよぎがあれば生きていけるからである。蛇が泉の近くに巣を作ると、泉の水は熱く
なる。『論理学（al-Manṭiq）』の著者［アリストテレス］は、「双頭の蛇が現れた。行ったり来たりし
ながら、朝には一方の頭が、夜にはもう一方の頭が食べていた。ついには両方の頭が噛みつき合っ
た」と言っている。一部の蛇には毛が生えており、一部の蛇には角が生えている。後者を「角持ち
（aqran）」という。

＜逸話＞
　次のように言われている149）。「チェス指しの砂糖（Šikar al-šaṭranjī）」という名の愚かな男がいた。
彼には鼻がなかったが、それは次のような事情によるものであった。彼は蛇使いを見て、「私に
［蛇］芸を見せてみよ。ただし、私には毒が回らないようにな」と言った。蛇使いは、「こいつは毒
蛇だ。咬まれたら象すら息絶えるぞ」と言った。彼は「もちろん［ただでとは言わん］」と言い、数
ディーナールをその若者に渡した。まじない師［の蛇使い］は〔金に〕目がくらんで、毒蛇を腕に
絡ませた。その首をつかんで、彼の鼻先に持っていった。蛇は鼻を咬んだ。彼は叫び声をあげた。
人々は蛇使いを捕らえ、蛇たちを始末した。「砂糖」の鼻は落ちた。

　蛇は骨のあるものを食べると、自らを木に絡みつける。こうしてすべての骨を腹の中で砕くので
ある。蛇はたとえ尾の 3分の 1が切り落とされても、また生えてくる。

（p. 617）＜逸話＞
　次のように言われている。ある者が木の根元で眠っていた。1匹の蛇が木から垂れ下がってきて、
寝ている男の頭を咬んだ。男は目を覚ました。［別の］男が「蛇がおまえの頭を咬んだぞ」と言うと、

147）この逸話は、『動物誌』と『高貴なる歓喜の書』に見られる。ジャーヒズによれば、語り手はアンバル族の
出自であり、そのため以下のバルアムなる場所は「アンバル族（ʻAmbar）の砂漠」となっている［Jāḥiẓ, Kitāb 
al-ḥayawān, vol. 4, pp. 107–108; Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, p. 175］。

148）旧約聖書の「民数記」に登場するバラムのことか。新約聖書では民を惑わす悪人として描かれる。
149）『動物誌』にほぼ同様の記述がある［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 4, pp. 147–149］。
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［それを聞いた男は］ひとしきり嘆いた後に死んでしまった。というのも、最初は何ともなかった
のだが、恐怖心から毛穴が開き、毒が体中の血管や体の奥底に行きわたり死んだのである。

［海竜について］
　さて、竜（aẕdarhā）はより珍しく、希少である。アラビア語では竜を「スゥバーン」と言い、
テュルク語では「イラン（īlān）」と言う。竜に噛まれると、練り薬（taryāq）もまじないも効果がな
い。水中にいるものは「ティンニーン（海竜）」と呼ばれ、何ファルサングもの長さがある。8本足
（muṯamman）で、鱗に覆われている。鱗 1枚は 1シブル（šibr）150）ほどもある。2枚の翼がある。イ
スハーク・ブン・アル＝ファドル（Isḥāq b. al-Faḍl）は、「1匹の海竜が雲から岸辺に落下して死んだ。
その悪臭で死んだ人々もいた。やがて至高なる神が洪水をもたらし、海竜を海に流された」と言う。
海竜の敵は雲である。［雲は］海竜を海から引き上げ、荒野に落とす。［海竜は］ゴグとマゴグの糧
であると言われている151）。

＜ナドナード（naḍnāḍ）152）について＞
　ナドナードは黒い蛇で、南の砂漠にいる。人間の顔を持ち、口からは黒い煙を吐く。巻き髪があ
る。ヒンドの人々はその心臓を食べる。あまりの辛さゆえに明敏になり、動物たちの話し声を理解
できるようになる。竜の首を家の中に埋めると、財宝が出てくると言われている。以上はヒンドの
賢人たちの言説である。

＜サマンド・アスラール（samand-aslār）について＞
　これは南の国にいる蛇の一種である。誰であれそれを目にした者は命を落とす。［サマンド・ア
スラールが］いる場所には、その毒と蒸気のために、何ファルサングにもわたって草が生えない。
次のように言われている。1匹［のサマンド・アスラール］が（p. 618）［南の果ての］人の住める地の
境界に出没した。騎兵が近づき、槍で突いたところ、その毒が伝わり、騎手も馬も死んでしまった。
　サマンド・アスラールには 2本の〔角〕と 2枚の翼があり、背中には毛が生えている。サマンド・
アスラールを見ることは毒であり、［死にいたる］。

＜毒蛇（マムシ）（afʻā）について＞
　毒蛇は蛇の一種で、細長い目をしている。その［咬み］傷からは誰も助からない。というのも、
1ヶ所咬まれるだけで、全身に痛みが走るためである。毒蛇の特徴は次のようなものである。目を
閉じることがなく、その目は細長い。他の蛇の舌は黒いが、毒蛇の舌は赤い。塩化アンモン石の一
片を口に含み、その唾液を毒蛇にかけると、［毒蛇は］死ぬ。蛇は酒を好み、飲むと酔う。

　［蛇については］この程度で十分であろう。次に、毒の性質とその種類について述べていこう。
それは、毒に用心するためである。ただし、向こう見ずなことをしないよう、無知な者や女たちに
言ってはならない。

150）シブルは長さの単位。親指と小指を張った長さ。
151）本訳注（3）、390 頁参照。
152）猛毒を持ち、非常によく動き回る蛇や、舌をチロチロとよく動かす蛇のこと［LN: Naḍnāḍ］。なお、現代アラビ

ア語では、この語はハリモグラやカモノハシを指す。
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［第 5章］　毒［と毒をもつ動物］について

　〔毒の中には〕蛇の毒のように溶解作用（iḏābat）によって殺すものもあれば、サソリの毒のよう
に凝固作用（ijmād）によって殺すものもある。また、サフランのように高揚作用（tafrīḥ）によって殺
すものもあれば、コリアンダー水（āb-i gišnīz）のように抑鬱作用（andūh）によって殺すものもある。
毒には傷をつけたり、打撃を加えたりする力はない。しかし、創造主のみがご存じの特性があり、
神は［その特性をそれにふさわしい］ものの中にお創りになる。
　猛毒サソリ（jarrāra）が卵を産もうとするときは、岩に尾を刺して穿ち、その中に卵を産む。だが、
サソリの尾［そのもの］には［何かを］裂いたり砕いたりする力はない。「チガヤ（ḥalfā）」と呼ばれ
る棘のある植物（dahla）の茎は、その弱々しさにもかかわらず、上に煉瓦があると、煉瓦を割った
り押しのけたりする。

（p. 619）＜逸話＞
　アブー・ウッターブ（Abū ʻUttāb）は次のように言う153）。「バスラの銅貨が 1枚、石の間に挟まる
ようにして地面に貼り付いていた。チガヤが銅貨の下から生えてきて、銅貨を割ってしまった」と。

　チガヤには叩き割る力はないが、［銅貨を割るという］何らかの特性を持つ。稲妻もまた同様で
あり、研ぎ師の店に落ちると、刀身はいずれも熔けてしまうが、鞘はそのまま残る。稲妻は自らと
同種のものに向かう。ディルハム銀貨を持っている人に稲妻が落ちることがあるが、［銀貨を］熔
かす一方で、人を殺しこそすれ、熔かしはしない。
　バスラの水夫たちは雷雲を見分けることができる。［雷雲が来ると］しばらくの間、真鍮製のも
のを甲板に出さない。というのも、［稲妻が真鍮を］熔かすからである。その真意は至高なる造物
主のみがご存じである。同様に、サソリが尾で大釜を刺すと穴があくが、鏃では大釜を突き通すの
は困難である。ヒンドの人々は、「毒は［対象との］近さで殺す」と言っている。
　毒は夜に効果を発揮する。なぜなら［毒に侵された者は］夜通し叫び続けるからである。太陽が昇
ると刺された者は静かになる。というのも、夜、体内は［外部］より熱くなるからである。また、毒
は［刺された］者の弱さに応じて効力を発揮するので、サソリが 2人の人間を刺しても、1人が死に、
1人が生き残るということもあり得る。治療法は、湯と一緒にハシバミの実を服用することである。
　知れ。蛇は葦の茎で死ぬ。また、少量の葦の成分をかけても死ぬ。ザクロの枝で人を叩くと死ん
でしまうのと同様である。

［毒の特性］
　［熱して］赤くなったナイフを窯から取り出し、ロバの乳に浸す。そのナイフが［誰かを刺して］
（p. 620）血に達すると、血中で湿質を増加させることなく毒の代わりとなる154）。同様に、毒を消

153）この逸話や、次の剣や銀貨と稲妻については、『動物誌』に同様の記述がある。『動物誌』では、語り手のアブー・
ウッターブはイブラーヒーム・ブン・ジャーミゥ（Ibrāhīm b. Jāmiʻ）という名で知られるも、この人物の詳細につ
いては不明である［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 4, pp. 315–316, vol. 5, p. 167］。

154）四元素・四体液説によると、血液は「熱」と「湿」の性質をもつ。それに対して、熱したナイフやロバの乳は「熱」
であり、これにより血中のバランスが崩れて毒となるということであろう。
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す解毒剤にもなる。この特性を「相反（mulāqāt）」という。
　 
［蛇の作り方］
　ワニの脳かその卵を小麦と一緒によく噛み、それを藁にくるみ、カシの木の灰の下に埋めると、
40 日後に頭がワニに似た蛇がそこから現れる。［その蛇は］40 日間生きた後に死ぬ。それを日陰で
乾燥させて少量を食べると、知性が身につく。
　足の長いクモを何匹かガラス瓶の中に入れ、そこにロバの乳を満杯になるまで注ぐ。そして 3日
3晩寝かせてから［クモを］取り出し、カメ（kašaf）の脂で練り込み軟膏をつくる。さらに赤い羊毛
と一緒にガラスの中に入れ、7日 7晩糞の下に置いておく。すると、邪悪な蛇ができる。もしクモ
の代わりに麦芽酒（būza）を用いると、すばしっこいハエができる。これらは、実験にもとづく〔い
にしえの〕賢人たちの言説であるが、その信憑性については保留する。

＜サソリ（ʻaqrab）について＞
　さて、「曲がった尾（サソリ）（kaẕ-dum）」は有害な動物である。冷質で、人間の血液を凝固させる。
一方、蛇の毒は熱質である。致死性の毒を持つサソリはアフワーズ、シャフラズール（Šahrazūr）155）、
ナスィービーンにいる。［ナスィービーンにサソリがいる理由は次のとおりである156）。］ナスィー
ビーンが包囲された際、事態は膠着した。［包囲軍は］いくつもの壺をシャフラズールのサソリで
いっぱいにし、投石器でナスィービーン［の町の中］に投げ入れた。やがて町は降伏したが、サソ
リが増殖したのである。
　サソリを穴から釣り出したいと思うならば、イナゴを棒に結び、穴の中に入れる。するとサソリ
ははさみで棒をつかむので、それを外に釣り上げ、殺す。サソリには 8本の足があり、［さらに］2
本の歯で補っている。目は背中側についている。妊娠すると死んでしまう。というのも、子らが母
親の腹や脇（p. 621）を食い破り、脇から出てくるためである。風が吹く夜には［サソリが］出てく
る。風がないと蚊が湧き、サソリの背にとまって穴を開けるため、サソリは死ぬ。サソリは猫に対
して無力である。黒い蛇を好み、その巣穴の中にいる。
　言われているところでは、［かつて］1匹のサソリがある預言者を刺した。［その預言者は］「サソ
リに呪いあれ。実に恐れ知らずだ。誰を刺したと思っているのか」と言った。また、あるアラブ人
が風邪を引いた。天文学者が「この風邪は、太陽が天蠍宮に入ったことによるものです」と言うと、
アラブ人は「サソリにアッラーの呪いあれ。地上にいても有害などころか、天にいてもそうなのだ
から」と言った。
　サソリの刺し傷に対する最良の薬は、オレンジの皮である。すり潰して蜂蜜に入れて飲むと、た
ちどころに痛みが鎮まる。アフマド・ブン・ザイド（Aḥmad b. Zayd）は次のように言っている。「私
は 1人の明るい赤肌の人物に会った。サソリがその人物を刺すと、決まってサソリの方が死んだ。」

［サソリの特性］
　サソリの特性は次のとおりである。サソリの〔針〕を男の尿の中に漬けると、その針を取り出さ

155）クルディスターンのディーナワルの北西にある町。10 世紀の地理学者イブン・ハウカルが、シャフラズールを
クルド人が住む、城壁を備えた都市として伝えている。そのほか、14 世紀のムスタウフィーに至るまで、複数
の地理学者がこの町に言及している［Le Strange, The Lands of the Eastern Caliphate, pp. 190–191］。

156）以下のナスィービーンにサソリがいる理由については『動物誌』で述べられている［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 
5, p. 358］。
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ない限り、必ず病気になる。サソリはルッコラ（jirjīr）やパピルス（bardī）を好み、それらが茂る場
所には必ずいる。バジル（bādrūj）を恐れ、またヒムスの土を恐れる157）。ヒムスの土は［サソリに］
刺された人に効果がある。ヒムスでシャツを洗い、他の町でそれを着ていると、サソリは近寄って
こない。蛇やサソリに咬まれた人は雪を抱きかかえると［痛みが］治まる。傷口に［雪を］のせる
と、その特性で［痛みを］和らげる。サソリを火で炙って食べると、膀胱の中の石が小さくなり排
出される。「海のサソリ（kaẕ-dum-i baḥrī）」はカメに似ている。2つの頭を持ち、それぞれ［異なる］
方向に進むが、［一方の頭が他方に］噛みついて殺してしまう。
　バジルを噛み、［それを］2つの日干し煉瓦で挟み、温かい場所で上から藁をかけて寝かせると、
7日後［それは］緑色の有害なサソリになる。とりわけ、月が天蠍宮にあるときには［効き目があ
る］。「解毒剤の石」158）で指輪をつくり、月が東から天蠍宮に入ったときに指輪にサソリの絵を描
き、水で（p. 622）洗い、サソリに刺された人に与えると、［痛みが］鎮まる。サソリはその［指輪
をはめている］者を避ける。サソリの針は折れ曲がっている159）。サソリを水に投げ入れると、水
の中ほどを漂う。重さがないので底に沈むことはなく、泳ぐことができないので〔水面〕に上がっ
てくることもない。サソリの口は耳が聞こえない場合に効果がある。

　

［第 6章　昆虫について］

＜ミツバチ（naḥl）について＞
　ミツバチは［ペルシア語で］「蜂蜜のハエ（magas-i angabīn）」である。至高なるアッラーは、「ま
たあなたの主は、蜜蜂に『丘や樹木の上に巣を営みなさい』と啓示した」［Q16: 68］とおっしゃって
いる。また、預言者――彼に平安あれ――は、「信徒はミツバチのようなものである。美味なもの
しか食べず、美味なものしか生みださない」とおっしゃった。ミツバチの聡明さを示すものとし
て、六角形の家を作るものがいることが挙げられる160）。エウクレイデスの幾何学によると、円形
では互いに隙間なくぴったりと合わせることはできないが、六角形であれば可能である。［ミツバ
チは］紙のように滑らかな壁を作り、［その中を］蜂蜜で満たし、入り口を蜜蝋（mūm）で塞ぐ。ツ
ルと同様に、ミツバチにもリーダーがいる161）。ミツバチのリーダーは巣穴の入り口に陣取る。ハ
チ（magas）は中に入る際、リーダーに［自分の］匂いを嗅がせる。ハチが清浄なものを食べていれ
ば［リーダーは］中に入れる。［そのハチは］蜂蜜だけをもたらすからである。清潔なものと不浄な
ものをどちらも食べていた場合は、ブツブツ言いながらも通過させる。不浄なものを食べていた場
合は、針で刺して真っ二つにし、外に捨ててしまう。

＜問答＞

157）ヒムスはシリア西部のオロンテス川東岸に位置する町。その礼拝所の土がサソリの刺し傷に効果があることに
ついては、本書でも触れられている［本訳注（5）、406 頁］。

158）「解毒剤の石」については、本訳注（4）、531 頁参照。蛇やロバの頚椎を指すようである。
159）この一文の後、テキストでは wa BADAFTという語が見えるが、この文字列についてはこれまでも意味を解す

ることができず、すべての該当箇所を合わせても訳出は困難なため、ここでも保留する。本訳注（7）、507 頁、
注 18 および 520 頁、注 58 参照。

160）『動物誌』によると、ミツバチはそれぞれが受け持つ仕事によって、蜜蝋を作るもの、蜂蜜を作るもの、巣を作
るもの、などに分かれると考えられていた［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 5, p. 417］。

161）ツルとそのリーダーについては、本訳注（10）、290‒291 頁を参照のこと。
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　もし、「創造主はどのようにしてミツバチ（magas）に啓示を下されるのか」と問われるならば、
「ここでの啓示とは霊感（ilhām）のことである」と答えよう。

＜問答＞
　もし、「この蜂蜜がミツバチの口から出てくるのであれば、それは吐瀉物と判断すべきか。また、
尻から出てくるのであれば、それは排泄物と判断すべきか」と問われるならば、「吐瀉物でもなけ
れば、排泄物でもない。［それは］空気中の目に見えない微細な露である。ミツバチはそれを持っ
てきて巣の中に運んでいるのだ」と答えよう。アリー・ブン・アビー・ターリブ（p. 623）は、「蜂蜜
はミツバチの羽の下から生じる」と述べている。

＜問答＞
　もし、「蜂蜜は酒（šarāb）と呼べるのか」と問われるならば、「そう呼ばれている。あらゆる酒の
中で最も良い酒は蜂蜜である」と答えよう。

　蜂蜜は薬の蔵番である。なぜなら、薬をすり潰し、蜂蜜の中に入れておくと、蜂蜜が薬を守って
くれるからである。蜂蜜は強力な番人である。それゆえ、新鮮な肉を蜂蜜につけておき、しばらく
経ってから取り出しても［肉は］新鮮なままである。蜂蜜を干しブドウや乳にかけると美味しくな
る。蜂蜜や塩、酢、タールといったいくつかのものは腐敗の要因を寄せつけない。それゆえ、古き
時代には死者にタールが塗り込まれ、カーブース（Qābūs）162）が死ぬと、彼は蜂蜜で満たされたガ
ラスの棺に入れられたのである。蜂蜜は決して腐らないと言われている。また、酢蜜（sikanjabīn）
は、蜂蜜と酢という、これら 2つの原料の混合であるがゆえに効能がある。「そこには水を湛える
川」［Q47: 15］という至高なるお方のお言葉は、水で始まり、蜂蜜で終わる163）。水と乳への言及で
は、「変わることのない（lam yataġayyar）」と［付け加えて］おっしゃっているが、それは、水と乳が
害を免れ得ないからである。これこそが、蜂蜜が水よりも優れていている点であり、水は変化する
のに対して、蜂蜜は変化しない。「ハチの口には薬があり、その尾には毒がある」とも言われている。
　知れ。蜂蜜がどうやってできるのかは誰にもわからない。スライマーン――彼に平安あれ――は
ミツバチを瓶に入れて、外から観察した。最初に［ミツバチは］蜜蝋を作り、いつしか蜂蜜をその
中に置いた。スライマーンは「創造主の定めの秘密は誰にもわからない」と言った。
　ミツバチにはリーダーがいる。［いつもは他のミツバチの］羽の下に隠されており、決して外に
出ない。だが、空気が澄み、淀みのないときは、軍を率いて外に出る。帰ってきて落ち着くと、他
のミツバチたちがその上に何層にも重なってとまる。
　ミツバチそのものは弱々しいが、［針という］武器があるため、誰もそのそばに近づかない。ミ
ツバチのリーダーは自身の針を抜き取り、誰かがその針で傷つくことがないようにする。ミツバチ
は人間を刺すと落下する。頭を軸に立とうとするが（p. 624）やがて死ぬ。ミツバチはすべて雌で
ある。雄は仕事ができない。春と秋の 2回、家をつくる。雄は［家を］壊すので、リーダー（amīr）
以外［の雄］は追い出される。

162）ユースフと同時代のエジプトのファラオのことであろう。
163）『クルアーン』第 47 章（ムハンマド章）15 節の「そこには腐ることのない水を湛える川、味の変ることのない乳

の川、飲む者に快い（美）酒の川、純良な蜜の川がある」という、楽園を描写した章句を指す。
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［ミツバチの作り方］
　知れ。万能薬（iksīr）を使ってミツバチを増やす［ことができる］164）。［まず、生後］3ヶ月の欠陥
のない赤い牛を連れてくる。皮に穴が開かないように棒で叩き、骨をすべて砕く。次に、ナイフを
喉にあて、一滴も外に流れ出ないように、また残さないように、その血を［牛の］腹の中に流し込
む。弓の弦で目、耳、鼻、口といった穴を縫い合わせた後、1本たりとも骨が残らないように叩き
つぶす。［それを］幅 10 アラシュ、長さ 12 アラシュ、高さ 10 アラシュの建物の中に置く。なお、
この建物は日干し煉瓦が敷かれ、いくつかの窓が向かい合うように設けられているが［当初は］す
べて塞がれた状態である。1週間そのままにした後、向かい合っている窓を開け、生命を吹き込む
風（bād-i lāqiḥa）を送り込む。再度、泥でしっかりと固め、21 日間経ってから扉を開けると、ぎっ
しりと詰まった幼虫の房（さなぎ）がある。牛は白い骨の残骸しか残っていない。脳みそはリーダー
［候補］たちであり、彼らはさらに選び合い、［リーダーになった 1匹のハチが他の］雄たちを追
い出す。リーダーのそばに、［新たに］花や草で満ちた小屋を置く。［ミツバチが］飛び立つ頃に、
ピッチやタールやアーモンドの木を燃やし、彼らの場所を油や樹液やオリーブ油や牛の糞で覆い尽
くす。すると［ミツバチは］活力を得る。

　知れ。ミツバチは美しい音や芳しい匂いを好む。ミツバチは飛んで行っても、シンバルを鳴らせ
ば戻ってくる。蜜蝋を丸めて穴がまったくない球を作り、［それを］海の塩辛い水の中に入れると、
蜜蝋の持つ軽やかな幽質さ（laṭāfat）により、美味な水が内部に溜まる。創造主は、ミツバチを通じ
て、蜂蜜や蜜蝋をこれほどまでに幽質なものとしてお創りになるのである。［ミツバチについては］
この程度で十分であろう。

（p. 625）＜スズメバチ（yaʻsūb）＞
　「赤いハチ（zanbūr-i surḫ）」には殺傷能力（nikāyat）がある。スズメバチを油に入れると死ぬが、
酢に入れると生き返る。自分の舌を歯で噛んでおくと、スズメバチ（zanbūr）に刺されない。ま
た、［スズメバチは］ヘンルーダを塗り込んだ箇所に傷をつけることはできない。［アラビア語で
は］「ヤァスーブ」と呼ばれる。クーファの近辺では大量に発生するため、スズメバチを恐れて日
中は誰も庭園に行こうとはせず、夜に多大な危険を冒してナツメヤシを収穫する。また、庭園の
中でスズメバチが飛びかうと、恐ろしい野獣［のような姿のもの］が立ち現れる。ウマル・ブン・
アル＝ハッターブは「信仰のスズメバチ（yaʻsūb al-dīn）」と呼ばれていた。アリー・ブン・アビー・
ターリブは、ラクダの戦いでアブドゥッラフマーン・ブン・アル＝アッターブ（ʻAbd al-Raḥmān b. 

al-ʻAttāb）が殺されるのを目にした。アリーは言った。「おお、なんと哀れなクライシュ族のスズメ
バチよ。私は自身の安らぎのために高い代償を払わされてしまったものだ」と165）。
　スズメバチはミツバチの天敵である。ミツバチを口でくわえて飛んで行き、食べる。針には毒が
ある。

＜イナゴ（jarād）＞

164）『高貴なる歓喜の書』にミツバチの培養法についての同様の記述が見られる［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā’ī, 
pp. 199–200］。なお、同書では、最初の寝かす期間は「1週間」ではなく「3週間」である。

165）このアリーの発言は『動物誌』に見られる。アリーとアーイシャらが戦ったラクダの戦い（656 年）で戦死した
アブドゥッラフマーン・ブン・アッターブの父（アッターブ）は、ムハンマドの教友の 1人であった［Jāḥiẓ, Kitāb 
al-ḥayawān, vol. 3, p. 329; EI²: ʻAttāb］。
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　イナゴ（malaḫ）は［アラビア語で］「ジャラード」と呼ばれる。イナゴには毒も殺傷力もないが、
諸都市を荒廃させるほど大量に発生する。［イナゴが］やってくると、畑や木々の葉は食い荒らさ
れ、木は枯れてしまう。預言者――アッラーが彼に祝福と平安を授けられんことを――は「イナ
ゴは偉大なるアッラーの軍である」と言っている。ミスルの砂漠には、「ファラオのイナゴ（jarād-i 

firʻawnī）」と呼ばれるイナゴがいる。騎兵を食べてしまうほど大きい。

＜逸話＞
　トゥグジュ（Ṭuġj）の息子166）のある従者が次のように語った。いわく、「隊商が進んでいると、
ファラオのイナゴが現れた。私たちは真鍮製の釜を持っていたのでその下に隠れ、2日が経った。
イナゴが去った後、私たちが外に出ると、隊商の人々の骨だけが残っていた。」

（p. 626）＜逸話＞
　アフワーズの境域には、美しい鳴き声のイナゴ（malaḫ）がいる。そのイナゴがいる場所では、酒
飲みたちがその声を肴に酒を飲む。人が触れると死ぬ。

　土色のイナゴがいる。とまると誰の目にも見えないが、飛んでいると燃え盛る炎のように見える。
　イナゴには様々な種類がいる。［ヒジュラ暦］315 年（西暦 927‒28 年）にイブン・スィーニーズが
カスル・イブン・フバイラに降り立ったとき、彼とともにある種のイナゴ［の大群］もその地にやっ
てきた167）。その［イナゴの］口からは血が滴っていた。イブン・スィーニーズが略奪をして立ち去
ると、そのイナゴも去っていった。［イブン・スィーニーズの］到来とともに［イナゴが］降り立ち、
彼の出立とともに［イナゴが］去ったのである。これは意味深い現象である。一方、ムーサーの時
代に、イナゴの大嵐が起こった。「われらはかれらに対し洪水やバッタを送った」［Q7: 133］という
至高なるお方のお言葉にあるように。ところで、イブン・スィーニーズのイナゴは、その腹は血で
満たされ、口から［血が］流れ出るほどであったが、その原因は誰にもわからなかった。
　知れ。イナゴはその弱々しさにもかかわらず、大群になると世界中を荒廃させる。弱々しいが残
虐である。その頭は馬に似て、羽はオオワシに似ている。腹は蛇で、尾はサソリのようである。足
はラクダの足に似ており、チーターやヒョウのように飛び跳ねる。固い場所を探し、尾でその上を
叩いて柔らかくする。その中に卵を産み、土で覆う。翌年になって暖かくなると土から出て、羽を
開いて飛び去る。

＜ハエ（ḏubāb）について＞
　至高なるアッラーのいわく、「また蝿がかれらから何か奪い去っても、それを取り戻すことも出
来ない」［Q22: 73］。すなわち［ペルシア語では］（p. 627）「彼らはなぜ偶像を崇拝するのか。ハエ
（magas）が偶像から何かを奪っても、ハエから取り戻すことはできない。求める者も求められる者
も、どちらも非力である」と168）。ハエは弱々しいが、有害で傲慢な被造物である。「彼はハエより

166）エジプトのイフシード朝（939‒969 年）の創始者ムハンマド・ブン・トゥグジュ（在位 935‒946 年）のことであろう。
彼は 935 年にアッバース朝カリフ、ラーディー（在位 934‒940 年）からエジプト総督に命じられ、ファーティマ
朝のエジプト侵攻を防ぐことに成功した。この功績によりラーディーから「イフシード」の称号を与えられると、
以降半独立政権としてエジプトを支配した［EI²: Muḥammad b. Ṭughdj］。

167）この逸話については、本書第 7章のアードの民に関する箇所に見られる［本訳注（8）、300 頁］。
168）『クルアーン』第 22 章（巡礼章）は、偶像崇拝者をはじめとする異教徒に対する警告である。ここでのペルシア

語訳は、直前のアラビア語の引用文にない箇所も含んでいる。
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も横柄だ」とたとえられる。ハエはあれほどの弱々しさにもかかわらず王たちの目元にとまり、ラ
イオンの目の中に入り、彼らが追い払っても去ろうとしない。ヒジャーズの地では 100 頭のラク
ダが 10 ディーナールで売りに出されることさえある。それは、ハエに刺されたラクダが呻き声を
あげ、血が［止まらずに］流れ出ているからである。ハエの体内には毒がある。ハエが耳や鼻の中
に入ると、スイセンの球根やイチジクの樹液［による炎症］よりもひどい状態になる。犬に噛まれ
た人はハエに注意しなければならない。というのも、そのような人にとってハエはライオンよりも
悪質だからである。ハエは暗闇では何もできない。ハエをアンチモンに入れてすり潰し［目に塗る
と］、視力が増す。ハエを食べると目に効果がある。ハエは、夏には世界中を覆い尽くすが、冬に
は 1匹もいなくなる。だが、ハエが死んでいるのを見た者はいない。［ハエは］しつこい。ある沈
着な人がハエに煩わされて［大声で］叫び、「神の被造物の中で最も弱く、最も卑しいものが私の面
目をつぶした」と言った。甲虫もまさしく同じである。何度も壁を登っては落ちる。ハエは繁殖す
るのではなく、至高なるアッラーがただちに創造されるのである。マルメロを割ると、ハエが即座
にその上にとまると言われている。さらに驚くことに、1匹のハエもいない荒野で馬が糞をし、そ
れが地面に落ちるや否やハエがそのまわりに群がる。ハエが荒野で糞を待っていたとすれば驚くべ
きことであり、すぐさま創造されたのであれば、それはより驚くべきことである。ソラマメは黒胆
汁質であるがゆえにハエに変異する。また、ナスのように上下逆さまに生長するものは何であれ
［重々しく］消化に悪い。

＜逸話＞
　ある男が債権者たち（wām-ḫwāhān）から逃げて、ソラマメが繁茂する土地に行き着いた。（p. 

628）［男は自らに］「おまえには悪しき土地がお似合いだ」と言った。すなわち、ソラマメの地は
獄中よりも悪い、ということである。
　慢性の病気にかかることなく、ソラマメの地に 40 日間滞在することは誰にもできない。「おま
えは何を食べるのか」と聞かれた者が「ソラマメだ」と答えたところ、「そうか、ハエを食べるのだ
な」と言われた。

　ハエやウグイス（ṣāfir）、ハタオリドリ（tunawwuṭ）やクモは眠らない。両足でぶら下がり、逆さ
まになる。ハタオリドリは朝までずっと［大声で］鳴いている。ハエはじっとしていることなく部
屋の隅を飛び回り、あらゆるものに糞をする。

＜伝承＞
　預言者――彼に平安あれ――の伝承に次のように伝えられている。いわく、「あなたがたは、ム
アーウィヤが私のミンバルの上にいるのを見たときには、彼を受け入れよ（fa-iqbalū-hu）」と。ハエ
がその［言葉を書いた］紙の上に糞をした。バー（ب）の上側に 2つの点ができたため［ター（ت）と
いう文字になり］、「彼を殺せ（fa-uqtulū-hu）」、すなわち［ペルシア語では］「彼を殺しなさい」と読
みあげられてしまった。軍は二手に分かれ、戦いになった。ある者は「ムアーウィヤを受け入れな
くてはならない」と言い、ある者は「ムアーウィヤを殺さなければならない」と言った。
　［この逸話の］意味するところは次のとおりである。弱小のハエがたった 1つの文字の上に糞をし
たことで、これほどの災禍が生じるのである。卑しきものたちを軽く見てはならない、と知るがよい。
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　ハエをじっと見つめ、「［神は］なぜこいつを創造されたのだろう」とつぶやく者もいるであろう。
だがその者は、ハエもまた人間を見つめながら、「［神は］なぜこいつを創造されたのだろう」と
言っていることを知りはしない。バスラでは、［収穫された］干し草のあいだを歩いてもハエは 1
匹もいないが、切り株［のあるナツメヤシ庭園］では、ナツメヤシが［収穫のため］切り落とされる
と、土手の端にいたるまでハエがたかって真っ黒になる。

＜逸話＞
　次のように言われている。ミスルである男が大理石でできた偶像を手に入れた。なお、ミスルに
はたくさんのハエがいる。男はその偶像をポケットに入れた。とある店の戸口に着くと、ハエの群
れが逃げ出した。「何を持っているのか」と聞かれたので、彼はその偶像を見せた。それはファラ
オがアイン・シャムス169）で作った呪符であると彼らは思った。ゆえに、ミスルの中でもその場所
にはハエがいない。

　また、（p. 629）アギ（阿魏）（kumā）のある家にはハエは入ってこない。ヒンドではハエを食べる。
それゆえ、その地には眼炎（ramad）や眼病（sabal）、視力の低下（tārīkī）［といった目の病気］がない。
ハエは雄黄の煙を避ける。家［の中］を暗くすると、［ハエは］すべて窓から逃げ出す。

＜クモ（ʻankabūt）について＞
　クモは「巣を織る者（kara-bāf）」であり、弱々しいが満ち足りた動物である。至高なるアッラーの
いわく、「本当に家の中でも最も弱いのは、蜘蛛の家である」［Q29: 41］。すなわち、［ペルシア語で
は］「不信仰者によってなされる喜捨や慈善は、寒さにも暑さにも耐えられないクモの家のような
ものである」とおっしゃった。クモは子を産む。子はすぐに［巣を］織る。年に 1匹のハエで満足
し、その半分を残すことさえある。いつも逆さまになっており、決して眠らない。［クモが］眠る
ようであれば落下していたことであろう。体全体が 1つの頭であり、［頭は数本の］足の中心にあ
る。雌が［巣を］織り、雄が壊す。創造主は、何であれ雄が［雌よりも］大きくなるように創造され
たが、クモとタカだけは雌の方が大きい。クモの口は横に長い。毒蛇の目も細長い。
　預言者――彼に平安あれ――がアブー・バクルとともにマッカから去り、不信仰者たちがその後
を追ってきた際、彼らはある洞窟の中に入った170）。創造主はクモに命じて、洞窟の入り口に巣を
張らせた。不信仰者たちがやって来てクモの巣を見つけた。誠実なるアブー・バクルは泣きながら、
「おお、アッラーの使徒よ、敵の足音が聞こえます。彼らが洞窟の中を覗き込めば、我々は見つ
かってしまいます」と言った。預言者は、「アブー・バクルよ、おまえの心［の平穏］のために、私
はここを選んだのだ。たとえここでなくとも、創造主は我らを彼らからお守りくださる。アッラー
が 3人目として［我ら］2 人について下さっているのに、おまえは何ということを言うのだ 171）。
だがもしおまえが望むなら、外に出るがよい172）」と言った。アブー・バクルは、「アッラーの使徒
よ、私は彼らの顔を見たくはありません」と言った。不信仰者の 1人が洞窟の縁にやって来た。「ク
モがこの洞窟の入り口に巣を張っている。もしこの洞窟に誰かが入ったならば、この織物（巣）も

169）カイロ近郊の町［本訳注（6）、551 頁、注 9］。
170）ムハンマドのメッカ脱出に関する有名な話であり、『クルアーン』第 9章 40 節に見られる。
171）同様のハディースがブハーリーの『真正集』に収録されている［ブハーリー『ハディース』（牧野訳）、中巻、567 

頁］。
172）校訂本では「私は外に出よう」となっているため、lā写本に従って訳出する。
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破れていたことだろう」と言い、［みなで］帰っていった。創造主は、不信仰者たちをより非力な被
造物で撃退（p. 630）されたのである。
　［この話の続きとして］次のように言われる。アブー・バクルは、預言者――彼に平安あれ――
よりも先に洞窟の中に入り、蛇の巣穴をいくつか見つけた。彼はシャツを切り裂いて穴をふさい
でいったが、1つ残ってしまい、その上には自分の足をのせた。預言者――彼に平安あれ――はア
ブー・バクルの膝枕で、不安に心がかき乱されることなく眠りについた。蛇はアブー・バクルの足
を咬んだ。彼はその痛みで涙した。蛇がもう一度咬みついたので、アブー・バクルの涙が預言者の
顔に落ちた。［預言者は］目を覚まし、「おお、アブー・バクルよ、その試練は預言者たちに、ひい
ては神の友たちにこそ課されたものである」と言った173）。信徒たちの長ウマル［・ブン］・アル＝
ハッターブは、「アブー・バクルの過ごしたこの一夜というのは、我が人生のすべてに、またハッ
ターブの一門に勝る栄誉である」と言った。

＜絹の虫（カイコ）（dūda al-qazz）について＞
　カイコは［ペルシア語でも］「絹の虫（kirm-i abrīšam）」である。弱々しいが、祝福された動物で
ある。不快な臭いを放つ。創造主は、繻子や絹や紬（šaʻr）をカイコから生ぜしめる。山や木々につ
き、クワの葉を食べる。卵を産み、卵から孵る。タラーズ174）の境域では、気候が適度なため［生
糸を年に］2度出す175）。
　［カイコの育て方は、次のとおりである。］カイコの卵を綿布でくるみ、服の襟元にあてて人間の
体温がそこに伝わるようにする。1週間で孵化するので、1ヶ所に集める。［カイコは］クワの葉を
食べ、その後 3日間眠り、再び食べ始める。1週間食べ続け、また眠る。［その後また目覚めるが、
その］1日目は不機嫌そうに頭を振ると言われている。3日後には、草（ʻalaf）を食べ始める。3回、
草を食べる。［その］3回の後、葉のついたクワの枝をカイコの前に置くと、枝にのぼって食べ、そ
れから繭を作る。繭は鳥やネズミから守ってやらなければならない。［繭が］黄色くなると役に立
たない。破れて他の繭を傷めてしまうからであり、その繭は選別して捨てなければならない。羽化
すると、つがいになり卵を産みつける。繭から出てくると羽が生えており、飛び立つ。この虫は気
高く、自らのまわりに［糸を］紡ぎ、その（p. 631）自らの蕾（繭）の中で命を終える。
　この後は、蟻について述べていこう。

＜蟻（naml）について＞
　至高なるアッラーのいわく、「1 匹の蟻が言った。『蟻たちよ、自分の住みかに入れ』と」［Q27: 

18］。この章句の背景は次のとおりである。スライマーン――彼に平安あれ――は［玉座にのった
まま］行進していた。彼の玉座は風が運んでいた。鳥たちは列をなし、玉座の上には 1000 本の金
の釘で打ち据えられた 1000 本の絹の撚り紐からなる天蓋があり、ジブリールとミーカーイールが
［脇に］立っていた。スライマーンはこのような壮麗さで現れたのである。1匹の蟻（mūrča）が他の
蟻たちに言った。「巣穴に行きなさい。スライマーンが連れて来ている軍勢が、気づかぬままにお
まえたちを足で踏みつぶさぬように」と。風がこの言葉をスライマーンの耳に届けた。彼は蟻を呼
び出し、「おまえは知らぬのか。私がおまえたちを傷つけることがないほどに公正であることを」

173）この試練によって、アブー・バクルは預言者や神の友（ワリー）の仲間入りをしたということを意味する。
174）タラス川の岸辺の町。本訳注（5）、439 頁にこの町に関する記述がある。
175）『高貴なる歓喜の書』にある同様の記述に基づいて補う［Šahmardān, Nuzhat-nāma-yi ʻalā̓ ī, p. 201］。
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と言った。蟻は、「いえ、ご容赦ください。あなたの軍勢が気づかないと申し上げたかったのです」
と答えた。スライマーンにとってこの言葉は訓戒となった。蟻ですら［他の］蟻たちのことを憐れ
むのだから、当然、人は民を憐れむべきである、と。
　知れ。神を知ることにおいて、1片の塵は山や象とまったく同程度に重要な証となり、1匹の蚊
は、この世界を構成する天空とまったく同じように重要な証となる。ゆえに、蚊を軽蔑の眼差しで
見てはならない。どれほど多くの都市が蟻の仕業で見捨てられ、ネズミの災いゆえに見限られてき
たことか。
　この蟻は、その弱々しさにもかかわらず、種子を運び集めるという貪欲さを持つ。貪欲さは人
間、蟻、カラス、ネズミという 4つのものにある。これらの 4つの動物は［ものを］ため込む。蟻
は冬に備えて［食糧を］集める。種子は芽が出ないように 2つに割り、コリアンダー［の種］は 4つ
に割る。コリアンダーは半分になっても芽が出るからである。また表皮を種から取り除いて、芽
が出ないようにする。湿った種があれば、太陽に晒して乾かす。大胆にも、自分の重さの数倍の
ものを持ち上げ、巣穴に運び入れる。蟻の感覚は鋭く、そなたであれば［自分の］鼻先にあるもの
の匂いがわからないかもしれないが、蟻の鼻がひとたび［食糧に］向かうと、長く伸びた 1本の線
のように［他の蟻たちが］列をなす。もし種子が大きすぎて持ち上げられない場合には、戻って他
の蟻たちを（p. 632）連れてくる。次のように言われている。鉄の首輪が炉から放り出された。［首
輪が地面に落ちたとき、たまたま］1匹の蟻がその真ん中にいた。どの方向に行っても熱さを感じ
たので、［蟻は］輪の中心でじっと待った。これは、蟻の感覚の正しさを物語る。また、ライオン
や竜が少しでもけがをすると、蟻はその傷の中に入って［肉を］食べ、骨にまで至る。スマーマ
（Ṯumāma）176）は、「蟻はテュルク人に似ている」と言う。リーダーごとに一軍を率い、［軍は］リー
ダーとともに出陣し、彼とともに戻る。黒いものもいれば、赤いものもいる。飛ぶものもいれば、
翼や羽がないものもいる。

＜逸話＞
　ある王が 1人の男を拷問にかけた。その手足を縛り、尻に油を塗り、荒野に放り出して蟻に食べ
させた。また、たとえとして、「彼らはザンジュや蟻のごとくにやって来た」と言われる。

　イブラーヒーム・ブン・ルワイム（Ibrāhīm b. Ruwaym）は、次のように言った。ホラーサーンとヒ
ンドの地の間には、「サルーク（Salūq）177）の犬（猟犬）」ほどの大きさの蟻がいる。地中には黄金〔が
あり〕蟻が［黄金を守って］いる。［人々は］あまりの暑さゆえに地下室を作っており、日没時にな
ると、肉を持って外に出て［肉を］投げ捨てる。蟻がそれにたかっている間に、彼らは金を探す。

　蟻が穀物を運んで貯えているときは、飢饉の徴である。人間の髪の毛を蟻の巣穴に入れると、
［蟻は］外に出てこない。また、硫黄を避ける。蟻から白いものが落ちると、それは蟻になる。

＜蚊（baʻūḍa）について＞
176）9 世紀前半に活躍したアラブの文人スマーマ・ブン・アシュラス（Ṯumāma b. Ašras）のことであろう。ジャーヒズ

の情報源でもあった。
177）ジャーヒズは「サルークはイエメンにある」と記しているが、ヤークートはこの町がある地域についてイエメン、

アッラーン（コーカサスの一地域）、シリアなど様々な説を紹介している。なおいずれもこの名は、「サルークの
犬」すなわち「猟犬」と関連づけられている［Jāḥiẓ, Kitāb al-ḥayawān, vol. 2, p. 198; Yāqūt, Muʻjam al-buldān, vol. 
3, p. 242］。
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　至高なるアッラーのいわく、「本当にアッラーは、蚊または更に小さいものをも、比喩に挙げる
ことを厭われない」［Q2: 26］。マッカの不信仰者たちは、「創造主はハチやクモや蚊（paša）の話を
語るのか。それらについて言及する余地を設けられるとは」と言った。その後、この章句が下され
た。すなわち、「われは神であり、1匹の蚊や 1片の塵、あるいはそれよりも小さいものをたとえ
に用いることに恥じるところはない」という意味である。（p. 633）なぜなら、そのお方の前では山
（kūh）も藁（kāh）も同じであり、塵の創造も天の創造もそのお方のもとでは同じことであるのだか
ら。そなたも知っていようが、象はあれほど大きいにもかかわらず、蚊のせいで悲鳴をあげる。東
西を征服したブフトゥナッサルもニムルードも、1匹の蚊によって破滅させられた。

＜逸話＞
　次のように言われている。ニムルードは天を目指した。4羽のハゲワシを捕らえ、その背中に
［自分をのせた］箱を結びつけた。そして、4本の槍をその箱の周囲に刺し、それぞれの槍先に屠っ
た羊を刺した。ハゲワシが肉を狙って［羽ばたけば羽ばたくほど］槍はより高くあがっていった。
だが、太陽の熱が強くなり、［ニムルードは耐えきれずに］戻ってきた。創造主は彼の所業をイブ
ラーヒームに伝え、［その口を通じて］ニムルードへ向けて次のように言わせた。「われは、おまえ
を母も父もなく育てあげた。1匹のヒョウをおまえに従わせ、おまえに乳を与えさせた。おまえに
は長い寿命を与えてやり、1日たりともおまえは病気にならなかった。世界中の王国をおまえに与
えた。しまいには、おまえはわれに盾つき抗ったが、われはおまえとは争わなかった。それでもな
お悔い改めるならば、われは受け入れよう」と。この言葉を聞くと、ニムルードは、「私はあなた
と戦うためにやってきたのだ。なぜ、私と戦わないのか」と答えた。［そこで］創造主は蚊を送っ
た。彼の軍の各々に対して 1匹の蚊が飛来し、彼らの唇を刺し腫らしていった。1匹がニムルード
の唇にとまって刺し、そして彼の鼻の中に入っていった。彼の唇は腫れ上がり、その間に蚊は彼の
頭の最奥部にまで入り込んだ。蚊は彼の脳みそを食べ、脳の中でカエルほどの大きさになった。そ
こでニムルードは命じて、［痛みを］鎮めるために金槌で彼の頭を叩かせた。結局、彼の頭蓋が割
れてしまった。蚊は飛んでいき、ニムルードは死んだ。これほどの征服者たる帝王でさえ、1匹の
蚊によって滅ぼされてしまったのである。

（p. 634）＜逸話＞
　次のように言われる。1人の王が食卓に座っていた。彼は顔を綿布で覆った 1人の男を見て、「ど
うしたのだ」と尋ねた。［男は］言った。「1匹の蛇が 1頭のラクダを咬みました。ラクダは死に、
野獣どもがそのラクダを食べては死んでいきました。私は『なんということだ。1匹の蛇が、あれ
ほどの弱々しさにもかかわらず、ラクダをこのように破滅させるとは』と言いました。それよりも
驚くべきことは、ラクダの肉を食べた凶暴な猛獣や猛禽たちが、このように死んでしまったことで
す。そして、何よりも驚くべきことは、蚊がそのか弱さにもかかわらず、［これら］すべてを食べ
ても、［毒の］影響を何ら受けないことです。私がこのことを考えていると風が吹き、1匹の蚊が私
の方に来て、私の額にとまったのです。私の顔からはすべての肉がはがれ落ち、その傷がいまだに
残っています。ですから私は顔を覆っているのです。」

＜逸話＞
　私は、ある人から次のように聞いた。「バービルで 1人の男が小便をしようと裸で立ち上がった。
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彼は川のほとりに座っていた。［次に］我々が彼に目をやったときには、彼は蚊に刺されて死んで
いた。」

＜逸話＞
　ある人が次のように言った。私はミスルの地に行った。ある晩、とある村にたどり着いた。［そ
こは］気候が良く、繁栄していることが見て取れた。翌年、私がその村に行くと、［村は］荒廃し、
わずか数人が残っているばかりであった。その晩、私は眠った。蚊に刺されて、死を望むほどの痛
みが私を襲った。私は、「この土地で何が起こったのか」と尋ねた。すると、ある人が言った。「今
年、この村で 1軒の家が廃墟となった。［その家で］銅の壺が見つかり、人々は［壺の中には］黄金
が詰まっていると考えてその蓋を開けたのだ。中には黄金の蚊が 360 匹入っていた。それぞれがレ
ンズ豆（majū）ほどの重さで、羽と吻と手足が作りつけられていた。また、壺の蓋には次のように
書かれていた。『これは、娘の何某が某年に作成したものであり、蚊を呪符で閉じ込めている。（p. 

635）この世で［私と］知識を競いたい者あらば、［私が残したような］蚊［の模型］を 1匹でも作っ
てみよ』と。人々はそれらを溶かしたが、［得られた金の］量は微々たるものであり、〔その呪符は
解かれてしまった。〕こうして蚊がこの地方に発生し、この境域は蚊によって荒廃してしまったの
だ。後悔しても何の足しにもならぬ。」

　知れ。創造主は 7つの天と 7つの大地を創造し、山々をそこに屹立させ、海を創造し、そのすべ
てを 1匹の魚の背に置かれた。魚がそれを背負った際、魚には次のような驕りが生じた。「この世
界すべてが私の背上にあり、私が少しでも動けば、すべてをかき乱すことになろう」と。至高至大
の創造主は蚊を創造した。蚊は魚の鼻の真向かいにとまった。そして針で刺そうと、魚の目先を飛
び回った。魚は蚊が鼻の中に入ってくることを恐れた。そこで魚は尾を持ち上げて、すべてを自身
の頭と尾の間に収めた。「ヌーン。筆に誓けて」［Q68: 1］と［創造主が］おっしゃったように。ヌー
ンとは魚のことである。それに誓って、「預言者ムハンマドよ、おまえは気が狂っているのではな
い」と［創造主は］おっしゃった178）。以上のことから、創造主は全能のお方であり、すべての存在
物を 1匹の蚊で支えておられると知るがよい。
　蚊は弱々しい動物であり、土に属するものではないが土から湧く。また、水に属するものではな
いが水から湧き、水のある場所に生息する。鳥ではないが空を飛び、蛇ではないが毒針を持つ。ラ
イオンも象も蚊に刺されて悲鳴をあげる。1000 匹の蚊を秤に載せたところで重さはない。慣用句
では「弱き者は圧制者である」と言われる。水牛は蚊を恐れて日中は水から出てこない。
　知れ。蚊は絹を恐れる。王たちは絹を着ることにより、蚊から守られる。噛みつくもの（gazanda）
は絹にはつかない。ズバイル・ブン・アル＝アウワーム（Zubayr b. al-ʻAwwām）179）にノミ（qaml）が
つき、彼は預言者――彼に平安あれ――に、絹を着ることの許しを求めた。［預言者は］許可した。
カリフ位がウマル・ブン・アル＝ハッターブに至ったとき、ある者が絹を着ていた。ウマルが彼を
詰ると、その者は、「ズバイルはなぜ着［ることを許され］たのか」と言った。［ウマルは］「おまえ

178）『クルアーン』第 68 章の最初の章句は、「ヌーン。筆に誓けて、また書いたものにおいて誓う。主の恩恵におい
て、あなたは気違いではない」である。

179）ムハンマドの従弟であり、ハディージャの甥にあたる。最初期にイスラームに改宗し、天国が約束された 10 人
の教友の一人に数え上げられるなど、ムハンマドからの信頼も厚かった。勇者として知られ、メッカ軍との戦い
で活躍したほか、ムハンマドの死後も征服活動のためシリアやエジプトなど様々な戦地に赴いた。第一次内乱で
は反アリーの立場をとり、656 年のラクダの戦いで戦死した［EI²: al-Zubayr b. al-ʻAwwām］。
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はズバイルほどの者か。この父無し子の恥知らずめが」と言った。
　蚊の特性については、この程度のことを述べておこう。（p. 636）そなたが蚊を軽視しないよう、
蚊への言及で本書を締めくくる。蚊には手足があり、羽があり、吻と針と尾と 2本の触角と、そし
て我々の気づかぬものが蚊には備わっているのである。

　ああ、何とすばらしきアッラー、最も優れた創造主であられる［Q23: 14］。万有の主、アッラー
にこそすべての賞賛あれ。また、我らの預言者ムハンマドと彼の一族全員に祝福あれ。惜しみなく

与える王たるアッラーの助けによって、ヒジュラ暦 740年の祝福の月たるシャァバーン月 9日（西
暦 1340 年 2 月 9 日）に本書［の書写］は完結した。筆写したのは、慈愛深きアッラーを求めるしも
べ、イブラーヒーム・ブン・ユースフ・ブン・イブラーヒーム（Ibrāhīm b. Yūsuf b. Ibrāhīm）である。

　この良き書物、『被造物の驚異（ʻAjāyib al-Maḫlūqāt）』
　その結びは、存在物の 1つである蚊によってなされた
　すなわち、どの動物よりも弱きもの
　汝、その姿形で見ることなかれ、その本質によってそれを見よ

（完）
　


